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    　　　一章　壁の中の街へ行こう


    



    　そのとき妾わらわは王女で、大海原をゆく船に乗っていた。


    「裸男を見たことはあるかい」


    「裸男？」


    「裸男は一角クジラの角の先にまたがっているんだ。そして水底へと沈んでいく」


    「あるいは」


    　そうして妾たちは裸男に導かれるままに、あの島へと辿たどり着いたんだ。


    　そこはまったく、自由で不自由な島だった。


    　島の大統領は言った。


    「きみたちは自由にしていいんだ」


    「自由に？」


    「そう。きみはここでスパゲティーを茹ゆでてもいいし、茹でなくてもいい。畑を耕すのもいいし、温泉に浸かるのも悪くない。バーでくつろいでもいいし、スパゲティーを茹でるのもいい。でもひとつだけ、守ってもらわなくちゃいけない決まりってものがあるんだ」


    　やれやれ。スパゲティー茹ですぎ。


    　ともかく、妾たちが島を出られないということだけは確かなことのようだった。それはまるで、ハンバーガーを前にしながらそれを食べることが許されないハイファンタジーとピクルスの関係性のようだった。


    　硬い土に突き立てられた鍬くわ、モノポリーの指ゆび貫ぬきコマ、うまい棒。温泉とハンバーガー。Ｊ●ＳＲＡＣに守られた音楽を、誰かが鼻唄でうたっていた。


    　妾は言った。


    「完璧な結界などといったものは存在しない、完璧な絶望が存在しないようにね」


    



    『プリシラ王女漫遊記　Episodeエピソード８～世界の果てのハードボイルド・ワンダーアイランド～』完


    　親愛なる臣民たちに、そして遙はるか彼方かなたの時と土地に暮らす友人たちに愛と感謝を込めて、プリンセス・プリシラ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「どうじゃ？」


    「どうって言われても……よくわかんねえ。これ、あのエルフの島のことを書いたんだよな？」


    　俺は毎回恒例となったプリシラの旅行記の草稿を読まされ、感想を求められていたのだ。


    　俺の感想を聞いたプリシラは、満足げに頷うなずいた。


    「うむ、ならよし」


    「よしって何が。つーか別にスパゲティーは茹ゆでてなかったろ」


    「あのエルフの島のことは世の人々に秘しておかねばならぬゆえ、妾わらわの旅行記もこの章は欠番にしておかねばならぬからの。その上で、万が一余人に見られたとしても詳細がわからぬように、フワッと遷うつろうメタファーを利かせておいたんじゃよ」


    「……もういい、ノーコメント」


    「ちなみにこれはスプリングウッド先生の洗練されたクールな文体を参考に」


    「ノーコメント！　朝食に行くぞ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　俺たちは宿で食卓を囲みながら、食事が運ばれてくるのを待ちつつ談笑していた。


    「そうじゃ。やっておかねばならぬことを思い出したぞよ」


    　プリシラはおもむろに立ち上がると、食卓に両手をつき、こう叫んだ。


    「第一回選択希望フレンド！」


    　唐突なプリシラの発言にもみんな慣れたころではあるので、みんな黙ってその言葉の先を待つ。やがてプリシラは人差し指をぴんと立てて、それを食卓の一角へと向けた。


    「妾の一位指名は、仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あさんです、おめでとう！」


    「あ、マジで？　フツーに嬉しい」


    　仲村渠はよくわかっていないまま、とりあえず褒ほめられたっぽいことを察してプリシラに礼を述べる。


    「そして二位指名、ここはなかなかの迷いどころ。安パイの委員長を取るか、メガネを取るか、おっと忘れちゃいけないクソ豚プリンスさま」


    　プリシラは腕組みをしながら何人かのメンバーへと視線を順繰りにやってゆく。


    「おいプリシラ、今度はいきなり何をはじめたのか、そろそろ説明しろ」


    「下位指名はちょっと黙ってて」


    「誰が下位指名だ。だから何をやりはじめたのかを説明しろ」


    「じゃから、ドラフト会議じゃよ」


    　プリシラはそう言うと、食卓に集つどった全員をぐるりと見回した。


    「さすがにちょっと大所帯になってきたじゃろ。飯を食うときは全員揃そろってでもよいが、普通、修学旅行の自由時間ちゅーたら、こんなに大人数では行動せんわけじゃろ？」


    「まあ確かにそうだな。あらかじめ決められたコースの時はクラス全員で行動するけど、自由時間だと基本的には班行動だな」


    　実際俺たちもこれまで、何度か班分けで行動したり、遭難して強制的にパーティが分けられたりしてきた。


    「ぶっちゃけ、いくら名司会者たる妾わらわでも、こんだけ増えると処理しきれぬ。ちゅーことで、ちょっとそろそろ班分けをしようと思っての。それでは続いて妾の第二回、選択希望フレンド！」


    「ともだちドラフトはやめろ！」


    「恐れる気持ちはわかる。じゃがの、眼に見える形にしろそうでない形にしろ、ともだちドラフト会議はあらゆる場面で行われておるんじゃぞ。体育の授業時間に五人組を作れと言われたとき。免許を取って初めて車で遊びに行くとき。むろん、合コンなどその最たるものじゃろう。友達の中から優先順位の高い順にピックアップされてゆくという現実を学ぶのもまた修学旅行」


    「確かにそれは実際の修学旅行でありうる話だが……だからこそむしろダメだ！　だいたいドラフトだったら他にも監督が出てきて選手を取り合うものだろ」


    「ふむ。ではゴブリンＡよ、おぬしも一位指名をするがよい」


    「第一回選択希望ニンゲン……」


    　ゴブリンＡが立ち上がって一同を見回す。


    「なんで選ぶ側がプリシラとゴブリンなんだよ！」


    「大丈夫じゃ、沢さわ木きはマイケルよりは上の優先順位で取ってあげるからの！　あっ、でも先にゴブリンＢとかＣとか取らないといけないからだいぶあとになるかも」


    「ゴブリンよりあとな時点で取る気ねーだろ」


    「ドラフトは蓋ふたを開けてみないとわからないぞよ。特に裏でお菓子をくれたらひっくりかえるかも」


    「ダメだダメだ！　修学旅行中のともだちドラフトは禁止！」


    「ちぇ～」


    　プリシラは唇をとがらせて拗すねる。


    「ま、ドラフトはひとまず置いといて。ほら、ごはんが来たわよ」


    　綾あやちゃんがそう言ったのとほとんど同時に、俺たちの前に次々と食事が並べられていく。


    　海が近いとあって、焼き魚をメインディッシュに、パンと野菜のスープが並ぶ。


    　プリシラが十分に代価をはずんでいることもあってか、朝食としては十分に満足できるものだ。そもそもこの異世界を訪れて以来、俺たちが食べ物で苦労したことがないということを考えれば、たとえ突然ともだちドラフトを始めるような王女であっても、そこは感謝したほうがいいのかもしれない。


    　もっともプリシラの側も、俺たちがこの異世界に持ち込んだスナック菓子やチョコ菓子といった味覚に舌した鼓つづみを打ち続けてきたのだから、そこはWIN-WINということでいいのかもしれないが。


    「そいではいただきます！」


    　プリシラの声とともに、俺たちは朝食に手を付け始めた。


    　もうこの世界の食事にも慣れたものだが、眼の前に置かれた焼き魚を食べ進めていくうち、とあるものについて思いを巡らせた途端、俺の手はぴたりと止まってしまった。この食卓にあれがあったら──そう思うと、どうにも食事が喉のどを通っていかない。


    「どうしたんじゃ、朝食の前におやつを食べ過ぎたのかや？　妾わらわなど寝起きにピザポテトをまるっと一袋たいらげておるのにこの健けん啖たんっぷり」


    　見れば、既にプリシラの魚は骨を残すだけになっていた。


    「それとも口に合わぬか。贅ぜい沢たくな奴じゃ」


    「いや、こっちの世界の食事に文句があるわけじゃないんだが……」


    「その言い方は文句がある場合の言い方じゃろ。こんなに美う味まい魚じゃのに」


    「あ、いや、飯はマジでうまい。うまいんだけど、日本で日常的に口にしてたものがこっちじゃ手に入らないから、それがちょっと懐なつかしくなって」


    「そういえば、日本人は米が主食なんじゃったよな。確かにパンよりはいささか値が張るが、炊いた米も食べられぬことはないぞよ？　ライス食う？」


    「米……。っていうか……醤しよう油ゆない……？」


    　何気なく口にした俺の言葉に、全員が示し合わせたかのように喉を鳴らした。


    「しょーゆ……？」


    　プリシラは不思議そうに首を傾かしげる。


    「イエス、ショーユ。英語でいうならソイソース。焼き魚や冷ひや奴やつこといった日本の伝統料理には勿もち論ろんのコト、ステーキに、目玉焼きに、ジャパニーズはなんでもかんでもソイソースをかけマス。あげくの果ては『プリンに醤油をかけたらウニの味がするんだよぉ～』とか言い出すシマツ。そんなことを言うお前のブレインがプリンデース」


    　と、ゴールデンミミックが箱の中から喋しやべった。マイケルは王家の遺産を盗もうとした罪及およびアニメを違法視聴した罪で、つい先日まで漆うるし原ばらが入っていた箱の中に軟禁されている。


    「でもマイケルの言うことはだいたい合ってる。日本人の魂に刻きざみ込まれた調味料、それが醤油なんだよ」


    　俺の言葉に、マイケル以外の全員が小さく頷うなずいた。


    「むむ、それはなんとしても一度味わってみたいもんじゃのう。おいＣＥＯ、醤油つくれ」


    「おいって、それがＣＥＯに対する言い方か。まあ佐さ々さ木きだからいいけど」


    「いや醤油って醸造期間が少なくとも半年は必要ですから、そんなホイホイ造れませんよ。発酵食品ですから、カステラみたいに材料が揃そろってたらできるってもんでもないんです」


    「むう……。んなこと言われたら余計に味わってみたくなるもんじゃがのう。のうお姉さん、醤しよう油ゆはないかや？」


    　プリシラは手を挙げて、宿の給仕をしてくれている女性に尋たずねた。


    「いやプリシラ、こんな中世ヨーロッパ風異世界に醤油が……」


    「ございますよ」


    「おっ、あるところにはあるもんじゃの！　ではそれひとつ！」


    　ぽかんとする俺たちをよそに、給仕の女性が掌てのひらサイズの小こ瓶びんを運んできた。ガラス製の小瓶に入ったそれは、確かに見た目は日本人におなじみの醤油に見える。


    　プリシラはそれを手に取ると、眼の前にかざした。


    「ふーむ。色は暗く葡ぶ萄どう酒しゆよりも濃い──黒に近いかのう。黒い液体というのはどうも毒々しく感じるが……どれどれ」


    「あっ、バカ！」


    　俺が止める間もなく、プリシラは小瓶の栓せんを抜くなり、あんぐりと口を開けて、黒い液体を口の中へと流し込んだ。


    「うん？」


    　プリシラは口を閉じると、ほんの一瞬、口中に醤油を泳がせているらしかったが、その直後。


    「──ごぶっ！」


    　まるで吐血するかのように、プリシラは勢いよく醤油を吐き出した。たちまちあたりに懐なつかしい大豆の香りが漂い始める。


    「醤油を一気飲みするやつがあるか！　お前は徴兵拒否をする兵隊さんか！」


    「水っ、水っ……！」


    　コップへ水を注ぐ手間をも惜しむかのように、プリシラは水差しを両手で抱かかえ込むようにして、ぐびぐびと水を飲み干した。


    「んぐ、んぐ、んぐっ……ぷふぅ……。口の中がカオスじゃ……。塩っ辛いし、香りは妙じゃし……うぇえ……」


    　プリシラは顔を歪ゆがめると、俺のコップを勝手に取って、再び水を飲み干した。


    「おぬしらよくもまあこんなもんをありがたがっておるのう。日本の食べ物はどれも美う味まいと思うておったが……」


    「まあ発酵食品だから好き嫌いはあると思うけど、そもそもそんな大量に口の中に入れるもんじゃないんだよ」


    　プリシラが吐き出したぶんを差し引いても、小瓶の中にはまだ半分ほど醤油が残っていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　全員がひと通り、久方ぶりの醤油を堪能して満足していた。


    　やはり日本人は醤しよう油ゆがないといけない。


    「にしても、この世界にも醤油はあったんだな」


    「うーむ……。はるか異国のものならまだしも、国内で流通しておるものを、グルメな妾わらわが知らなんだとはのう」


    　残り少なくなった醤油の小こ瓶びんを掲げながら、プリシラが言う。


    「っていうか、醤油が必要だったなら言ってくれればよかったんすよ」


    「なんじゃと、そりゃどういうことじゃ、ミミック一号」


    　ミミック一号──生徒会メンバーであり、ラーメンマニアの漆うるし原ばらだ。


    「王女様も、とっくに醤油を口にしてんじゃないすか」


    　漆原は当たり前のように言う。


    「さっき初めて口にしたんじゃぞ」


    「ああ、プリシラは醤油を口にしたことはないはずだけど」


    「いや、豚骨ラーメン食ったじゃないすか。ウチのラーメンのタレに醤油使ってましたから」


    　確かにプリシラをはじめ、俺たちは神託都市で豚骨ラーメンを食べていたが。


    「でも、醤油ラーメンにはそりゃ醤油が入ってるだろうけど、豚骨ラーメンって豚骨を煮てスープを作るんじゃないのか？」


    　俺の言葉に、漆原はハン、と鼻を鳴らした。


    「やれやれ、お湯に味み噌そを溶いたら味噌汁になる、みたいなことを……。そもそもラーメンというものは麺とスープと具で構成されるものではありますがそのスープはスープとタレのブレンドによって作られるのですそこは意外と素人しろうとさんには知られてないんですがラーメン屋の店内でぐつぐつ煮えているスープ鍋というのはお客に出るスープがそのまま煮えているわけではないんですよベースとなるスープに味の方向性を決定付けるタレそして多くの店では更に独自に配合した油が加えられますスープとタレと油とこの三つが合わさって初めて一般的に言うところのラーメンスープというものになるわけです余談ですがこのタレだけを麺にかけたものがいわゆる汁なしラーメン油そばというもので話を元に戻しますが日本で食されているラーメンのうち醤油ラーメンは当然として豚骨ラーメンもタレの大半には醤油が使われているのです」


    「マニア特有の、自分の得意ジャンルに話題が及およんだ途端に早口で過大な情報量をぶっこんでくるやつはやめよ。また箱にインするぞよ。まあ、あの豚骨ラーメンに使われておった調味料というのであれば、使いようによっては素晴らしい味を引き出すものなんじゃろうが……にしても妙な話じゃな、そんな調味料があるならば、グルメな妾が知らぬということはなかったはずじゃが」


    「醤油なんて日本じゃ千年以上前から造られてきたんだし、この世界のどこかで普通に醤油が発明されててもおかしくはないんだけど……」


    「タイミング的には、聖徒会がこの世界へと持ち込んだと考えたほうが自然よね。私たちがゴブリンの村でカステラを作ったみたいに。漆うるし原ばら君、その辺はどうなの？」


    「聖なる使徒の会──もう聖徒会って言っちゃいましょうか。食材やなんかは聖徒会が手配してくれてたんで、自分はラーメン作ってただけっす」


    「あたしも手品してただけなんで知らない」


    　漆原に次いで、ラーメン屋でマジックショーをおこなっていた天てん堂どうまほろも証言する。


    「きさまら大分調子に乗っておったくせに、悪い上司に騙だまされていたから何もワカラナイ的スタンスを取りおって……。のう、主人よ、この醤しよう油ゆはどこから仕入れたんじゃ？」


    　プリシラは店の店主に尋たずねた。


    「北の方からやって来る隊商が運んできたものなんです。物珍しいんで仕入れてみたんですが、評判は芳かんばしくなくって」


    「では、醤油をあるだけ持ってきてくれい。妾わらわが買い取ろうぞ」


    「えっ、まじすか」


    　店主は顔をぱっと輝かせて、醤油の入った小こ瓶びんをダースで持ってきた。これだけあれば、当分の間、醤油に困るということはなさそうだ。


    「さて。では次の進路はおおよそ決まったの。醤油が流れてきたのも北から。例のガルーダが飛び去っていったのも北であり、それを裏付けるように『かたわれの宝ほう珠じゆ』もちょっぴり光を強めておる」


    　プリシラはジャージのポケットから、かたわれの宝珠──聖徒会によって奪い去られたもう片方と接近すればするほど輝きが増すというアイテムを取り出した。確かに、船に乗っていたころより心なしか、その光が強まっている気がする。


    「聖徒会とやらが北方で何かを企んでおるのはもはや明白。妾たちも北に進路をとるということでよかろう」


    　プリシラは確認を取るように一同に目配せをしたが、誰も異論はないようだった。


    　聖徒会、というか生徒会の連中がこの異世界で何をしようとしているのかはともかくとして、クラスメートなのだから、クラス全員を回収するという俺たちの当初の目的にも合致する。


    「んでは、次の目的地じゃが」


    　食事の皿を片付けてもらうと、プリシラは卓上に地図を広げた。


    「いまいる街がここじゃ。ここから北へと向かっていくと……」


    　プリシラは卓上に広げた地図の上に指を滑らせていく。ほとんど真まっ直すぐに北へと続く道を辿たどっていき、やがてその指がぴたりと止まった。


    　その一帯は三色に地図が塗り分けられていて、その中央に小さく円で囲まれるように、街を示しているらしいイラストが描いてあった。


    「プリシラが指してるのが次の目的地の街だとして、この周囲が三色に塗り分けられてるのは何を表してるんだ？」


    「なんとなく、三国志の魏ぎ・呉ご・蜀しよくみたいですね」


    　地図を覗のぞき込んで、坂さか上がみが言う。


    　確かに薄く塗られた三色の地域は、魏・呉・蜀の三国のように巴に組み合わさって互いに境を接している。ただし三つの地域全ての境が接する中央部に小さく円が描かれており、それがプリシラの指差している場所だった。


    「ふむ、三国志。言い得て妙じゃの。じゃが、この一帯で人間の支配する地域はこの小さな円の中だけ。これこそが、妾わらわたちが次に目指す街、通称を『城壁都市』という」


    「城壁都市──ってことはひょっとして、この丸が壁だってことか」


    「うむ。それが街の名物でもあるそうじゃ」


    　プリシラは指でくるりと街の周囲をなぞった。


    「人間の支配する地域って言ったけど、ってことは人間以外が支配してるということ？」


    　わずかな不安を含んだ声で、綾あやちゃんがプリシラに訊きいた。


    　俺たちの世界では、『支配』という言葉の主語が、人間以外になることはまずない。サバンナをライオンが支配しているとは言わないように、ジャングルを蔦つた植物が支配しているとは言わないように、支配という言葉には、意志を持って組織的に勢力下に置くというニュアンスが含まれる。支配者側には、知性と社会性が必要となるのだ。


    　そのような人間以外の生き物は、俺たちの世界にはいない。


    　けれど、この異世界には──。


    「うむ。この三つの地域は、人間以外の種族の縄張りとなっておる。すなわち──」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　その国の力は、道路を見ればわかる。


    　──というのは綾ちゃんからの受け売りだが、その観点から見ると、プリシラの国がとても豊かで、なおかついい政治が敷しかれているというのは確かなことらしい。道路を整備する方法こそ、重機を使うか土の魔法を使うかという差はあるようだけれども。


    　馬車は長い長い道を滑るように走ってゆく。


    　さすがに大所帯になってきたので一台の馬車に乗りきることはできず、俺たちは三台の馬車に分乗して、次なる目的地を目指していた。ともだちドラフトはどうかと思うが、いずれ何らかのかたちで班分けは必要かもしれない。


    　ちなみにミミックは馬車で引ひき摺ずろうとプリシラが提案したのだが、馬車の御ぎよ者しやさんに嫌がられたので、そのプランは却下され、箱ごとではあるものの、後ろに続く馬車に乗っている。


    　馬車の旅にももう慣れたものだが、この異世界で新しい街に到着する喜びというのは、修学旅行のバスに乗って次の目的地に到着するのとは違った格別の感慨がある。


    　いささか本ほん末まつ転てん倒とうな気がしないでもないが、それはＲＰＧをプレイしていて、長いフィールド画面を経てようやく次の街へと辿たどり着いたときの感覚に似ている。


    　ガイドブックに載っている場所に辿り着くのではなく、まったく未知の場所へ向かうという、この期待と不安が入り交じったこの感覚こそ、旅という行為が本来持っていた醍だい醐ご味みなのだろう。ましてこの異世界修学旅行では、自分自身の五感全てで新しい世界を感じることができるのだ。


    　俺は馬車の窓から少し顔を出し、行く先を眺めていた。もといた世界で車の窓から手や顔を出すと危険極まりないが、馬車はいま平原の中の道を走っていたので、何にぶつかるようなこともない。ただ向かい風だけが顔を撫なでてくる。


    　やがて間もなく、次なる未知の舞台が、地平線の先に見えてきた。


    　大きく拓ひらけた平野の先、天地の間に、油性ペンで引いたような太い線が横に走っている。


    　その線の右端には深い森が、左手には峻しゆん険けんたる岩山が聳そびえていた。


    　そんな左右の自然物と比較すると、その太い線は明らかに人工物であると思われた。


    「プリシラ、あれがそうか？」


    　俺が声をかけると、プリシラも同じ窓から身を乗り出した。


    「おお、見えてきたのう！　うむ、あれこそがあの街の名物であり、そして街そのものを形容する言葉でもある城壁じゃ。むろん、妾わらわもこの眼で見るのは初めてじゃが」
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    　プリシラは陽射しを遮さえぎるようにおでこに掌てのひらをかざし、眼を少し細めながら嬉しそうに言う。


    「あれこそが、妾わらわたちの次の目的地、城壁都市じゃな。あの城壁はこちらから見れば横一本の線じゃが、上空から見れば、地図にあったとおり円を描いて街を囲っておるそうじゃ。壁には門が五つあり、それらの門を潜くぐる以外の方法ではあの街に入ることはできぬ」


    「やはりあの壁は、外敵から街を守るためのものなのですか」


    　プリシラの隣に座っていた坂さか上がみが訊きいた。


    　坂上が言うには、古代から中世の街や城というのは、ほとんどがそれを外界と区切る壁や柵さく、堀や濠ごうなどを持っていたのだという。それは言うまでもなく、外敵から自分たちの土地を守るためだ。


    　これまでこの異世界で俺たちが訪れてきた街はどれも──プリシラの住んでいた城も、その城下町も、ゴブリンの村も、千年竜の村も、神託都市も、漁師町も、そのどれもが、外界と人間のコミュニティとを隔てるための何らかのものを備えていた。その最たるものが、海と魔法による結界、二つのもので外の世界から隔てられたあの伝説の島、エルフィニアだ。


    　けれど、身に迫る「外敵」というものをうまくイメージできない俺たちにとっては、それらは単に、世界と世界を区切る境界線のように思える。


    「もともとはの。あの壁は千年以上前に築かれ、補修を繰り返しながら使われているということじゃ」


    　千年以上ともなれば、それはもう立派な文化遺産だ。


    「そうじゃの。あの街に辿たどり着く前に、そろそろそのあたりのことを話しておこうかの。朝食どきに地図で見たように、あの街は三つの種族の縄張りにぐるりと取り囲まれておる。すなわち、オーク、コボルト、そしてフェアリー」


    　一本ずつ順番に指を立てながら、プリシラは三つの種族名をあげていった。


    「それが、あの街を囲む三つの地域をそれぞれ支配する種族の名じゃ。というてもおぬしらにはわかるかの？」


    「一応、ゲームとかには出てくるからな」


    「おお、さすがゲーム世代は話がはやいのう」


    「基本的には主人公サイドが倒す敵キャラ、モンスターとしてだけどな。ああ、フェアリーはどっちかって言うと善玉サイドのほうが多いかな」


    「私はゲームやらないから、オークとかコボルトっていうのはよくわかんないけど、フェアリーっていうのは妖よう精せいのこと？　あの、浦うら安やすのテーマパークの親会社が作ってるファンタジーアニメによく出てくるような羽の生はえた小さな人間のこと？」


    　綾あやちゃんが余計な情報を加えつつ、プリシラに質問した。


    「浦安のくだりが必要であったかどうかはわからぬが、そのイメージで合っておるぞよ。んで、コボルトというのは犬の頭部に人間の体を持つ獣人じゃ」


    「獣人っていうと、浦うら安やすのテーマパークをウロウロしている──」


    「委員長よ、必要以上に浦安のアレをこすりにいくのはやめよ。えっと、日本の国民的ヒーロー、のらくろ的な存在じゃよ」


    「俺ら完全にのらくろ世代じゃないんで、それはそれでイメージしにくいんだが……。あれ、戦前の漫画だろ。とにかく、コボルトっていうのは犬人間だな。じゃあオークっていうのは？」


    「オークというのは猪いのししや豚のような頭部をもつ亜人じゃよ。頭部以外のシルエットは人間に近いが、人より巨体で膂りよ力りよくに長たけ、人をはるかに凌しのぐ怪力をほこる種族じゃ」


    「俺はなんとなくイメージできるけど、坂さか上がみとかはどうだ？」


    　やっぱりゲーム世代なのでそういうもののイメージはなんとなくできるのだが、そういう文化に接したことのない坂上なんかはどうなのだろうと思って振ってみた。


    「頭部が豚で他が人間に近いっていうことは……」


    　坂上は少し考えるように俯うつむいたが、数秒も経たたないうちに顔を上げた。


    「大衆的なとんかつ屋さんの看板なんかにゆるい感じのイラストで描いてある、二本足で立って前掛けを身に着け、吹き出しで『おいしいんだブー！』とか中身のない台詞せりふを言わされているあの哀しき豚ですよね。あれがポークですよね」


    「確かにその哀しき豚はポークで合っておるが、ポークちゃうっちゅうねん。オークやっちゅうねん」


    「プリシラ、なぜ関西弁に」


    　確かにとんかつ屋の豚キャラは冷静に考えると悲しい立ち位置ではあるが。


    「亜人っていうのは、他にはどんな種族がいるんだ？」


    「たとえばミノタウロス。これは牛の頭部に人間の体を持った亜人じゃ」


    「ああ、ゲームとかでも超メジャーどころだな」


    「マッチョな肉体派じゃが、高度な知性と魔力をも持ち合わせたハイブリッドな種族なんじゃ。坂上先生、こちらはどうじゃな？」


    　プリシラに問われ、坂上はまた少し俯いて考え始めた。ミノタウロスといえば、こちらもゲーム世代にとってはわりとメジャーな種族だが。


    「ミノタウロス……。牛の頭部に人間の体……。それはひょっとして、大衆的なステーキ屋さんのメニューにゆるい感じのイラストで描いてある、二本足で立ってコック帽を被りフライパンを持ち、吹き出しで『モウ最高！』とかきっつい台詞を言わされている例の牛では……。もしくはクレタ文明の伝承として世界史の資料集の隅っこに載っている牛ぎゆう頭とう人じん身しんの怪物では」


    「うん、後半知ってるなら前半いらないよね」


    「逆に頭部は人間じゃが、腕の代わりに鳥のような羽を持つハーピーという種族の亜人もおる」


    「ハーピー……。それはひょっとして、あの安価でおいしい手羽先料理が楽しめる、名古屋発の世界的名店『世界の山ちゃん』の看板に描いてある──」


    「坂さか上がみ、あれは山ちゃんであってハーピーではない」


    　が、確かに言われてみれば、飲食店のマスコットキャラクターの亜人率高いな。


    「ま、とにかく、比較的人間に姿が近い種族を総称して亜人と言うんじゃな。彼らは人間に近い姿と知性、そして社会性を持っておる。何より、同じ言葉を用いて意思疎通ができるという点が、野生動物などと一線を画す部分じゃの。そうじゃ、その典型例がまさにそこにおるじゃろ」


    　プリシラは闇やみのＣＥＯと、それに付き従うゴブリンへと視線をやった。


    「マ、ワレワレニ言ワセレバ、オタクラガ亜ごぶりんッチューワケデスガナ」


    　ゴブリンはもう完全に俺たちのパーティに慣れたもので、プリシラからわけてもらったキャラメルをもぐもぐやっている。


    「おぬしらが会ったことのある存在で言えば、エルフもそうじゃな。先のエルフたちが人間よりも高い魔力を持つ存在であったように、人間よりも優れた能力を持っていることも多いんじゃ」


    「エルフか。浩こう介すけたちはその人たちに会ってきたのよね」


    「ああ」


    　俺はつい先日訪れた島に住むエルフたちのことを、そしてその歴史について思い返していた。


    　はるか過去に紡つむがれたエルフと人間との友情。そして、争い。


    　──我々エルフは魔物たちよりずっと人に近い。


    　エルフの大統領はそう言った。


    　近く、そして、だからこそ──。


    「つまりあの壁は、その三種族から人間の街を守るためのものだってことか」


    「三種族とは言うたが、実際には人間を入れて四種族じゃの。中央に人間の街があり、それを取り囲むようにして残り三種族の縄張りがある。人間の村がある種の緩かん衝しよう地帯として、オーク、フェアリー、コボルトらの争いを防いできたということにもなるの」


    「そんなところにある街も大変だな」


    「んむ、確かに気苦労もあろうが、じゃがそこに暮らすメリットもある。オークはその剛力と独自の感覚をもって、鉱石を掘ることが得意じゃ。魔法植物の採取や、それを用いた魔法薬の調合にかけてはフェアリーの右に出る種族はおらぬ。コボルトはその敏びん捷しようさと器用さ、群れとしての連係を活いかして狩りに秀ひいで、獣じゆう肉にくや毛皮、皮ひ革かくなどの加工品を作ることが得意なんじゃ。そしてその三種族はそれぞれの特産品を中央にある人間の街へと持ち込み、人間の作った様々な物品と物々交換をしてゆく。街の者は、三種族が持ち込んだ物品を、更に別の人間の街へと売る。三種族も人間もWIN-WINっちゅーことで、あの城壁都市は人間と亜人が共存するモデルケースとしても有名なんじゃ」


    「ってことは逆に言えば、人間と亜人は敵対関係にあることが多いってことか？」


    「一概にはそうとも言い切れぬが、そういうケースもある。エルフィニアでも聞いたように、の。エルフはその外見は、先に挙げた亜人たちより更に人間に近い──しかし、それでも人間ではないという理由で迫害されることもある──あった、ということじゃからの」


    　エルフィニアでのことを思い出すように、プリシラはわずかに眼を細めた。


    「ま、今の時代には、大々的に正面切って人間に敵対しておる亜人というのもそうはおらぬが、人間と一定の距離を取って暮らしておる種族は多い。継続的に交易が成立しておるというのはけっこうレアなんじゃよ。しかも、三つの種族と長年にわたって継続的に、というのはな」


    「へえ。でも、ならどうしてあの街はそれに成功してるんだろ」


    　綾あやちゃんが言うと、


    「エヘン」


    　プリシラはわざとらしく咳せき払ばらいをして胸を張った。


    「なんでお前が偉そうにするんだよ」


    「実はの、千年前にはこの三種族──人間も入れて四種族は、縄張り争いでいがみ合っておったそうなんじゃ。そんなところへ訪れたのが何を隠そう──」


    「千年前ってことは、最初の客人神まろうどと、お前のご先祖様ってことか」


    　千年前、この世界に魔王が現れた。それを打ち倒した勇者こそが、異世界よりあらわれた最初の客人神であり、そして彼を支えたその仲間こそが、プリシラのご先祖様であり、プリシラの国の初代の国王とその后きさきになったのだという。


    「うむ。魔王討伐の旅の途中でその街に立ち寄ったご先祖様たちは、そのいがみ合いを見事におさめ、今に至る人間と三種族の共生関係を作り上げたということじゃ」


    　プリシラは先祖を誇るように胸を張った。


    　そういえば、最初の客人神とプリシラの先祖は、エルフとも仲良くしていたという。いや、それだけじゃない。いつぞや訪れた山やま間あいの村で出会った、千年を生きる竜の化身ともだ。


    「当然ながら、妾わらわたちは城壁都市を通ってこの地域を抜けることになるゆえ、その三種族に出会うこともあるまいが──仮に三種族のどれかと出くわすことになったとしても、あの街の周辺に住む三種の亜人は人と交易して生活しておるくらいじゃから危険はないはずじゃ」


    「危険がないっていうんなら、むしろ出会ってみたくもあるな。フェアリーとか、人間の言葉を話す犬とか」


    「ふむ。確かに、妾も王宮にあっては亜人と接する機会はなかったからのう。まして妾のご先祖様が縁を繋つないだ種族とあっては、会えるものなら会ってみたくもある。もしかしたら今も交易のために街を訪れておるやもしれぬし、そのあたりは聞いてみたいのう」


    　亜人。獣人。妖よう精せい。人に近く、しかし人でないもの。


    　特に獣面人身というのは、綾ちゃんや坂さか上がみの言ったことではないが、着ぐるみのマスコットをイメージしてしまう。それが人の言葉を喋しやべるというのは、どのような感じなのだろうか。


    「ところで……」


    　プリシラは何かを探すように、馬車の中から窓の外の風景まで、キョロキョロと視線を飛ばした。


    「なんだよプリシラ、何か探してるのか？」


    「いやの、そろそろいつものハイファンタジー様が出てきて、中世ヨーロッパにおける妖よう精せい伝説がどうの、コボルトがこうのとか言い出すのかと思っておったんじゃが」


    「……そういや、宝たから田だはあのあとどうなったんだろうな」


    　ハイファンタジー様こと放浪の騎士宝田は、先日、エルフィニアより持ち出した最初の客人神まろうどの遺物を奪ったガルーダの背に乗って飛び去ってしまい、それ以来、俺たちの前に姿を現していない。


    「出てきたら醤しよう油ゆをかけて退治しようと思っておったんじゃがのう」


    　プリシラはジャージのポケットから、醤油の入った小こ瓶びんを取り出した。


    「こっ、これはこの中世ヨーロッパ風世界にあるはずのない醤油……！　ぐぎゃああああ～。っていう感じで倒せると思う」


    「アンデッドに聖水かけるみたいに言うな。つーか倒すな。敵じゃない」


    　まあ、あいつはきっと今もどこかで冒険を繰り広げているはずだ。


    「お、城壁が見えてきたぞよ！」


    　馬車の窓からハコ乗りの体勢で顔を出し、プリシラが興奮気味の声をあげた。


    　俺たちもハコ乗りにまではならないものの、めいめいが近くの窓から行く先を望む。


    　馬車が街へと近づいてゆくにつれ、俺たちは改めてその威い容ように息を飲んだ。


    　それは街というより、視界いっぱいに広がる、石造りの壁──。


    　高さ自体は学校の校舎三階分くらいなのだが、それが視界いっぱいにずっと長く伸びているとなると、ちょっと自分たちの世界には類するものを見たことがない。


    「壁があるとはいえ、昼間は扉が開け放たれておるからの、そのままスッと入ればいいそうじゃ」


    　プリシラの言葉を証明するように、馬車は速度を緩ゆるめつつも、壁にぽっかりと開いた扉を潜くぐってそのまま城壁の中へと入っていった。壁の真下を潜るとき、ほんの一瞬だけ視界が陰り、しかしすぐにもとの明るさを取り戻す。


    　振り返れば、つい先ほどまで視界いっぱいに広がっていた世界が壁の外のものとなり、ただ開け放たれた扉の中にわずかに残るのみになっていた。


    　壁の内には、賑やかで栄えた街区が建ち並んでいる。


    「世界と世界を隔てる壁──か」


    　それでも見上げた空は高く、広く、一切の隔たりなく、どこまでも繋つながっていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　壁の内側は、これまでの街とさほど変わらない街並みが広がっていた。


    　街をぐるりと囲む壁は高く、それを境に世界が切り替わっている感じがする。


    　商業が盛んな街らしく、宿屋や道具屋、武具屋のようなものが多く建ち並んでいる。


    「けっこう栄えてるみたいだな」


    「んむ。先に言うた三種族が持ってくる交易品があるというたじゃろ。オークの掘る鉱石、フェアリーの作る霊薬、コボルトたちの狩る毛皮などはどれも高級品での、それを目当てにこの城壁都市を訪れる者が多いんじゃよ。国中から商人が集まってくるんじゃな」


    　プリシラは立ち止まると、街を囲む壁をぐるりと見回した。その向こう側に、三種族の縄張りがあるのだという。


    「こちらへ来る途中に、左手には岩山が、右手には森が見えておったろう。あの岩山にはオークの集落があり、オークたちはその山から鉱石を掘り出すことを生業なりわいとしておる。右手にあった森に住んでおるのはフェアリーじゃ。彼女らは森の奥に生はえる魔法植物を採取し、それを用いて霊薬やコスメを作っておる。彼女らと言うたのは、フェアリー族は女性しか生まれぬそうじゃ。なんでも森の奥の特別な花の蕾が開いてそこから生まれるとか」


    「この異世界には珍しく、随ずい分ぶんとストレートにメルヘンチックな話だな」


    「んで、来る途中には壁に遮さえぎられて見えなんだが、妾わらわたちがやって来たのと逆方向の壁の向こうには平原が広がっており、そこがコボルトたちの縄張りなんだそうじゃ。コボルトたちは群れを成して狩りと牧畜をし、狩った獣じゆう肉にくや毛皮の加工品をこの街の人間へと売るんじゃと。獣肉は日持ちせぬからこの街で消費されるが、それゆえに野の兎うさぎや羊の料理がこの街の名物になっておる。ま、妾もガイドブックで読んだだけじゃがの」


    　そうやってプリシラから街の基本的な情報を聞きながら、俺たちは城壁都市の観光をはじめた。観光と言ってもブラブラと歩き回るだけだが、やはり異世界の街はどこを見ても新鮮な驚きに溢あふれている。


    　街の目抜き通りには数々の露店や商店が並び、活気に満ちていた。


    　これまでの街でも見てきたような普通の道具屋や、食料品店、宿屋なども並んでいるのだが、やはり人が大勢集まっているのは、この街の特産品を扱う店らしかった。


    　プリシラが言ったように、毛皮を用いて作られた衣服や装飾品、薬草や、瓶びんに入った薬のようなものなどが並んでいる。前者はコボルトの、後者はフェアリーが作ったものなのだろう。


    　武具や、宝石を用いた装身具のようなものを扱っている店もあったが、あれもひょっとするとオークが掘り出すという鉱石を用いて作られたものなのかもしれない。


    「妾もブランドものの毛皮のコートか襟えり巻まきなど買っていこうかのう」


    「お前はジャージが似合ってるよ」


    「ぬ、それ褒ほめとるのかや？」


    　そんな会話をしながら、俺たちは目抜き通りを歩いていった。


    　さすがに薬草や毛皮を修学旅行先で買おうとは思わないものの、異郷の商店というのはひやかしているだけでもとてもおもしろい。


    「この宝石なんだろ。見たことないな」


    「この髪留め、デザイン可愛かわいい」


    　綾あやちゃんや仲村渠なかんだかりらの女子チームは装飾品を売る露店の前で、足を止めて商品に見入っている。


    「妾わらわも爆買い──をしたいところじゃが、ちょいと役所を覗のぞいてこようかの」


    「なんだよ、お忍びの視察か？」


    　プリシラは一応王女なので、国内の役所はいずれプリシラが支配することになるのだ。


    「さっき、三種族のもとを訪ねてみようかっちゅー話になったじゃろ。ちょいとそういうツアーがないかどうか、役所に出向いて尋たずねてみようぞ」


    「ああ、なるほど。定期的に取引があるんなら、相手と面識のあるお役人もいそうだもんな」


    　そんなわけで、ウィンドウショッピングをするチームと別れて、俺とプリシラはこの街の役所を訪ねることにした。
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    「遅いのう。何をそんなに待たせることがあるっちゅーんじゃろ」


    　プリシラはイライラを隠すことなく、椅い子すの上で何度も頻ひん繁ぱんに足を組み替える。


    　──三種族のもとを訪ねてみたいので、彼らと普段から取引をしている商人なり役人なりを紹介して欲しい。


    　そう申し出てからもう一時間近く、俺たちは役場の一室で待たされている。


    「ったく、公務員っちゅーのはサービスが悪くていかんのう」


    「その元締めがお前だろ」


    「こんなに待たされるのであれば、妾も爆買いしたかったぞよ！」


    　椅子をガタガタいわせながら、プリシラは悪態をつく。


    「そういえば、さっき窓口の対応が妙に固かったけど……。ひょっとして、この街は旅人を歓迎しないって感じなのかな」


    「そんな話は聞いたことがないがのう。それに、宿屋も選ぶほどにあるし、旅人をあてこんだ土産みやげ物もの屋もあったではないか」


    「ああ……。俺も土産物屋を見て回ってるほうがよかったな」


    　そんなことを言っていると、部屋の扉が開いた。


    　ようやく役場の人間が姿を見せたのかと思いきや、現れたのはウィンドウショッピングを終えたらしい綾あやちゃんたち女子チームだった。男どもはわりとバラバラに行動しているのだが、女子チームはまとまっての自由行動を楽しんでいたらしい。女子チームがいくつかの派閥に割れたときの気まずさを思うと、それは大変喜ばしいことではある。


    　もっとも一名、現在なおどこかで単独行動中のハイファンタジーさんのような例もあるにはあるのだが。


    「全然戻って来る気配がないからどうしたのかと思って。まだ何かの手続き中？」


    「んにゃ。この部屋で待ちぼうけをくらわされておるんじゃよ。こんだけ待たされるんならトランプでも持ってくるんじゃった。旅人じゃと思ってなめておるのかのう」


    「そう言えば、私たちがお土産みやげを見ているときも、ちょっとお店の人の様子が変だったのよね」


    「ふむん？　変というのはどれくらい変なんじゃ。全裸？」


    「服は着てた。なんていうのかな。嫌われているとか疎うとまれているっていうより、警戒されてるっていう印象があったんだけど」


    「私もそれは感じていた。表面上は平静を装っている風だが、こちらに向ける表情が妙に固いのだ」


    　和泉いずみも綾ちゃんの発言に同調する。


    「ひょっとして、プリシラが王女だってバレてて、それで固くなっちゃってるとかじゃないか。一応仮にも曲がりなりにも一国の王女なわけだろ。その御一行様にどう接していいかわかんないとか」


    「一応でも仮でも曲がりなりにでもなく、真実真正正しよう真しん正しよう銘めい、不純物なし百パーセント天然成分のナチュラルボーン王女じゃっちゅーに。まあ確かに、それゆえに自然と高貴さが溢あふれ出て、この街の民たみにそうと気付かれてしまったのやもしれぬの」


    「でも、私たちだけで買い物してたときもそうだったのよ」


    「あ、そうじゃ！」


    　プリシラが何かを思い出したように、ポンと手を打った。


    「そうじゃそうじゃ。妾わらわも随ずい分ぶんとおぬしらとの旅に慣れてしまったから忘れておったが、それじゃよ」


    　プリシラは綾ちゃんの爪つま先さきから頭までをすっと指でなぞった。


    「その服装こそは、伝説に伝わる客人神まろうどの衣服ではないか」


    　プリシラの言うとおり、俺たちが来ているような学生服は、この異世界ではかつて世界を救った勇者の身に着けていた衣服として、勇者の伝説をモチーフとした絵画や絵本などにも描かれ、老ろう若にやく男なん女によがそれと知っているらしい。


    「そっか、じゃあ私たちが別の世界からやってきた客人神だから、ちょっと意識されてる、ってことなのかな」


    「なるほどの、警戒されておるというよりは、『まさか自分の地元にあの外タレが！』みたいな感じなんじゃな。であれば、対応が慎重であるのもわからぬではない。西にし日につ暮ぽ里りの役所にいきなりシュワルツネッガーちゃんが現れたらお役人もビビるじゃろ」


    「シュワちゃんも今はお役人っていうか知事なんだけどな。いや、今は元知事だっけ？」


    「ましてこの地は特に、かつて客人神まろうどが訪れたことによって周辺三種族との縁を結び今日の繁栄があるわけじゃからのう。ふむ、ということは宿のおかずもサービスしてもらえるやも」


    　まだ何も言われていないうちから、プリシラは勝手なことを言いはじめた。


    　と、そのときようやく扉が開き、今度はクラスメートではなく、ようやく役場の職員らしき男が姿を見せた。


    　年の頃は三十代の後半ほどだろうか。神経質そうな顔をした男性だった。


    　とりあえず俺たちは居住まいを正して、その人のほうを向く。


    「だいぶ待たされておるんじゃが、この街の役場は随ずい分ぶんと繁盛しておるようじゃのう」


    　やや嫌みったらしい口調でプリシラが言うと、男は自分の名や身分も名乗らずに、開口一番、こう言った。


    「そうか……。やっぱりお前たちも、異世界よりの客人神か」


    　どうやら俺たちの会話を扉の前で盗み聞きしていたらしい。だがそんなことより問題なのは、その口調に明らかに敵意のようなものが含まれていたことだった。


    　さすがに綾あやちゃんはそれを察したらしく、和泉いずみのほうへさっと目配せをした。この中で唯ゆい一いつのバトル要員である和泉も、木刀に手をかけることこそないものの、小さく頷うなずいてそれに応じる。


    　張り詰めた空気の中で、男は言った。


    「いったい、何が目的だ」


    「あん？　ったく、この役場は横の連係はどうなっておるんじゃ。窓口で言うたではないか、妾わらわたちはオーク、フェアリー、コボルトら三種族の縄張りを社会科見学したいんじゃと。じゃから三種族との間を繋つないでほしいんじゃよ」


    　男の敵意を感じていてあえてそうしているのかどうか、プリシラは呑のん気きな構かまえを崩さない。


    「いったい、この街をどうしたい。要求があるなら言ってくれ」


    「じゃから妾たちの要求はじゃな、社会科見学を──」


    「待って、プリシラ」


    　綾ちゃんがプリシラを手で制した。


    　男の視線が、綾ちゃんへと向かう。


    　改めて見ると、その視線には強い敵意と警戒を感じるのだが、それ以上に、男がひどく憔しよう悴すいしているようにも見える。


    　目の下には濃い隈くまがあり、肌に生気はなく、声にも疲れが感じられる。


    　これではまるで、俺たちが強ゆ請すりに来ているようだ。


    「先ほど、お前たちも客人神まろうどか、とそう仰おつしやいましたよね」


    「……」


    　綾あやちゃんの言葉に、男は応こたえない。だが、その眼の奥で、何ごとかを考えているようだった。


    「ということは、私たちより先に、この街を客人神が訪れていたということですか」


    　男はやはり応えない。沈黙を保たもったまま、綾ちゃんの言葉の意味を考えているようだった。


    「もしその客人神の来訪によって何ごとかの問題がこの街にもたらされたのであれば、私たちがお力になることができるかもしれません」


    　綾ちゃんは男を真まっ直すぐに見たまま、そう告げた。


    　綾ちゃんの言葉を受けた男は無言のまま、やや血走ったような視線で、俺たちを値踏みするように視線を這はわせた。


    　やがて、意を決したように、乾いた唇を開いた。


    「今の時点で、歓迎するとは言えない。だが、はるばる別の世界からようこそ、とだけ言わせてもらおう。異世界より来たる少年少女よ」


    　疲れた声で言いながら、男は俺たちの対面の椅い子すにかけた。


    「城壁都市このまちの市長として、歓迎しよう」


    　ひどく疲れた声で、言った。
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    「客人神がこれほど大勢……」


    　市長は忌まわしいものの名を呼ぶように、客人神の名を呼んだ。


    　街の散策に出ていた連中も合流したので、二年一組御一行様が勢せい揃ぞろいしている。


    「にしても、なぜ客人神を恐れるんじゃ。確かにこやつらは大半がガラクタのポンコツじゃが、ポンコツゆえに人に危害を加えるようなやつはおらぬぞよ」


    　プリシラは椅子から身を乗り出し、市長に抗議するように強く言い放った。


    　そして俺たちひとりひとりに視線をやる。


    「人に危害を加えるようなやつは誰一人……」


    　ひとりひとりと眼を合わせるたびに、微妙にプリシラの表情が陰っていく。


    「えーっと……木刀でクラスメートをカジュアルにボコるような暴力サムライガール、人様が必死こいて作ったアニメを違法視聴するアメリカン、ゴブリンと組んで村の作物を荒らす愚か者、年上のお姉さんばかりを狙ねらってたぶらかすジゴロへたれヤンキー、意識の高いドラゴン、ラーメンとマジックで民たみを惑わす悪徳宗教の元締め……自称人間関係の潤滑油……」


    　プリシラはひとりひとり指差し確認をしていく途中で、うんざりしたような顔を浮かべた。


    「あとここにはおらぬが、ファンタジーにいちゃもんをつけて回る厄やつ介かいさんじゃろ、全裸パフォーマーじゃろ……。うーむ。改めて見るとおぬしらの大半がロクなもんではないのう」


    「潤滑油は迷惑かけねーだろ」


    「……」


    　市長は不機嫌そうにプリシラのディスりを聞き流していたようだったが、ふと、


    「ゴブリンと組んで村の作物を荒らす……？」


    　小さな、しかし不信感たっぷりの声で呟つぶやいた。


    　市長が食い付いたポイントである佐さ々さ木きに、自然と全員の視線が集まる。


    「あ、いや、今は改心してですね。逆に村の経済を潤うるおす企業のＣＥＯとして……」


    　仕方なく、俺が佐々木のフォローに入った。


    　が、市長は非常に険けわしい眼で、ＣＥＯを睨にらんでいる。


    「ふむ。市長よ、ゴブリンの話に反応したということは──。ひょっとして、この街の周囲に縄張りを持つ三種族と、何らかのトラブルが起きておるのではないかや？」


    「……！」


    　俺だけでなく、その場の全員がはっきりとそう悟れるくらい、市長の顔色が明確に変わった。


    「そして、それにはどうやら、客人神まろうどが関係しておる。じゃからこそ、そやつらと同じ客人神であるこやつらを警戒しておる。そういうことではないのかや？」


    　否定もせず、ただ押し黙った市長のその沈黙が、プリシラの問いに対する明らかな肯定だった。


    「……仕方あるまい。我が民たみが困っているとあらば、しかもそれにこやつらのクラスメートが関わっておるとならば、見過ごすわけにもゆかぬ」


    「我が民だと？」


    「妾わらわの身分を明かそう。妾の名はプリシラ。プリティーキュートな女の子。でも人には言えない秘密があるの。それはね、妾がプリンセスだってこと！」


    　市長は数秒間、アホの子を見るような眼をプリシラに向けたまま固まっていた。
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    「確かにこれは王家の……しかし……」


    　身の証あかしとしてプリシラが手渡した、王家の紋章入りの短剣を顔の前にかざしながら、市長はまだ疑いを残した表情でプリシラを見る。


    　確かにこのジャージ姿の少女が王女だと名乗ったところで、容易には信用しがたいだろう。というか冷静に考えて、単なる頭のイタい子である。


    　だがプリシラが提示した短剣はそれなりの身分の証となる証拠だったようで、市長は何度もプリシラと短剣の間に視線を往復させながら、やがて納得したように、深く頷うなずいてプリシラに短剣を返した。


    「で、改めて確認させてもらうがの。この街の周囲三方に縄張りを持つ、オーク、フェアリー、コボルトらと何か問題が起こっておるんじゃな？」


    「……ええ、ご推察のとおりです」


    　さすがに相手が王女とあって、市長の言葉づかいは敬語になっている。しかしその言葉のトーンや表情の端々にはまだ、不信感と苛立ちがはっきりと紛まぎれていた。


    「じゃが妙な話じゃのう。いつぞやのゴブリンと違うて、この街はかの三種族と長年共生関係にあると聞いておったがの。馴なれ合うことこそせぬが、敵対関係ではなかったはずじゃ」


    「確かにそのとおりです。この街は歴史的に、彼らとともに歩んできたのです。我々人間は三種の亜人たちそれぞれと、物々交換による交易を長年続けてきました」


    「うむ。ここに来るまでに、商店にそれらの品物が並んでおるのを見たぞよ」


    　プリシラの言葉に、市長の表情がわずかに歪ゆがんだ。


    「一方、亜人たち同士──つまり、オーク、フェアリー、コボルトらは互いにいがみあい、警戒し合い、戦いくさにまでこそならないものの、連中どうしの交流はほとんどなかったのです」


    「ふむ。じゃが仲の良くない種族同士が、国境を接しておいて戦にならぬというだけでもよいことではないか」


    「それは、ひとつには我々人間の集落がここにあったからでしょう。三種族の縄張りのちょうど中央部にあるこの街が、ある種の緩かん衝しよう地帯、そして不干渉地帯として横たわっていたからこそ、彼らが直接争うことはほとんどなかった。もし二種族間に争いが起きれば、どうしてもその中間地点にあるこの街を巻き込むことになる。人間と真っ向から対立するのはあまりに危険で、その上、残りの一種族がそれに乗じて漁夫の利を得ることにもなりかねない」


    「その辺はまさに三国志的なバランスじゃの」


    「サンゴクシ？」


    「いや、こっちの話じゃ。話を続けてよいぞ」


    　プリシラがこっちの話というのも変な話ではあるのだが、今さらそこにつっこんでも仕方がない。俺たちも黙って、市長の話に耳を傾かたむけていた。


    「とにかく、三種族はそれぞれ不干渉のまま、各おの々おの独立してこの街との交易を続けてきました。ですが、今まさに、その均衡が崩れようとしているのです」


    「というと、亜人たち同士に戦の気配でもあるのかや」


    「であれば、まだ良かったでしょう」


    　市長はそこで話を切って、口の端はしに笑みを浮かべた。それは楽しさからではなく、追い詰められた人間がやけくそ気味の心境の中で浮かべる笑みであるように見えた。


    「三種族が、この城壁都市に対し、一切の商取引を打ち切ると通達してきたのです。対立していたはずの三種族が、まるで示し合わせたかのように同時にです！　そしてどうやらその絵図を描いたのが、そいつらと同じ客人神まろうど！」


    　いつしか市長は立ち上がり、言葉には強い熱が籠こもっていた。


    「ヘイヘイ、クールダウンクールダウン」


    　プリシラに窘たしなめられると、市長ははっとしたように怒りを顔の奥へと押し込め、再び椅い子すへと腰を下ろした。


    「で、そのへんもうちょい詳細希望するぞよ」


    「……ひと月ほど前になるでしょうか。この街に、北方の扉より客人神が姿を現しました。伝説に伝えられた衣服そのままに。そう、王女様以外の、あなた方と同じ格好です」


    　市長は俺たちが身に着けている制服へと眼をやった。この世界の人間にとって、俺たちの身に着けている学生服は伝説にそのデザインが詳細に記録されており、同時にこの世界の人々の感覚からすればとても奇妙なデザインらしく、見れば一発でそれとわかるのだとか。


    　まあ俺たちの世界でも、街中で日本神話の神々やギリシャ神話の神々のコスプレをしている人がいたら凄すごく目立つというようなものだろう。


    　その場合はなるべく近づかないようにはするけれども。


    「客人神といえば、幾いく度たびもこの世界を救ったという救世主であり、そしてまたこの街は、伝説に残る最初の客人神が、三種族との縁を取り持ってくれたからこそ今日の繁栄を築くことができた。ですから、我々も当然のように彼らを歓待しました」


    「んむ。妾わらわも王女としてこやつらを歓待しておる。妾のお小遣いで、こやつらを歓待しておるぞよ」


    　プリシラは恩着せがましく、二回そう繰り返した。


    「その歓迎の宴うたげの席で、彼らは三種族の集落を訪れたいと言いました。その当時は三種族との交易も当たり前のように続いていましたし、また過去の伝説も──客人神が三種族との縁を繋つないでくれたという伝説もあります。我らは喜んで、それぞれの種族の集落へと彼らを送り出しました。この城壁都市を囲む壁には五つの扉があり、あなた方がやって来た南からの扉と、その客人神がやって来た北方の扉が人間が潜くぐる扉。残った三つの扉がすなわち、オーク、コボルト、フェアリーの三種族の縄張りへと続く扉になります。客人神はそれぞれ一人ずつが、それぞれの縄張りへと向かったのです」


    「えっと、それぞれ一人ずつってことは──」


    　そうだ、さっきから市長は『彼ら』という言い方もしている。ということは、この街を訪れた客人神は──俺たちのクラスメートは一人ではないのだ。


    「三人です。オーク、コボルト、フェアリー。それぞれの種族の縄張りに、ひとりずつ向かいました。そしてそれからひと月後に、三種族は示し合わせたかのように、この街との断絶を突き付けてきた。どう考えても、あの客人神たちが何かをしたとしか思えないのです」


    　俺と綾あやちゃんは、顔を見合わせた。


    　市長が言うことは、状況証拠といえば状況証拠でしかない。だがしかし、長年続いてきたことに、いきなり大きな変化がもたらされる。そしてそれが起こるのとほとんど同時期に、およそ百年に一度しかこの世界に現れない客人神まろうどが姿を見せた。


    　となれば、市長がその二つの出来事を結び付けるのは当然と言えば当然だ。


    「なるほどのう。それで、そんなに憔しよう悴すいしておるというわけかや」


    「……王女様であれば、この街が三種族との交易を柱に栄えていることはご存知でしょう。オークの掘り出す鉱石、フェアリーの作る霊薬、コボルトの加工する毛皮や皮ひ革かく製品。それらこそがこの街の経済の要かなめでした。断絶を突き付けてきたのが一種族だけであれば、まだ他の二種族との取引でしのぐことはできます。ですが、三種族一度ともなれば、この街は成り立たない！」


    「三色パンからチョコとクリームとあんこがまとめてなくなってしまった感じじゃの」


    「確かにそれはがっかりパンだな……。おい、プリシラ」


    　俺はプリシラの腕を肘ひじで突っついた。


    「んむ」


    　この街を救わねばならないという、プリシラの王女としての立場を差し置いたとしても、異世界より来たる客人神──つまりは俺たちのクラスメートが関わっている以上、見過ごすわけにはいかない。クラスメート全員揃そろってもとの世界に帰るというのが、俺たちの旅の目標でもあるのだから。


    「市長よ、安心せよ。この妾わらわ自みずからが直じき々じきにその三種族を訪れて、調停を取りはからおうぞ」


    「王女様が──？」


    「もともと千年前の客人神と妾のご先祖様が取り持った仲じゃ、千年後の妾たちが同じことをすればよい」

  


  
    



    　　　二章　日本の二大スポーツを観戦しよう


    



    　街を取り囲む壁に開いた五つの扉のうち、その一つの前に、俺たちは立っていた。


    　馬車で下を潜くぐり抜けたときにはそうと感じなかったのだが、改めて地面に立ってそれを見るとかなり大きい。それもそうだ、多くの荷や人間を積んだ馬車がそのまま出入りできる大きさなのだから。


    　扉といっても、一人で開けたり閉めたりすることはできそうにない。


    「三種族はそれぞれ自分たちの縄張りのことを『わんわんパーク』『ぶた王国』『きらきららんど』と呼んでいます」


    「……ネーミングって大事だな。いや自分たちでそう呼んでるんなら仕方ないけど」


    「修学旅行で立ち寄るなら、まずは『わんわんパーク』かのう？」


    「どこも修学旅行って言うよりは、小学校低学年の遠足で行くような感じだが」


    「そうかの？　『ぶた王国』はむしろリーズナブルなやきとん屋のような……あるいは、Ｍっ気の強い大人のテーマパーク感がするんじゃが」


    「大人のテーマパーク言うな」


    　扉を開けるために、市長が役所の職員へと指示を出しに離れると、プリシラは綾あやちゃんの袖そでを引いた。


    「委員長はこの街に残って、ちょいとこの街の民たみから話を聞いておいてはくれぬか」


    「それはいいけど、何か気になることが？」


    　プリシラは扉の近くで作業している市長へ視線をやると、綾ちゃんの耳元に小声で言った。


    「こういうことは一方の話だけで判断するのは危険じゃからの。市長が嘘うそを吐ついておるとまでは言わぬものの、都合の悪い情報を伏せておる可能性もある」


    「──そうね。わかったわ」


    　確かに、先日訪れた──というか漂着したエルフの島でも、俺たちは途中までとても大事なことを隠されていた。確かに市長が困っているのは本当のようだが、しかし、その言うことを全て鵜う呑のみにして信じるのもまた危険ではある。


    　とりあえず俺たちは、まずはコボルトの集落を訪ねることに決めた。


    「どの種族の縄張りも、徒歩で辿たどり着けます。というより、壁の外はもう、そうだと言っていい。特にコボルトの連中は鼻が利くし、奴らの縄張りは風通しがよく見通しもいい草原地帯です。縄張りに足を踏み入れたら、たちまちのうちに連中に認識されると思ってください。少し歩けば、いずれ向こうの方から接触を試みてくるはずです」


    「ふむ。それなら苦労はないのう。妾わらわは文献でしか知らぬが、コボルトの習性というのはどんなものなんじゃ？」


    「コボルトは常に群れで行動します。一族の繋つながりを重んじ、年長者には絶対服従。金属をあまり好まぬため、棍こん棒ぼうと革の防具を装備し、敵対者は集団で取り囲んで攻撃します」


    「だ、大丈夫かな……」


    「交易を断つと宣言して以降も、人間と戦闘に及およんだという話は聞きませんから、いきなり襲おそわれるようなことはないとは思いますが……」


    「ふむ。では万一のことを考えて、ドラゴンを連れてゆこうかの」


    　プリシラは一いつ色しきを指名した。一色はいろいろあった末にドラゴン化の能力（正確には副作用のようなものらしいが）を身に付け、なまじのザコキャラは余裕で蹴け散ちらせるくらいの戦力を有しているのだ。


    「コボルトの縄張りに向かったのは、どんな人でしたか？」


    　綾あやちゃんが訊きいた。


    　そうだ、そいつの特徴がわかれば、同じクラスメートなのだから、そいつが誰かということをある程度は推測できる。


    　果たして、市長はそいつのことを覚えていた。だが、その情報が俺たちを軽く混乱させることになった。


    「コボルトの集落に向かったのは、大柄な少年でした。その身のこなしや風格から歴戦の戦士であろうと思ったのですが、どうやら魔術もおこなうようでした」


    「……魔術？」


    　俺と綾ちゃんは、思わず顔を見合わせ、それから天てん堂どうまほろのほうをチラリと見た。


    　当然のことながら、俺たちの中に魔法使いなどいるわけがない。もし市長がそう勘違いしているのであれば、天堂がかつて神託都市で手品を使ってそうしていたように、自みずからの持つ技術を魔法と偽った、そうでなくともそれを魔法だと勘違いされた、ということだろうか。


    「魔法っぽいことができるやつって、誰かいたっけ……」


    「化学実験だったら、やりようによっては魔法に見えるかもしれないけど」


    「じゃああいつかな……。でも、それだと戦士には見えないと思うけど……」


    　何人かのクラスメートの顔を思い浮かべるが、該当する人間には思い至らない。


    「我々も魔法そのものを見たわけではありませんが、おそらくはそうであったのだと思います。街の者の話では、街外れに魔方陣を書き、呪具や生いけ贄にえなどを求めていたそうですから」


    「魔方陣？　呪具、生贄？」


    「魔方陣の中に陣取って、堅い木の棒、牛の革、赤い糸、白い板、そして健康な男を十八人集めろ──と言ったそうです。おそらくは何かの儀式を行おうとしていたのでしょうが、詳細を尋たずねてもわけのわからないことを言うばかりで。客人神まろうどとはいえいささか不気味なため、街の者もあまり近づかず、そうこうしているうちに、その少年はコボルトの集落へと向かってゆきました」


    　事前の情報が増えれば増えるほど、ますます意味がわからなくなってくる。そいつは本当に、俺たちのクラスメートなのだろうか。


    「まあ、行けばわかるじゃろ。それではまずはコボルト族の縄張り、『わんわんパーク』に向かうぞよ！」


    　プリシラは勢いよく拳こぶしを天に突き上げた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    『わんわんパーク』へ向かったのは、俺、プリシラ、一いつ色しきの三人だった。あまり大人数で向かってコボルトを不必要に刺激してはいけない、という理由で、メンバーをごく小人数に絞ったのだ。


    　聞いていたとおり、コボルトの縄張りは広い広い草原だった。丈が低く柔らかい草があたり一面を覆おおっており、青い空の下でその草が風に撫なでられてゆく様は、とても爽さわやかなものだった。


    　そんな草原の一角で、いま俺たちは立ちつくしていた。


    　視線の少し先に、何匹もの──何人もの、と言うべきなのだろうか。大勢のコボルトたちの姿があった。


    　人間大で、しかし犬頭の存在が二足歩行で直立している様は、やはりゲームやアニメで見るそれと違って、実際に見るとかなりのインパクトがあった。


    　だが俺たちが受けていた衝撃の成分の大半を占めるのは、そんなコボルトたちの姿そのものではなかった。


    「これって──アレだよな……？」


    　あの伝説の島で自由の女神を眼にした時と似た種類の衝撃が、俺の胸に突き刺さっていた。


    　だが、あの時自由の女神を見上げテンションアゲアゲで喜んでいたプリシラは、今回は対照的に、ぽかんとした表情を浮かべていた。


    「のう、あやつらいったい何をしておるんじゃ？　市長の言うておったとおり、あれが何らかの魔術儀式なんじゃろか？」


    　プリシラは俺の袖そでを引きながら、もう片方の手で眼の前の光景を指差す。


    　俺は黙って真まっ直すぐ前を、その光景を見続けていた。


    　その光景を──そして、それが飛んでいく先を。


    　と、その時だった。


    「おう、沢さわ木きじゃねえか！」


    　自分の名を呼ばれ、俺ははっと視線を空から地上へと戻す。


    　ひとりの少年が、草原の向こうからゆっくりと歩いて来る。


    　宗むな像かたほどではないにせよ、がっしりとした大きな体たい躯く。勝負師らしい鋭い目付き。


    　その体の大きさにも拘かかわらず、鈍重さを感じさせない機敏な動き。


    　日に焼けた肌に丸刈りの頭。


    　更にその手には、長い棒が握にぎられている。
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    　確かに、市長が歴戦の戦士であると思ったのも無理はない。


    　いや、実際にこいつは、歴戦の戦士なのだ。


    「二に階かい堂どう！」


    　それは俺たちのクラスメート、二階堂英ひで雄おだった。


    　そして、そうと認識した瞬間に、思い至ることがあった。


    　壁を出る前に市長から提示された数々のピースが、たちまちのうちに、頭の中であるべき形を作ってゆく。


    　魔方陣。


    　棍こん棒ぼう。


    　牛の革。


    　赤い糸。


    　十八人の男。


    　そして、コボルトの習性だ。


    　常に集団行動をとる。


    　年長者には絶対服従。


    　棍こん棒ぼうと革の防具を装備している。


    　縄張りを侵すと集団で取り囲んでフルボッコにする。


    　それは──。


    「二に階かい堂どう、お前、この異世界で何を……」


    　自分でそう言いながら、その答えは明白すぎるほど明白だった。


    「何をってお前、これが野球以外の何に見えるってンだよ」


    　二階堂が自分の走って来た方向を振り返ってそう言ったとき、まるでそれが合図であったかのように心ここ地ち良い音が鳴り、蒼天に向かって高々と白球が──牛の革を赤い糸で縫ぬって作られるモノが、棍棒によって打ち上げられた。


    　地面に描かれた魔方陣の上を、白球を打ち上げたコボルトが駆けてゆく。


    　──そうだ。


    　──コボルトの習性は、うちの高校の野球部に似ている。


    　俺がそう思い至った瞬間。


    「ぐぎゃっ」


    　と、傍かたわらでプリシラの小さな叫び声が聞こえた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「うぐぐ、王女の脳天にボールをぶっつけるとは……。何ちゅう歓迎のしかたじゃ……」


    　頭のたんこぶになったところにエリクサーロイヤルデラックスをじゃぶじゃぶかけながら、プリシラは涙目で言う。あの時打ち上げられたホームランボールが、ぼーっと突っ立っていたプリシラのおでこを直撃したのだ。


    「へェ、じゃあこの金髪のちびが王女サマってわけか」


    　ひと通り、これまでの俺たちの旅のいきさつを聞き終えた二階堂は、珍獣を見るかのように、エリクサーが沁しみるのか、少し涙目になっているプリシラを見下ろした。


    「この五厘刈りめ、王女に向かってちびとは何じゃ！」


    　プリシラはかなり身長差のある二階堂を見上げて声をあげる。


    「俺様はホームラン王だ、文句があるか」


    「ぬ、王ならば仕方あるまい」


    「俺は将来、国民栄誉賞を取る男だ。サインしてやろうか」


    「ふん。こちとら将来、国民栄誉賞を与える女王になる女じゃ」


    　プリシラと二階堂が、そんな噛かみ合っているのかいないのかよくわからない会話を交わしているのは、コボルト族の集落のど真ん中だった。


    　コボルトたちは草原に巨大なテントのようなものを建て、その中で生活しているらしい。モンゴルの遊牧民が住んでいるものによく似ていた。俺たちはその中でも一際大きなものの中に招かれていた。


    「にしても、あれが野球かや。初めて見たぞよ」


    　プリシラはエリクサーに栓せんをしつつ、改めてその場の一同を見回した。


    　一同──犬、犬、犬、犬、犬。沢山の犬の顔が、こちらを向いている。しかもそれは下から見上げるかたちではなく、自分たちと同じ顔の高さにあるのだ。犬の顔が自分の視線と同じ高さにあるというのは、やはりまだ落ち着かないものがある。


    　ただ、その顔に──犬の表情を読めるわけでもないのだが──どうやら敵意がないということは感じられた。


    　正確に言うと、俺たちに敵意がないというより、二に階かい堂どうの仲間だから迎え入れられている──という感じだ。


    　不思議なことに、コボルトたちは二階堂のことを、客人よりも高い位置に置いて接しているようだった。まるで、王様とその家来のように。


    　こういう言い方をするとコボルトに失礼なのかもしれないが、二階堂に付き従う彼らの様子はまさに忠犬といった風だ。二階堂が掌てのひらを天に向けてコボルトの前に差し出すと、コボルトはその掌に自分の前足（？）をポンと乗せた。


    「あれがコボルト族の親愛を示す挨あい拶さつなんじゃよ。人間でいうと握手のようなものじゃな」


    　プリシラがそっとそう解説してくれた。


    「しっかし、お前らもこの世界に来てたとはな」


    「お前らも──ってことは」


    「ん？　ああ。他にもいろいろいるぜ。若わか王おう子じとか」


    　二階堂は無邪気な笑顔で、あっさりとその名を口にした。


    「そもそも俺がここに居んのも、あいつに勧められたからだしよ。ここなら野球ができるんじゃねえかって」


    「な、こやつも生徒会とやらの一員なのかや！」


    　プリシラが二階堂を指差して、警戒を含んだ声で言う。


    「あ？　俺が野球部以外の何に見えるっつーんだよ」


    「まあプリシラ、ちょっと待て。ひと通り話を聞こう。えっと、二階堂、お前の話だと生徒会長たちと一緒にいたんだよな。それがなんでコボルトの集落にいるんだ？」


    「コボルト？　ああ、いぬびとのことか」


    「いぬびと……」


    「英語はよくわかんねーからよ。いぬびとって呼んでンだよ」


    「そもそも英語なのかもよくわからんけど……」


    　その辺はいつかハイファンタジーさんに教わろう。


    「ふむ。野球部員は成績が悪くても野球ができれば見逃してもらえると聞いたことがあるぞよ」


    「お前は野球を見たことがないくせに、野球の脇わきの知識には詳しいよな」


    　山やま本もと昌まさのことも知ってたし。


    「まァ、ちび王女の言うとおりだ。強豪校の野球部員ってのは特権階級みてェなモンだ。授業中に爆睡しようが、早弁しようが、高野連に目を付けられるコト以外なら何をしたって許される」


    「強豪校なのかや？」


    　プリシラが俺に顔を向けて訊きいてくる。


    「もともとうちの学校の野球部は大して強豪でもなかったんだけどな。どうしても甲子園に行きたかった理事長が裏で大金を積んで、数年前から有望な中学生を引き抜きまくって、一気に強豪校になったんだよ」


    「そして一番金をかけられたのが俺様ということだ」


    「青春の舞台で生臭いことをするのう」


    「まあ程度の差はあれ、野球の強豪校は似たようなことやってるからなあ」


    　中学生の時点で世の中に才能を認められるというのは、俺のような凡人からしてみれば羨うらやましい限りだ。


    「別の世界に来ちまったからって、そんな日本球界の宝となる才能を腐らせるわけにゃいかねえだろ。だが基礎トレばっかじゃ勘が鈍っちまう。だったらこっちの世界でも野球をやれるようにすりゃいいじゃねえかってことで、こいつらに野球を覚えさせてるんだよ」


    　城壁都市で魔術の儀式と勘違いされていた二に階かい堂どうの行為は、全て野球をイチから──というかゼロから始めようとしていた結果、勘違いされたものなのだろう。だが理解されず、仕方なしにコボルトの集落を訪れたというわけだ。


    「喜べ、お前らに野球っつー素晴らしいモンを教えてやる、と俺が言ったんだがよ。何をワケのわからねえことを言ってやがる、といぬびとの連中は言うわけだ」


    「そりゃまあな……」


    「で、手ェ出してきやがったから、乱闘だよ。つっても俺は一人だがよ、フルスイングでボッコボコにぶっ飛ばしてから、野球をやるなら許してやる、っつって」


    「コボルトも厄やつ介かいなモンスターに因いん縁ねんつけられたもんじゃのう。野球魔人とは」


    　プリシラは気の毒そうにコボルトたちを見やる。


    「一回上下関係ができたら従順なモンだぜ。ウチの一年よか気が利いてやがる。練習もサボらねえし、チームワークもいい。根性がある」


    　二階堂がそう褒ほめると、コボルトたちは誇らしげな表情で、くぅんと鼻を鳴らした。


    「実際、大したモンだぜ。もともとの素質が人間とは違うんだろうな。」


    「確かに、あれもう完全に野球になってたもんな」


    　そんな会話をしていると、二本足で直立歩行の犬が──コボルトがてくてくと二に階かい堂どうの傍かたわらまでやってきて、尻しつ尾ぽを振りながら言った。


    「球神様、お食事の用意が調ととのいましたわん」


    「おお、飯だってよ。お前らも食ってけよ」


    「球神様って呼ばれてたけど？」


    「おう、野球部員にとって先輩は神だからな。そうでなくとも、俺ァこの世界に野球ってものをもたらした野球の神だ」


    「ふむ。とにかく妙なことにはなっておるようじゃのう」


    　のしのしと体を揺すりながらテントを出てゆく二階堂の背中を見ながら、プリシラは言った。
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    　さすがにドッグフードが出てくるとは思っていなかったものの、どのような食事が出てくるのかと不安ではあったのだが、野の兎うさぎの丸焼きに、竈かまどで焼いた薄いパンのようなものと、どちらも素朴ながらもちゃんと人間の舌でも美お味いしく感じるものが出てきて一安心した。


    「ふぃー、食った食った」


    　プリシラも二度のおかわりをして、ご満悦の様子。


    「で、ホームラン王よ、コボルトの集落でいったい何をしておるんじゃ。──いや、何は野球じゃろうが、それだけのために来たのかや？」


    　プリシラがいきなり、核心部分に触れた。


    「野球だ」


    　二階堂は短く答えた。


    「いきなりこんな世界に放り出されてよ、何が困ったかって、この世界には野球がねェことだ」


    「そこが一番なのか……」


    　やはりホームラン王は凡人とは価値観が違う。


    「で、生徒会長の若わか王おう子じにそんな愚ぐ痴ちをこぼしたらよ、このいぬびとの集落に行けばいいと提案されてな。来てみたら、こいつら手先が器用でバットやグローブなんかの野球用品を作れるし、何より野球を理解しやがるしで、なるほど、さすが若王子の野郎だと思ったぜ」


    「確かにグローブとかいう手袋も、このボールも、すぐれた皮ひ革かくの加工技術を持つコボルトでなければ容易には作れなんだじゃろうな」


    　プリシラは左手にコボルト謹製のグローブを嵌はめ、右手にボールを持って言う。


    「ふむ、ではそれはよい。野球の伝道師たるのは構かまわぬ。じゃが、なぜコボルトが急に城壁都市との交易停止を一方的に通告してきたんじゃ。なにも野球にかまけて面倒になったというわけでもあるまい」


    　プリシラが問うと、二に階かい堂どうは太い腕を胸の前で組んだ。


    「俺ァその辺は知らん。俺ァもともと、いぬびとの連中を助けてやってくれって若わか王おう子じに言われたンだよ。まァ、野球を教える片手間にならいいぜ、ってんで引き受けたんだがな」


    「助ける……？」


    「俺ァ難しいことはわかんねェんだけどよ、若王子が言うにはいぬびとの連中は街の奴らに搾取されてるっつーンだよ。その辺は、コボルトの連中に若王子からの手紙を渡しただけだ。んでそれ以降、生徒会のやつがたまにいぬびとの村へやって来ては何か話をしてるみてェだがよ。俺ァ野球以外のことはどうでもいいんでな」


    「ふむ……」


    　二階堂の話を聞き終えると、プリシラはそっと俺に目配せをした。


    　俺はそんなプリシラの耳元に顔を寄せて言う。


    「たぶん、嘘うそは吐ついてない。そんなに器用なやつじゃないし、野球以外のそんな面倒くさいことに好んで関わるような奴でもない。二階堂はただ単に野球がしたい、それ以上でも以下でもないはずだ」


    　俺の言葉を聞き終えると、プリシラは不思議な生き物を見るような視線を二階堂へと向けた。


    「あ？　ンだよ、やっぱりサインが欲しいのか」


    「サインはいらぬ。が、ひとつ頼みがあるぞよ」


    　プリシラの眼がキラキラと輝いていた。おそらくは、好奇心に。


    「頼みだと？」


    「妾わらわ、観てみたいぞよ！　古き言い伝えを何度読み返してもその実態がいまひとつわからなんだ野球というものが、いまナマで観られるということじゃろ！　キングオブスポーツ、野球というものを観てみたいぞよ！」


    「なんだてめェ、野球を観たことがねえのか」


    「んむ。その名は知れど、実際に観たことはないんじゃ」


    「山やま本もと昌まさやドラフト会議のことは知ってたくせに……」


    　とは言え、百聞は一見に如しかず。


    　野球を観たことがない人間が、いくら野球という競技のことを本で読んだり話を聞いたりしたところで、それがどういうものかであるのを理解するのは困難を極めるだろう。


    　いくら俺たちの文化に詳しいプリシラであっても、野球を観ずして野球を理解することはできなかったらしい。


    　そう考えればコボルトたちの理解力がむしろありすぎるわけで、城壁都市においてたった一人で野球を伝えようとしていた二階堂が、奇異の眼で見られたのも仕方のないことだ。


    「野球を知らねえってのはお前、世界の二割しか知らねえってことだぜ」


    　二に階かい堂どうは口の端はしを歪ゆがめて笑うと、立ち上がってコボルトたちに叫んだ。


    「テメーら、道具を持って集合しろ！　紅白戦すっぞ！」
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    「で、どうだったの？　『わんわんパーク』」


    　コボルトの集落で一泊した翌日、俺たちは城壁都市へと帰ってきた。


    　街で待っていたメンバーと宿屋で合流して、情報を共有することにした。


    「妾わらわ、将来はプロ野球選手になるんじゃ！」


    「……えーっと？」


    　まったく話が繋つながっていないプリシラの発言に、綾あやちゃんも怪け訝げんな表情を浮かべつつ、通訳を求めるように、俺に顔を向けた。


    　かくかくしかじか。


    「なるほど、二階堂君か。それで、プリシラは野球が気に入っちゃったんだ」


    「うむ！　あのようにスピード感があり、緩急の妙があり、エキサイティングな催もよおしがあるとはのう！　何よりホームランのあの爽快感！」


    「うわっ、危ねえ！」


    　プリシラは興奮した様子で、コボルトからお土産みやげにもらったバットをブンブン振り回す。


    「こらバカ、素振りなら外でやれ！」


    「王おう選手も室内で練習したんじゃ。妾は王女のホームラン王です」


    　一本足打法の構かまえでバットを構えたまま、プリシラはしれっとそう言い放つ。理解力があるのはいいことだが、のめり込みすぎるのも考えものだ。


    「ま、女王とプロ野球選手の二刀流は冷静に考えて無理なので、球団オーナーくらいが現実的な線じゃろうな」


    　バットを杖代わりに立ちながら、プリシラは言う。


    「王立騎士団や王立楽団があるんじゃから、王立球団もあってよいじゃろ。お小遣いをじゃぶじゃぶ注ぎ込んで、妾のかんがえたさいきょうのぷろやきゅうちーむを作るんじゃ！」


    　とにかく初めて見た野球は、完全にプリシラの心を鷲わし掴づかみにしたらしい。


    「スポーツ興行みたいなものはこの世界にはないのか？」


    「剣術や弓術、馬術などの御前試合は王都で観たことがあるぞよ。どこぞの街でも、剣闘士が戦う見世物をやっておるそうじゃ。じゃが、野球っちゅーのは新鮮じゃのう。妾の世界には類するものがまったくないぞよ」


    「確かに、もう俺たちは当たり前にそういうものとして受け容いれてるけど、投げたボールを打ち返して、地面に記されたチェックポイントを一つずつ踏んでいって、一周すると点が入る──って、冷静に考えたら何なんだかよくわかんないもんな」


    　野球はまだ幼い頃からずっと接してきたメジャースポーツだからそういうものとして受け容れているけれど、何かの切っ掛けでクリケットのプレイ映像を見ると、野球に似ているようで、しかし何をやっているのかがさっぱりわからない。世界的にはクリケットのほうが野球よりメジャーらしいが、自分たちの文化圏の外にあるスポーツ、特に球技は何がなんだかわからない。


    　むしろコボルトたちはよく野球に魅力を感じ、そしてルールを理解したものだ。


    「妾わらわもまだルールを完全に把握したわけではない。じゃが、そのよくわからなさも含めて気に入ったぞよ。何よりホームランというやつ。生で見るとあんなに爽快なものなんじゃなあ。二に階かい堂どうというやつがホームラン王なのであれば、あの尊大な態度も許さざるを得まい」


    　プリシラは再びバットを手に取ると、ブンと風切り音を立てて振った。


    「とにかく、野球観戦は楽しかったと。まあそれはそれとして。コボルトたちが、城壁都市との取引を打ち切ると言い出した理由はわかったの？」


    　そう、俺たちはもともと、その理由を確かめるためにコボルトの集落へと向かったのだった。


    　野球観戦はあくまでも、予期していなかった突発イベントなのだ。


    「まさか野球に夢中になったから、働くのを辞めたってことでもないんでしょ？」


    「それが、きっかけ自体は二階堂が持ってきた生徒会長からの手紙らしいんだけどな。二階堂自身は野球さえできればそれには興味がないらしく、何もわからないみたいなんだ」


    「やっぱり生徒会の、っていうか生徒会長の差し金なんだ」


    「ただ、二階堂の話はどうも要領を得ないんだよな。野球以外のことは何も考えてないヤツだからな。ホームランを打つことだけで人生を切り拓ひらこうとしてるやつだからな」


    「まあ彼の場合は実際、それで行けちゃいそうな感じもするけれど」


    　綾あやちゃんの言うとおり、二階堂は二年生の現時点でプロ入りをほぼ確実視されているくらいの怪童であり、ある意味クラスの中でも一番将来が明確に決まっている。


    「で、二階堂がそこに興味がないんなら、コボルトたちも俺たちには理由を教えてくれないって感じで。俺たちが歓迎されたのはあくまでも二階堂のクラスメートだから、ってことで」


    　俺が言うと、綾ちゃんは納得したように頷うなずいた。


    「要するに生徒会長は、コボルトに取り入りやすい人材として二階堂君を送り込んだわけね。二階堂君は二階堂君で、野球さえできればその生徒会長からのメッセージについては一切興味がないと。で、まんまとその作戦が成功しちゃったわけだ。二階堂君がそういうところに興味を持たないのも含めて、適材適所ってわけね」


    　そう考えると、確かにこれ以上のない適材適所。若わか王おう子じの人をうまく使うことにかけての手腕は感心するよりない。


    「とりあえず、妾はこの足でオークの集落に向かう。次は『ぶた王国』じゃ。やきとんは出るかのう？」


    「それじゃ坂さか上がみが言ってた『おいしいんだブー』の看板の豚だろ」


    　そもそも、本来オークと豚は、人間と猿くらい別の生き物らしいのだが。


    「そうそう、オークの村に向かったやつについては、二に階かい堂どうから聞いてるんだ」


    「ああ、そっか。もともと一緒にこの城壁都市に来て、そこからそれぞれの集落へと別れていったんだもんね。それで、誰なの？」


    　俺は、彼女の姿を思い出しながら、その名を口にした。


    「柊ひいらぎ。柊小さ百ゆ合り──。だったら、大丈夫だろう」


    「そっか。うん、彼女なら大丈夫」


    　綾あやちゃんが安心したように言う。


    「オウ、ミス柊ならノープロブレム」


    「そうか、柊さんもこの異世界に……。会いたいな」


    　マイケルや天てん堂どうでさえもが、慕うようにその名を呼ぶ。


    「なんじゃなんじゃ。おぬしらの評価がそれだけ一致する、しかも絶大な信頼を置いておるというのは珍しいではないか」


    　天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん男の二階堂でさえもが、柊小百合という人間には一いち目もく置いていた。生徒会長の若わか王おう子じだって──。クラス中の、いや、学校中の人間が彼女のことを尊敬していた。


    　もちろん俺もそうだ。


    「ひねくれ者に変わり者、ポンコツ揃ぞろいのクラスメート全員から尊敬されるというのはただごとではないのう。妾わらわもぜひ会うてみたいぞよ」


    「ああ、楽しみにしとけ」


    　彼女であれば何の心配もいらない。プリシラも間違いなく、彼女のことを気に入るだろう。


    「ただ、だからこそ気になるのよね」


    　ぽつりと綾ちゃんが言った。


    「委員長、何が気になると言うんじゃ？」


    「客人神まろうどが裏で手を引いているに違いない、みたいなことを市長さんが言ってたでしょ。うん、タイミング的にもそうなんだと思う。でも、柊さんが、意味なく人を困らせるようなことをするとは思えないの」


    「確かに、二階堂の奴は野球が最優先事項で、野球さえできればあとはどうでもいいって感じなんだろうけど、あの柊がなあ」


    「ふむ、委員長がそこまで言うのであれば相当な人格者なんじゃろう。じゃが、さらにその裏で、若王子とかいうやつが手を引いておる様子なんじゃろ？」


    「確かに、柊があいつにいいように言いくるめられてる可能性もあるな。二階堂もよくわかってないみたいだし」


    「うーん……。まあ、実際に柊ひいらぎさんに会ってみればはっきりすることよね」


    　そういうわけで、俺たちはさっそく『ぶた王国』へ向かうことになった。


    「よし、そいでは『ぶた王国』へ向かうメンバーを選ぼうかの」


    「小さ百ゆ合りがいるなら、私が行こう」


    　木刀を手に、和泉いずみが立ち上がった。


    「ああ、そうか。和泉は柊と仲が良いんだったな」


    　柊はクラスの全員から尊敬されていたが、特に友人というなら和泉だったので、和泉が立候補するのは自然だった。


    「清せい楚そな大和やまと撫子なでしこという点で、私とキャラがかぶっている点においてはいささか心配だが、致し方あるまい」


    「大和撫子というのは木刀を振り回したり、水着相撲でハッスルしたりする女子のことを言うのかや？」


    「ポークの集落ならば、俺が行かねばなるまい。幼き頃から豚と呼ばれてきた俺にとっては、魂の故郷のような響きを感じる」


    　そう言って、丸まる山やまも立候補した。


    「だからオークじゃ、オーク。まあよい、クソ豚老師様も一緒に行こうぞ」


    「私もけっこうとんかつが好きなので、行ってもいいですか」


    「坂さか上がみ先生、趣旨わかっておるのか？」


    「お前もやきとんがどうとか言ってただろ」


    　坂上もプリシラがつっこまざるを得ないくらいにキャラが崩れてきた──と言うよりは地が出てきたのだろうか。だが、修学旅行前の誰に対しても壁を作っているような時と比べると、かなりいい傾向だ。


    「あとマッチョ。オークっちゅーのはガタイがウリの連中じゃからの、話し合いに向かうとはいえ、こちらも多少のハッタリはきかせねばなるまい」


    「御ぎよ意い。ようやく私の肉体がものを言うときが来たようだ……」


    「こやつ基本ガラクタのくせに、返事だけはいいんじゃよな。委員長のほうは引き続き、この街の様子を探さぐっておいてくれるかの？」


    「わかった。柊さんにも会いたいけど、近くにいるならいずれ会えるわよね。じゃ、そっちも気を付けてね」


    「うむ！　ではオークの集落へ向かうのは、妾わらわ、潤滑油、坂上先生、ポンコツ剣士、筋肉ダルマ、ぶたびとの六名じゃな！」


    「丸山をぶたびと言うな。つーか潤滑油もやめろ」


    「それは自称しておったんじゃろが」


    「くっ……」
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    「ふんッ！」


    「ぬうぅッ！」


    　呼気とともに肉と肉が激しくぶつかりあい、軋きしむ音が聞こえてくる。


    　猛たけ々だけしくも荒々しいその光景は、しかし、確かに美しかった。


    　それは人が持ち得た芸術の中で、おそらくは最古のもの。


    　文芸より、絵画より、音楽よりも──。遙はるか古代から人間が紡つむいできた、その肉体を、その魂をぶつけ合う、けっして保存のできないアート。


    「おお、おおお──！」


    　両の拳こぶしを握にぎり締めながら、プリシラが興奮と喜き悦えつに満ちた表情で声をあげた。


    　大地の上で、ふたつの肉体と肉体が、魂と魂がぶつかり合う。


    　拮きつ抗こうしあうその力が、みしみしという音にかたちを変えて、俺たちの耳じ朶だを打つ。


    　がっちりと組み合った二つの肉体は、まるでひとつの巨大な岩であるかのように微動だにせず、しかしその内側に強大な力が脈打っていることを誰もが感じ取っていた。


    　力の拮抗が続いてゆくと思われたその刹せつ那な、素人しろうと眼にも、はっきりとそれが見えた。


    　均衡を保たもっていた力の流れが変転するその瞬間が。


    　ぶつかり合っていた激流のうち、片方がその肉の裡うちで、その流れの向きを変化させる。


    　突とつ如じよとして発生した力の空くう隙げきに、押し合っていた肉体の一方──オークの巨体が大きく揺らいだ。次の瞬間、そこに向かって一気に力が流れ込む。


    　オークの巨体が、羽は根ねのように宙に舞った。


    　次の刹那、力の方向が瞬転し、瀑ばく布ふとなって大地へと叩たたき付けられる。


    「────ッ」


    　地に叩き付けられたオークの喉のどから、そんな言葉にならない音が漏もれた。


    「今のは、なんという技じゃ」


    　プリシラの声が、興奮に震ふるえていた。


    「あれは『呼び戻し』だ」


    　静かに、和泉いずみがその技の名を伝えた。


    「その俗称を、仏壇返し。八十二手といわれる日本近代相撲の決まり手のなかでも稀まれにしか見ることができない、幻と称される絶技だ」


    　ほんの一瞬の静寂の後、爆発するような歓声が沸き起こる。その興奮の渦の中央で、敗者となったオークを見下ろすように、勝者は静かに立っていた。


    　舞い上がった土つち埃ぼこりが光に照らされ、その中央に彼女の姿がある。


    　その姿は神こう々ごうしくさえあった。


    　いや、力士とは本来、神の力をその身に宿す依より代しろなのだ。


    　もしも男に生まれついていれば、間違いなく大相撲の歴史を塗り替えていたといわれる少女。


    　その鬼神がごとき剛力と仏がごとき人格で、誰からも尊敬を集める傑物。


    　セーラー服を着た仁に王おう。


    　それこそが、柊ひいらぎ小さ百ゆ合り、その人であった。


    　俺たちの、そしてオークたちのあげる熱狂的な歓声の中心で、千年を経た大樹のように、柊小百合は静かに立っていた。
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    「──そうか。なるほど、大変な旅だったのだな」


    　柊小百合はそう言って、改めて一同を見回した。


    「だがまずは、再会を喜ぼう」


    　眼を細めながら、ひとりひとりの顔を確かめてゆく。


    「刀とう香かも元気そうで何よりだ」


    「ああ。小百合もな。小百合ほどではないが、私も先日、この異世界で相撲を取ったのだぞ」


    　剣と相撲、道は違えど武友である少女ふたりは、異世界での再会を喜び合った。


    「おぬしのはポロリもあるハレンチ水着相撲じゃろ、一緒にするでない」


    「はッ、ハレンチではないしポロリもしていない！　あれもまた神聖なる神事だ！」


    「ええ、あれはなかなか、けしからん神事でした……。今の民放では放送できません……」


    　人差し指で眼鏡めがねを押し上げながら、坂さか上がみが小さな声で言う。残念ながら俺もプリシラも、ハレンチ水着相撲を観戦することはできなかったので、坂上からその内容を伝え聞くのみだ。


    「坂上さん──。そうか、いい旅をしてきたのだな」


    　菩ぼ薩さつのように慈じ愛あいに満ちた表情で、しみじみと柊は言った。このわずかな間に、修学旅行を始める前とで、坂上雪ゆき乃ののクラス内での立ち位置が変化していることを悟ったのだろう。


    　その言葉を受けた坂上は、無言で、しかし恥ずかしそうに頬ほおを赤らめた。


    　そう、彼女はただ強いだけではない。


    　二に階かい堂どう英ひで雄おは、野球の実力がなければ英雄たり得ない。あいつを英雄たらしめているのはその力であり、その実績であり、そして本人もそれを自覚してる。


    　自分は野球ができなければ、ただの傲ごう慢まんな男だと。勝ち続けるからこそ、自分は英雄たり得ているのだと。


    　だが、柊小百合は違う。


    　女子相撲の世界で無敗を誇りながら、しかし彼女は強いから尊敬されているのではない。


    　強いだけでは愛されない。


    　比類なき力と分け隔てなき仁愛を、仁に王おうと菩ぼ薩さつをその身の内に同居させる少女。


    　彼女こそが我がクラスの至宝、日ひの下した無む双そう・柊ひいらぎ小さ百ゆ合りである。


    「プリシラさん──でよろしかったでしょうか」


    「ぬ、お、おう、くるしゅうない、タメ語で夜よ露ろ死し区く」


    　プリシラがそう応じると、柊は両膝ひざに分厚い掌てのひらを乗せ、深々と頭を下げた。


    「私の友人たちを助けてくれて、ありがとう。感謝します」


    「う、うむ。な、なんじゃろ、礼儀知らずのあんぽんたんどもばっかりじゃったゆえ、こうもまっとうな対応を受けると、それはそれでムズムズするのう」


    　プリシラは頬ほおを赤らめつつ、おずおずと柊の腕へと手を伸ばした。


    「でかいのう。強いのう。すごいのう。じゃが、その肉の裡うちに秘めたる人格もまたすばらしい。噂うわさ以上の実に立派なお方じゃ。国民栄誉賞を与えたいぞよ」


    　柊は俺たちへの採点が辛いプリシラの心さえも、一瞬で掴つかんでしまったようだ。


    　いや、プリシラだけではない。オークたちの心もだ。


    「二に階かい堂どうは野球を通じてコボルト達の心を掴んだみたいだったけど、柊の場合は当然……」


    「ああ。私から相撲を取ってしまえば、ただの女子高生に過ぎない。だが、ここが我々の世界と別な世界であったとしても、相撲がないはずはないと思ってな」


    　と、そんな会話を聞いていたのであろう。ついさっき柊と相撲を取っていたオークが、俺たちの前にやって来た。


    「力こそがオデ達にとって唯ゆい一いつの法理。その力比べにおいて敗れたのであれば、膝を着いて頭を垂れるよりない。いや、そうしたくなるだけの力というものに、オデ達ははじめて出会ったのだ。だからサユリさんには、先ほどのように相撲の教えを請うている」


    　やはり豚の顔が人間の言葉を喋しやべることに違和感はあったのだが、その口調からは高い知性も感じ取ることができた。ただ荒っぽいだけの一族というわけではないらしい。


    「語尾はブーだと思ったんですけど、そういうわけではないのですね」


    　坂さか上がみが余計なことを言った。


    「でも、この世界にも相撲があったとはな」


    　俺が言うと、柊は微笑を浮かべた。


    「かつて、世界が広がった明治という時代に、かの夏なつ目め漱そう石せきがロンドンから正まさ岡おか子し規きに宛あてた手紙の中で、レスリングを西洋の相撲と呼んでいる。無論、ルールこそ違え、互いの肉体を使って相手を制するという意味においては共通する。ロシアに、モンゴルに、中国に、アフリカに──。どの文化圏においても、相撲はある。世界のどこに行っても、相撲ができればなんとかなるのだ」


    　荒こう唐とう無む稽けいに聞こえる相撲グローバリズムも、こと柊小百合が言う限り力強い説得力があった。何より、世界どころか異世界で、彼女はそれを身を以もつて証明したのだ。


    「んむ。我が国の兵士も調練の中に組み討ちがある。野球とは違って、相撲は妾わらわの国にもあるぞよ。じゃが、あれほど見事な立ち合いを観たことはないぞよ」


    「それは、彼らの力です。いい取組というものは、けっして一方だけの力では成立しない」


    　柊ひいらぎが言うと、オークは照れたように頭を掻かいた。


    「ふむ。マッチョはもう帰っていいぞよ。明らかな上位互換と出会えたので」


    「んなッ……に、肉体の美しさではまだ負けてはいないッ」


    「いや、機能美とでも言おうかの。こちらのおすもうさんの肉体には実用の美というものが感じられる。しかるにおぬしは凹おう凸とつのくっきりした肉団子。その辺で無意味に重いものを持ち上げているがよい」


    「ふぬッ……」


    　宗むな像かたは筋肉をしょんぼりさせて縮こまった。


    「こらプリシラ、最近お前は宗像に対して当たりが強いぞ。もっと筋肉様に敬意を払え」


    　宗像はこのガタイに反して、意外と神経が細いのだ。


    「サユリ殿のお仲間ということであれば、歓迎しよう。石コロの他には何もない村だが、相撲相手と食い物には事欠かぬ」


    　おそらくはオークたちの長老格なのであろう、少し老いた、しかし巨大な体のオークが、その体を揺らしながら言う。少なくともその表情からは、嘘うそや敵意を感じ取ることはできなかった。


    「ふむ。オークの長おさどのよ。ひとつお願いを聞いてはくれぬか？」


    「……内容にもよりますがな」


    　俺はその口調に、ほんの少しだけ警戒の色が混じったことを感じた。


    　そんなオークの長を見上げながら、プリシラはまるでおもちゃをねだる子供のような顔で言った。


    「妾、もっと相撲観戦がしてみたいぞよ！」


    　オークの長の顔から、警戒の色がかき消えた。
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    「いやあ、見事であった。お腹なか一杯じゃぞ」


    「なに、相撲はわれらの唯ゆい一いつの娯楽。日頃からやっていることをお見せしただけのこと。それで客人に喜んでいただけるのであれば」


    「いや、人間どうしの相撲ではこれほど迫力のあるものを見たことはないぞよ。やはりオークの巨体と膂りよ力りよくのなせるわざであろうかの」


    　プリシラはいまだ興奮冷めやらぬといったふうに、オークの長おさに言う。


    　オークの長も嬉しそうに、プリシラの称賛を受け容いれていた。


    「──ところで、それはそれとして、じゃ。妾わらわはひとつ尋たずねたいことがあるんじゃ」


    　相撲をひと通り称賛しおえたあと、プリシラが急に声のトーンを変えた。


    「他でもない。城壁都市との商いのことじゃ」


    　半ば予想はしていたのだろうが、それでも、オークの長は少しだけ表情を固くした。


    「さて、商い」


    「そなたらオークたちが掘る鉱物は、あの街にとって重要な交易品。おぬしらが掘り出した鉱物を、街の人間が物々交換で引き取り、オークもまた人間の作った様々な品を得る。これまで永ながきにわたって、そうやってきたのではないか。それが急に取引をやめるというのはいかなる理由があってのことか」


    　プリシラの問いに、オークの長はしばらくの間、口を噤つぐんでいた。それは答えを考えているというよりは、あらかじめ用意しておいた答えを言うべきかどうかの逡しゆん巡じゆんの間であったらしい。


    　やがて、オークの長はプリシラを見据え、口を開いた。


    「より良き買い手が現れれば、そちらへ品を売る。当たり前のことではありませんか」


    「よき相手とは──」


    「隠しておいても、いずれ明らかになることですからな。我々は人の世のしくみがどうなっておるかをよくは存じません。ですが、つい先日、あの城壁都市がそうしていたより随ずい分ぶんと高値で、我々の掘り出した鉱石を買い取りたいという申し出がありました」


    「その遣いが、柊ひいらぎ小さ百ゆ合りであったというわけじゃな。であれば、その申し出の主というのは、おそらくは聖なる使徒の会──聖徒会っちゅー連中では」


    　オークの長は、静かに頷うなずいた。


    「彼らは人の貨幣に換算すれば、三倍の値で買い取ってくれるという。我らは人の貨幣をほとんど使わぬから物々交換ではありますが、それでも、同じ一ひと塊かたまりの鉱石で三倍の毛皮が得られるのであれば、そちらを選ぶが道理というもの。既に幾いく度たびか実際に交易をなし、信用のおける相手であると思うております」


    「じゃが、渡世には義理というものがあろう。事前の相談もなしに一切の取引を打ち切るというのは、商いの道に外れておるのではないかや」


    「商いの道──ですか」


    　オークの長の言葉に、先ほどまでとは異なる感情が交じったことに、俺だけでなくプリシラも気付いただろう。


    「三倍の値と聞いたとき、話がうますぎると思いました。いくらサユリ殿が持ってきた話でも、それは我々にとって都合が良すぎると。ですが、どうやらその聖徒会という人々が何も商売を度外視して我々を助けようとしていたわけではないようなのです。三倍の値というのは、外の世界における相場の値であって、むしろ城壁都市の連中こそが、我々から法外な安値で鉱石を買い叩たたいていたのだと我々は知ったのです」


    　プリシラはオークの長おさに顔を向けたまま、むう、と小さく唸うなった。


    「話がキナ臭くなってきたのう……」


    　プリシラのその呟つぶやきは、おそらく俺だけに聞こえるものだったろう。


    「あの街の人間が、我らの無知をいいことに買い叩いていただけのこと。──そうですな、サユリさん」


    「どうやら、そういうことのようだ」


    　オークの長のほうも、俺たちのほうも見ずに、ただ傍かたわらで燃えている焚たき火を見つめながら、柊ひいらぎは重々しく言った。


    「確かに我らオークは人の世に疎うとい。数を数えることも苦手です。だが、我々は無知であっても愚かではないつもりです」


    　不意に訪れた沈黙を埋めるかのように、パチパチと焚き火の火が爆はぜた。


    　プリシラは助けを求めるように、視線を柊のほうへと向けた。


    　プリシラが何も言わずとも、柊はプリシラの意を汲くんだのだろう、ひとつひとつ慎重に言葉を選ぶようにしながら口を開いた。


    「私は生徒会にも恩と友情を感じているし、またオークの人々とも友ゆう誼ぎを結ぶことができたと思っている。と同時に、刀とう香かや沢さわ木き君たちクラスメートの力になってくれたプリシラ王女にも恩義を感じている。だから、全員が納得できる答えがあればいい」


    　──だが、と柊は続けた。


    「だが、土俵に二人が上がり、一人が勝者に、一人が敗者となる。それが、私の知っている世界だ。それもまた世界のありようなれば、誰かが傷付くことも避けられぬのではないか」

  


  
    



    　　　三章　修学旅行のグループ分けを考え直そう


    



    　オークの集落で一夜を明かし、俺たちは城壁都市へと戻ってきていた。


    「妾わらわはタニマチになるんじゃ！　妾のお小遣いでおすもうさんを育てるんじゃ！」


    「なるほど、こんどは相撲を観戦したのね」


    　柊ひいらぎ小さ百ゆ合りがそこにいたという話だけで、大方の予想はついたのだろう、綾あやちゃんはオークの集落で何があったかをおおよそ察したようだった。ただしそれは、ポジティブな内容のほうだけ。


    「……と、テンション高くいきたいとこなんじゃがのう。妾も相撲スゲー、力士カッケー、とだけ言うておりたかったぞよ」


    　プリシラは難しい顔をしつつ、腕を組んだ。


    「かくかくしかじか、ということなんじゃ。どーも話が嫌な方向に進んでおるぞよ」


    「この街の人たちが、コボルトやオークから、彼らの生産物を安く買い叩たたいてたってことね。彼らにとっては、これまで自分たちのコミュニティ以外の窓口と言えばこの城壁都市だけだったし、逆に彼らにアクセスできるのもこの街の人たちだけだった。だから法外な相場で取引したとしても、それが露ろ見けんすることはなかった。それが、聖徒会っていうこの世界のルールの外からやって来た組織が直接取引を持ちかけることによって、アコギな商売をやってたことがバレちゃったと」


    「修学旅行の最中に、そんなドロドロとした大人の話に巻き込まれたくなかったよなあ」


    「と言うて、裏で手を引いておるのは、同じく修学旅行中のおぬしらのクラスメートではないか」


    　プリシラはしぶい顔で、俺たちを見回す。


    「ま、とはいえこうなったらもうフェアリーの集落にも向かわねばなるまい。この話の流れじゃと、フェアリーたちが歌って踊るミュージカルでも観られるのかのう？」


    「確かに、野球観戦、相撲と続いたもんな」


    「じゃあ、次は私も行きたいな」


    　綾ちゃんがプリシラに、『きらきららんど』訪問ツアーの参加を申し出た。


    「私も妖よう精せいさんに会いたいです～」


    「キャラ作りでそういうことを言う奴にはプリンセス右フックをくらわせてやるところじゃが、川かわ中なか島じまはガチのお花畑感があるからのう」


    「お花畑感……」


    「あたしも妖精とか信じてる系だから行きたいな」


    　仲村渠なかんだかりも手を挙げた。


    「うむうむ。キャラ作りであったとしても、ギャルがメルヘンなこと言うとかわいいのう」


    「相変わらず仲村渠なかんだかりには甘いやつめ」


    「わ、私も妖よう精せいは信じてるんだ！」


    　天てん堂どうもぱっと手を挙げる。


    「おぬしはキャラ作り感が強くて嘘うそ臭い」


    　自分の国で妙な宗教を流は行やらせたことを根に持っているのか、プリシラは天堂にはまだ少し厳しい。


    「んじゃ今度は女子だけで行こうかの」


    「俺も、俺も行くって！」


    「来なくていいのに」


    「ほら、女子だけだと万一何かあったときに」


    「うーむ。確かに和泉いずみはおらぬしのう」


    　和泉は柊ひいらぎと積もる話をしたいということで、まだオークの集落に留まっているのだ。


    「んじゃ漆うるし原ばらカモン」


    　プリシラは漆原に向けて、指をクイッと曲げた。


    「へ、俺すか」


    「柊から聞いたじゃろ。あの城壁都市にやって来た三人の客人神まろうど──すなわちおぬしらのクラスメートのうち、最後の一人、フェアリーたちの集落へと向かった者が生徒会のメンバーであるということを」


    　確かにそうなのだ。


    　二に階かい堂どう英ひで雄おと柊小さ百ゆ合りは、それぞれ野球部員と相撲部員であり、生徒会の正メンバーではない。だが最後の一人は、『庶務』の漆原や『渉外』のマイケルと同じく、生徒会の正メンバーであるという。その名も既に、俺たちは二階堂と柊から聞いている。


    「ちゅーか二年一組、生徒会多くないかや？　妾わらわが知っておるだけでも生徒会長じゃろ、庶務が漆原じゃろ、マイケルが渉外じゃろ、でもってフェアリーのとこに向かったやつも」


    　プリシラは指折り、生徒会メンバーを数えていく。


    「ああ。確か役員の大半がうちのクラスだな。うちの学校の生徒会役員は、生徒会長が直接指名することになってんだよ。だから生徒会長の若わか王おう子じが、席が近くて放課後暇ひまそうな奴を適当に指名しただけなんだよ」


    「……ざっくりした組閣じゃのう。じゃから平均レベルが低いんじゃな」


    　プリシラは漆原やマイケルに冷たい視線を向けた。


    「とにかく、人質にして脅おどすにせよ、戦うときに盾たてに使うにせよ、交渉役にするにせよ、人質にして脅すにせよ、生徒会の内情に詳しい者を連れて行ったほうがよかろう。そしてマイケルはむかつくので消去法で漆原にするよりない」


    「人質にして脅おどす率高くないすか。つか盾たても嫌なんですけど……」


    「じゃが女子の盾になれるなら本望であろう」


    「まじすか。そうすか。仕方ないっすね」


    　基本人質or盾とはいえ、突とつ如じよとして女子会パーティに放り込まれた漆うるし原ばらはまんざらでもない様子。


    「ダメだ！　漆原ハーレムは許可しない！　だったら俺も行く！」


    　結局プリシラに縋すがりついて、俺は参加を許可してもらった。


    「ではフェアリーの集落『きらきららんど』には、妾わらわ、委員長、坂さか上がみ先生、だかりん、川かわ中なか島じま、天てん堂どう、ラーメン、そして自称潤滑油の八人パーティでむかうぞよ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「要するにさァ～、ウチらって舐なめられてきたってわけじゃん？　それって超むかつくじゃん？　フェアリーなめんなっつー話じゃん？」


    　見た目は絵本やアニメに出てくる妖精フエアリーそのまんまなのだが、妙にガラが悪い。


    　フェアリーはぴゅんぴゅんとプリシラの頭の周りを飛び回りながら、取引停止の顛てん末まつをまくし立てる。


    「ちょ、ちょとストップ、一箇所に止まって話をしてくれぬか。頭の周りを飛び回られると眼の玉が追っつかぬ。頭が回ってしまうぞよ」


    「もォ～。ホバリングってけっこダルいんだかんね」


    　そう言いつつ、フェアリーはプリシラの鼻先で動きを止めた。止めたと言ってもパタパタと羽を羽ばたかせつつ、わずかに体が上下している。その姿を見ると、魔法の力で飛んでいるというより、昆虫のように羽で空気を押して飛んでいるらしい。


    「まァだいたい話しちゃったんだけどさ。ようはウチらの作るフェアリー印の霊薬とかコスメとかは、あの街の連中に買い叩たたかれてたワケ」


    「うーむ……。やはりフェアリーたちもそうなのかや……」


    　鼻先に浮かぶフェアリーに眼の焦点を合わせながら、プリシラは難しい表情で腕組みをする。


    「わぁ～妖精さんだ～。ゆめかわいい～」


    「ねえね、写真撮ろ、写真！　あたしの肩に乗ってもらえる？」


    「こう？　あ、こっちの角度から撮ってよね」


    「じゃあじゃあ、次は坂上さんのメガネかけてみてよ」


    「こう？」


    「あはは、うけるうける。つーかサイズ合ってね～。ひとり一レンズかよって」


    　初めて見るフェアリーにテンションを上げて、女子チームは大喜び。フェアリーもサービス精神旺盛に、カメラの前でポーズを取ってみせたりしている。


    「やれやれ、姦かしましいのう。妾わらわにもあのような時代があったもんじゃ。妾はもう野球と相撲に夢中じゃからのう」


    「おっさんか」


    「いまは野球や相撲も若い女子に人気なんじゃぞ」


    「確かにそうだけど、異世界のやつに言われたく……。ところでフェアリーさん。君たちに──」


    　俺が話しかけようとした途端、フェアリーはぴゅんと俺の鼻先まで飛んできた。


    「ピリカよ」


    「え？」


    「名前！　あたしにはピリカっていう名前があるの！　あんたたちニンゲンさんって呼ばれて嬉しいワケ？　なめてんの？」


    「あ、すいません。えっと、ピリカさん」


    「ん」


    「ピリカさんたちにそのことを、つまり作った薬なんかを買い叩たたかれてるって教えた奴は、まだここにいるの？」


    「ん。いるっていうか──あ、いた」


    　ピリカさんがふいと小さな顔を向けた先に、そいつの姿があった。


    「フフフ、ここで会ったが百年目！」


    「何者じゃ！　そのフィクションの中ではわりと出てくるが、リアルで言ってる奴マジでゼロ人説の台詞せりふを吐く奴は！」


    　ゼロ人説の台詞が聞こえてきたほうに向かって、プリシラは鋭い声を投げつける。


    　果たしてそちらから、森の奥から現れたのは、羽の生はえたフェアリーではなく、俺たちと同じ──というより、女子たちと同じ制服を身に着けた少女。


    「遠からんものは音に聞け！　近くば寄って目にも見よ！　異世界に咲いた一輪の花、生徒会四天王の一人、『書記』の時とき任とう蘭らん子ことは私のこと！」


    　その名乗りを聞きながら、プリシラはアイコンタクトで俺に対し、


    『こういうイタいノリのやつ妾苦手なんで、隅っこでニンテンドー３ＤＳやってるからあとはシクヨロ』


    　という内容を伝えてきたが、俺はプリシラの手から３ＤＳを奪って、時任のほうへと押し出した。


    「もう、妾は３ＤＳしたいのに……。おっす、妾、プリンセスプリシラ！」


    　プリシラが片手を挙げて挨あい拶さつするが、時任はそれを無視するように喋しやべり続ける。


    「フフ、そのとおり。既にフェアリーたちは私たち聖なる使徒の会へとついたわ。これでこの地での私のミッションは半分終わった」


    「何がそのとおりなんじゃ、会話が噛かみ合うておらぬぞよ」


    「半分とはどういうことですって？　フフ、そう、生徒会長から直じき々じきに任された私のもう一つの任務。それは外ほかでもない、あなたたちのことよ。運命というのは皮肉なものね。もとは同じ学び舎やで机を並べて青春を謳おう歌かしていた私たちが、何の因果か、このような世界で対立することになるなんて……」


    　時とき任とうの眼は前に立つプリシラではなく、遠いところを見ているかのようだった。


    「おい、漆うるし原ばらよ。あやつ、普段からああいうノリなの？　妾わらわのことをなめているの？」


    「いや、ノリっていうかたぶん、カンペ読んでるだけかと」


    「カンペ？　どこにそんなもん出しとるＡＤがおるんじゃ」


    　とプリシラがキョロキョロすると、果たして時任の視線の先に、小さなスケッチブックを持ってホバリングするフェアリーの姿があった。


    「おるんかい」


    「時任さんアドリブに弱いんで、人前で喋しやべるときとかは予あらかじめスピーチ原稿とか想定問答集を作って臨むんすよ。ほら、さっきのも明らかに紙の上で考えた台詞せりふっぽかったじゃないですか」


    「確かにアホな構成作家が書いた台本ぽかったのう。なら生徒会四天王ってなんじゃ？　あやつは四天王の中で何番目に強いんじゃ？」


    「いや、そういうの別にないっすよ。構成作家が書いたんじゃないっすか？」


    「うーむ……」


    「ほら、よくいるじゃないですか。普段は口ベタなのに、ＳＮＳとかだとすっげー長文を連投する人。あんな感じで、自分の書いた原稿だとすげー饒じよう舌ぜつなんす」


    「ふむ。妾の小者コレクションにもそろそろ女子キャラを追加したいと思っておったころじゃ。こりゃ３ＤＳはしまっておこう」


    　プリシラは３ＤＳをポケットにしまうと、威厳をもった態度で、時任を真まっ直すぐに見返した。


    「はじめましてこんにちは、プリンセスです！」


    「だが、運命という名の激流に流されるのが人ならば、その流れに抗あらがう術すべを持つのもまた人！」


    「おい聞けよプリンセスのこと無視すんな」


    「異世界によって二つに分かたれた流れを再び一にする、それこそが、私がこの地であなたたちを待っていた理由！」


    「のうのう、うまい棒何味が好き？」


    「だが、運命という名の激流に流されるのが人ならば、……あ、それ一回読んだとこだ。すいません、次めくってください」


    「キミも妾の小者コレクションに入らないか！」


    「そう、単刀直入に言わせてもらうわ。あなたたちも、聖徒会に入りなさい！」


    　は？


    　と、プリシラと時とき任とうが同時に間抜けな声をあげた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「えっと、『そんな陰気で根暗でポンコツボンクラ能無し自称潤滑油と修学旅行をするより、生徒会のイケてる陽気なパリピたちと修学旅行をしたほうが絶対に楽しいって！　いっしょに掛け替えのない思い出つくろ！』じゃとお！」


    　プリシラはＡＤフェアリーから奪い取ったカンペを読み上げた。


    「そ、そんなに長くは書いてないはず！」


    「うむ。ちょっと妾わらわが付け足したぞよ」


    「おいプリシラ、どの部分を付け足したか確認するからちょっとカンペを見せろ」


    「まあ気にするでない。大筋では合っておる」


    　プリシラはカンペをくしゃくしゃと丸めてポケットに突っ込んでしまった。


    「なるほど。要するに、聖徒会の仲間を増やそうとしておるわけじゃな。じゃが、それを妾が見過ごすと思うてか？」


    　プリシラは意地の悪そうな笑みを浮かべて、時任と、そして漆うるし原ばらへと視線をやった。


    「だいたい怪しいんじゃよな。イケてるパリピとか言うて、漆原にマイケルに、カンペがなければ喋しやべれないイタい子ではないか。よくあるパターンじゃ。爽さわやかスマイルの美男美女が並んだスナップ写真とともに『楽しい仲間たちが和わ気き藹あい々あいと働いて、いろんなスキルを身に付けながら着実に成長できる職場です』とか書いてある募集広告じゃったのに、いざ働いてみると、濁にごった眼をしたバイトリーダーの暴走族時代のウソ武勇伝を聞かされながら、無言で延々と八時間つくねに串を刺しつづけるブラックバイトだったりするんじゃよな」


    「そ、そんなことはない！　聖徒会は明るく楽しく和気藹々とした世界変革サークルよ！」


    「世界変革サークル？」


    「と、とにかく！　同じ異世界修学旅行なら、私たちと一緒にやらないって誘ってるの！」


    「むう、とんだところでともだちドラフトが……」


    　プリシラは複雑な表情を浮かべた。


    「ではドラフトっていうか、トレードはどうじゃ！」


    「と、トレード？」


    「うむ。妾のチームと生徒会チームで、人材を交換するんじゃ」


    「例えば……？」


    「自称潤滑油とラーメンをあげるから、野球と相撲がほしいぞよ！」


    「そんなトレードが成り立つわけないでしょ！　こっちから出せるのはせいぜいアメリカよ！」


    　俺と漆うるし原ばらは顔を見合わせ、仲良くしょんぼりした。


    「つーかアメリカも今は妾わらわの捕虜じゃぞ。無事に返して欲しくば身代金か、そちらのチームが保有しているであろう、日本から持ってきたおやつを出すんじゃ」


    「まあいいわ。確かに、平和的にトレードという考え方もなくはないわね。ちょっと待ちなさい……」


    　時とき任とうはどこからか、一冊の冊子を取り出した。その冊子に、俺は見覚えがあった。


    「あれは俺が修学旅行委員として作成した『修学旅行のしおり』じゃないか」


    「ほう、もうそんな設定はすっかりさっぱり忘れておったが、そういえば潤滑油は修学旅行委員とかいう謎なぞのポジションじゃったな」


    「えと、えっと……Ａランクは……そっか、えっと……」


    　時任は修学旅行のしおりを開いて、俺たちの顔と見比べては、なにやらブツブツ呟つぶやいている。


    「で、Ｂランクが……」


    「何をブツブツ言うておるんじゃ」


    「あっ！」


    　プリシラは時任につかつかと歩み寄ると、時任の持っていたしおりをぱっと奪い取り、そのうち一ページに目を留めた。


    「おおっ、これは！」


    　プリシラが驚きに眼を見開く。


    「ネットの評判高し。ぜったいにみんなでいく！　お土産みやげの八つ橋はココ。時間があったらこっちにも足を延ばしたい……。むむ？」


    　プリシラは困惑の表情を浮かべつつ、俺にそのページを開いてみせた。


    　そこには俺が作った、自由行動時間のための京都観光マップに、カラフルなペンで詳細に書き込みがしてあった。


    「こんなしおり作ったって、どうせ誰も読んでないと思ったのに……ありがとう……」


    　俺は感動に打ち震ふるえた。


    「べ、べつにあんたのために書き込んだんじゃないんだからねっ！」


    「そうじゃろうな」


    「でも嬉しい……修学旅行委員として報むくわれた……」


    「勝手に報われておれ。つかこのページではないはずじゃ。ＡとかＢとかランクとか言うておったが……」


    　プリシラは再びしおりをパラパラと捲めくりだした。そして、とあるページで手を止めた。


    「こ、これは……！」


    　それは、しおりの末尾に表として添えられた、クラス名簿のページだった。最近は個人情報がどうとかうるさいので、連絡先などは載せていないのだが、出席番号順に全員の名前と、自由行動中の班分けが記されている。


    　その各自の名前の横に、先ほどの京都観光マップと同じように、ペンで書き込みがしてある。それぞれの名前の隣に、何やらアルファベットが書き加えられているのだ。


    「なになに。陣じん内ない綾あや・Ｃ、和泉いずみ刀とう香か・Ｃ、宗むな像かた力つとむ・Ｃ……」


    　名簿に並んだ名前と、そこに記されているらしいアルファベットを読み上げるうち、プリシラは表情を険けわしくしていく。


    「天てん堂どうまほろ・Ｂ、坂さか上がみ雪ゆき乃の・Ａ、鉄くろがね道みち夫お・Ａ……。うむむ、これは……」


    　やがてプリシラは修学旅行のしおりから顔を上げると、恐ろしいものを見るような視線を、時とき任とうへと向けた。


    「なんで貴様、クラスメート全員の乳のサイズを記録しとるんじゃ！　端的に言ってきもいぞよ！」


    　さしものプリシラも若干引き気味に後あと退ずさった。


    「私がＢ……だと……！　上方修正を求める！」


    「お、同じく……」


    　天堂が抗議の声をあげ、坂上もおずおずとそれに同調した。


    　ふーん、なるほどですね～。
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    「私、ノーコメント」


    　プリシラの傍かたわらで、綾あやちゃんは無表情に呟つぶやいた。


    「じゃが宗むな像かたが[image: ]のＣカップというのはなかなかいいセンなのでは……いや、トップとアンダーの差をみるに、あれは[image: ]のＢといったところかのう」


    「[image: ]のＢってある意味スゲーな」


    「食事に気を遣い、日々の鍛錬を繰り返すことによってのみ得られる逆ワガママボディじゃの」


    「まああんだけのマッスルがあれば、だいたいのワガママは通せるだろうけどな」


    「ええい、黙れ黙れ！　それはカップ数の表ではない！」


    　プリシラにきもい呼ばわりされた時とき任とうは、カンペも見ずに声を荒らげて叫んだ。


    「乳リストでないとすれば、こりゃいったい何なんじゃ」


    「フフフ、それはな──」


    　時任は手元の想定問答集をペラペラと捲めくり始めた。


    「えっと、えーっと、ランク付けリストを見られてしまったときは……ああっ、ページがわかんなくなっちゃった……」


    「テンポの悪いやつじゃのう。進行台本は舞台に上がる前に頭に入れるのが芸人としての嗜たしなみじゃぞ。台本を頭に入れた上ではじめてアドリブが活いきてくるんじゃ」


    　時任はしばらく手元の想定問答集をペラペラ捲っていたが、やがて顔を上げてキメ顔を作った。


    「フフフ、お待たせしました。見られてしまったのであれば仕方がない。冥めい土どの土産みやげに教えてやろう！」


    「メイドの土産っていうちょいとしたシャレをきかせたメニューがあるメイド喫茶って全国に何店舗くらいあるんじゃろ？」


    「お前、わざと横道に横道に入ろうとしてるだろ。あ、時任、いいから続けて」


    「あ、うん。沢さわ木き君ありがとう。フ、フフフ、いいか！　これは二年一組のクラスメートが、どの程度この異世界を変革しうる力を持っているかをランク付けした表だ！」


    「な、なんじゃってー」


    　プリシラはわざとらしく驚きの声をあげた。


    「ぶっちゃけクラスメートの乳のサイズを男女含めて全て記録しているという変質性のほうがキャラが立っていたので、今さらそんなことを言われてもインパクトがないのう……。キミにはがっかりじゃよ……」


    「ええっ……」


    「これは若干ヤラセになってしまうんじゃが、どうじゃろ。独自に作成した乳のサイズを記したリストということで掛け合いを進行してはもらえまいか」


    「えっ、えええっ……」


    「貴様、グラビアアイドルの営業資料でもないのにクラスメートの乳サイズのリストを作って、この世界でいったい何を企んでおるんじゃ！」


    「う、ううっ……」


    「やめろ、プリシラ。時とき任とうはアドリブに弱いんだよ。話が進まなくなる」


    「ちぇっ」


    「で、何なんだよ時任、そのランクってのは」


    　俺が問うと、時任は少し安心したような表情をみせた。


    「では説明させていただきます。まず最上位のランクＡ、これは私たちの世界において、大きく変革をもたらした力を有する者。つまり、この異世界に大きな変革をもたらす力を秘めたる者のことよ！」


    　確かさっきプリシラがぶつぶつ言っていたところによると、ランクＡは鉄道マニアの鉄くろがね道みち夫おに、教科書マスターの坂さか上がみ雪ゆき乃のだ。


    「なるほどね。鉄君の蒸気機関に関する知識は当然として、教科書に載っている知識を全て持っている坂上さんなんて、もうＡランクというかＳランクよね」


    　綾あやちゃんが納得したように頷うなずいた。


    「教科書なんて、俺たちの世界がどう変わってきたかの記録みたいなもんだしな」


    「フフフ、そしてランクＢ──」


    「Ｓカップってそれ世界びっくり人間特集に出てくる、おっぱいでスイカを叩たたき割ったりアルミ缶を叩き潰つぶしたりするレベルじゃろ。それはまじでやばい。つよい、勝てない、世界が変わる」


    　時任が話を進めようとしたのに、それを遮さえぎるようにプリシラが余計なことを言いはじめる。


    「だったらＡのほうがいいです……」


    「じゃあＡＡみたいな感じでどうじゃ？」


    「もうちょっとあります……」


    「もうやだぁ！　想定問答集どおりに会話をすすめてよぉ……！」


    　ついに時任はべそをかきはじめた。


    「わかったわかった。じゃあ何について聞いてほしいんじゃ」


    「ランクＢ以下の説明を求めて欲しいです」


    「んじゃそっからやり直すぞよ。ランクＢってなーに？」


    「ランクＢ、それはこの異世界を根底から変えるほどではないにしろ、この異世界にはまだ存在しない技能や知見を有する者のこと！」


    「ふむ。確かに手品やラーメンは革新的じゃったのう。おお、野球のやつもＢじゃな」


    　ランクＢは天てん堂どうや漆うるし原ばら、佐さ々さ木きや二に階かい堂どうの名が記されていた。


    「そしてランクＣ、この異世界にも同等の能力は存在するものの、卓越した能力を持つ者」


    　プリシラが話を逸そらそうとする前に、時とき任とうは早口で続けた。


    「Ｃは和泉いずみや宗むな像かたとかじゃったか。ん、川かわ中なか島じまもＣじゃな。確かにマッチョや剣客、役者などは妾わらわの世界にも存在するからの」


    　プリシラはしおりに記されたリストを眺めながら、ひとりひとりを確認するように言う。


    「お、あの全裸の木き村むらはＤって書いてあるぞよ。Ｄはなんじゃ、HENTAIのＤ？」


    「Ｄねーだろ」


    「じゃあDO-HENTAIのＤでは」


    「え、ちょっと、あたしもＤなんだけど……」


    　仲村渠なかんだかりはプリシラの手元のリストを覗のぞき込んで、若干嫌そうな顔をした。


    「ランクＤは特に世界に影響をもたらさないが、ちょっとしたイベントのときにはいてほしい盛り上げ役の人材」


    「あー、ならよかった」


    　仲村渠はほっと胸を撫なで下ろした。


    「なるほど、世界は変えぬが、ともだちドラフトでは上位に来そうな者ということじゃな。たしかに数人でカラオケに行くメンバーを選べと言われたら、だかりんは外せぬ。お、意識の高い一いつ色しきもＤじゃの。まあ盛り上げ役としてはなくもないがのう」


    「おいプリシラ、俺はどういう評価なんだ？」


    　さっきから自分の評価が気になっていたのだが、そこはプリシラの指で隠れて見えなかったのだ。俺が訊きくと、プリシラは俺の視界から隠すよう、しおりを自分の体のうしろへ持っていくと、俺に顔を向け、いつにない笑顔で言った。


    「それでは発表するぞよ。沢さわ木き浩こう介すけ・Ｅ（笑）」


    　プリシラはプリンセスらしい、キラキラとした笑顔を浮かべている。


    「あ、カッコ笑いは妾が付け足したものではなく、ちゃんと書いてあるぞよ。ほれ、ほれ」


    　プリシラはしおりのリストを俺の眼の前に突き付け、嬉しそうに言う。むかつく。


    「ランクＥはこの世界にプラスもマイナスももたらさない人畜無害の人材（笑）」


    　時任もカンペに眼をやることなく、淀みなく言う。むかつく。


    　プリシラは満面の笑みで、俺の肩をポンと叩たたいた。


    「おぬしはみんなに笑顔を届ける素敵な人材ってことじゃな。おぬしがいることで、みんなとってもＥ笑顔！」


    「お前に慰められると余計にむかつくんですけど！　つーか木村以下なのが地味にダメージでかい……！」


    「とにかく、この世界を変える力順にランク付けをしているということは──つまり、生徒会長はこの異世界を変えようとしてるってこと？」


    　慰めるように俺の肩をポンと叩きつつ、綾あやちゃんは時任に問うた。


    「ああ……委員長は想定問答集どおりに話を進めてくれて助かる……。フフフ、そのとおり！　いまや北方において聖なる使徒の会は独自の経済圏を成し、急速に勢力を拡大しつつある！　その求心力の基盤となっているものこそ、食文化やエンタメをはじめとした、現代日本の文化や技術なのよ！　たとえば既に私たちは、魔法を用いて発酵と熟成の期間を短縮することによって醤しよう油ゆの生産に成功し、豚骨ラーメンによって一定の成果は確認された。いずれはラーメンだけでなく、牛丼やカレーライスなどの展開も視野に入れている！」


    「で、では北方から流れてきたというあの醤油は、聖徒会が作ったものじゃったのか……！」


    　聖徒会のおそるべき外食チェーン展開計画に、プリシラはわなわなと震ふるえだした。


    「な、なんというおそろしい計画を……オープン予定はいつなんじゃ、クーポン券とかはもらえたりせぬのか……？」


    「王女が牛丼屋でクーポン券を使おうとするな」


    「浩こう介すけ、つっこむポイントそこじゃない」


    　綾あやちゃんの的確な指摘によって、俺は話を軌道修正することにした。


    「えっと、じゃあやっぱり、その世界を変える力──蒸気機関を含めた鉄道力目当てに鉄くろがねを攫さらったんだな」


    　俺たちと行動を共にしていた鉄道マニアの鉄道みち夫おは、神託都市で聖徒会に連れ去られてしまったのだ。


    「攫った？」


    　時とき任とうは不思議そうに首を傾かしげた。


    「彼は『君がこの異世界のスチーブンソンにならないか！』っていう殺し文句で、一発でこちらへ転んだっていう話だけど」


    「なんじゃと！　王女との契約を勝手に打ち切って球団を出ていったのかや！」


    「別に契約はしてねーし球団でもないけどな。つーか、鉄ならありそうな話だ……」


    　まあ、メンバーが勝手に別のグループに合流してしまっていたことを知ったときの、班長の哀しみというのはわからなくもない。


    「そういうわけで、今ならあなたたちも、聖徒会のグループに入れてあげてもいいのよ。特に高ランクの人材は幹部待遇で歓迎するわ」


    　余裕を持って言う時任を、仲間を奪われた哀しみと怒りをこめて、プリシラは強い視線とともに見返した。


    「この世界に日本の文化や文明を導入するのはよい。王女としてむしろ歓迎もしようぞ。うまいもの楽しいものはじゃんじゃん持ってくるがよい！　じゃが、この世界の秩序を乱すことは許さぬ！　そんなことを企む者どもに妾わらわの大切な仲間と、小者コレクションは渡さぬ！　ただし小者コレクションであれば、おやつもしくはクーポン券と交換するのもやぶさかではない！」


    　プリシラが毅然と言い放つと、時任の眼が鋭く焦点を結んだ。どうやらそのプリシラの発言は想定問答集にあったらしい。


    「この世界の秩序？　フフ、それはあなたにとって都合の良い秩序じゃなくって？」


    「な、なんじゃと……」


    　プリシラは両の拳こぶしを握にぎり締めながら、時とき任とうを睨にらんだままわなわなと震ふるえだした。


    「この世界の秩序？　フフ、それはあなたにとって都合の良い秩序じゃなくって？」


    　時任が調子に乗って、もう一回言った。


    「ぐ、ぐぬぬ……」


    「この世界の秩序？　フフ、それはあなたにとって都合の良い秩序じゃなくって？」


    　今度はキメ顔を作り、ポーズを変えて言った。


    　やがて、プリシラは意を決したように、握り締めた拳を緩ゆるめ、俯うつむいていた顔を上げた。


    「くそう、議論で負けそうじゃから殴なぐろっと」


    「えっ、ちょ──」


    　右ストレートの体勢に入っていたプリシラを、俺は慌ててうしろから羽交い締めにした。


    「何すんじゃ、離せっ！　ワンパンいれてやるんじゃ！」


    「ったく、ヤンキーはこれだから……」


    「フフフ、さすがは腐っても王女、この私が物理攻撃に弱いという弱点を見抜いていたとは……。沢さわ木き君、助けてくれてありがとう」


    「ど、どういたしまして」


    　素直なんだか何なんだか。


    「やいプリシラ王女！」


    　小走りに安全地帯に避難して、時任はプリシラを指差した。


    「やいって……」


    「この国の民たみと、そう言ったわよね。じゃあ、コボルトやオーク、フェアリーは違うのね」


    「な、なんじゃと──」


    「もうわかってるんでしょう。あの城壁都市の人々が、三種族に対してアコギな商いをしてきたってことが。人間じゃないからいいの？　それでもあの街を守るの？　人間の街だから？」


    「ぐ、ぐぬ……」


    　握り締められたプリシラの拳から力が抜けてゆく。


    「ま、人間の国の王女だからそれでもいいんじゃない。でもね、少なくとも千年前の、あなたのご先祖様は違ったみたいよ。伝説の中の彼は、人間も、コボルトも、オークも、フェアリーも、対等な存在として接していたんでしょう。会長もそうよ」


    　時任は自分の台詞せりふに陶酔するような表情を浮かべていた。


    「運動部も、文化部も、帰宅部も。オタクも、ヤンキーも、リア充も、非モテも。全ての混沌カオスをまるっと飲み込んで受け容いれ、それぞれに相応ふさわしい居場所を与える。そうして世界の風景を変えていく。それが我らが生徒会長、若わか王おう子じ暁あきら。悪いけれどプリシラ王女、人の上に立つ力という点において、あのお方はあなたよりはるかに上よ」


    　時とき任とうは、その台詞せりふはカンペや想定問答集に頼らず、淀みなく言い切った。


    「私はしばらくフェアリーさんたちに厄やつ介かいになる。もしあなたたちが聖徒会に入会したいというのなら、いつでも歓迎するわ。もちろん、プリシラ王女も」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　時任とのゴタゴタを経て、俺たちはフェアリーに昼食をご馳ち走そうしてもらうことになった。


    　オークやコボルトの時と違って別に歓迎されてはいないのだが、女子チームが、特に仲村渠なかんだかりが持ち前のコミュ力でそれなりにフェアリーたちと仲良くなっていたので、食事くらいはということらしい。


    　と言ってもちゃっかり代価を要求するあたり、オークやコボルトよりしっかりしている。いや、本来それは当然なのだけれども。


    　俺たちの前に並んだのは、妖よう精せいパンに妖精シチュー。見た目は普通のパンにシチューだが、いろいろと薬草が入って体にいいのだという。薬膳料理のようなものだろうか。


    　いつもは真っ先に食事を平らげるプリシラなのに、今日は珍しく食が進まない様子だ。


    　妖精シチューを半分ほど残したまま、手を止めて、ぼーっと視線を宙に彷徨さまよわせている。


    「そんなに落ち込むなよ」


    　なんだかんだ言って、プリシラはもう完全に俺たちのムードメーカーになっている。そんなプリシラが難しい顔をしていると、俺たちも暗い気持ちになってくる。


    「べつに落ち込んではおらぬ」


    　そう言うわりにはいつになく表情が固いように見える。


    「生徒会長、若王子暁じゃったか。ふん、会うたこともない奴じゃのに、名前を覚えてしもうたわ」


    　シチューの中をスプーンでゆっくり掻かき混ぜながら、プリシラはその名を口にした。


    「ゴブリンの村を出る時にも言うたじゃろ。おぬしらが異世界から、妾わらわの世界へとやってきた意味というものがあるとすれば、それは固定化された世界を掻き混ぜるためではないか、との」


    「──ああ」


    「おそらく、それを意識的に、確信犯的におこなっておるのがその生徒会長ということなんじゃろう」


    　プリシラはそんな自分の想像を確認するかのように、俺たちの表情を窺うかがった。


    　俺たちはただ、互いに顔を見合わせて苦笑するしかない。


    　俺たちは──天てん堂どうや漆うるし原ばらを除いたメンバーは、まだこの異世界に来てから、生徒会長の若わか王おう子じと直接会ってはいない。生徒会長の命を受けて動いていたマイケルや二に階かい堂どう、柊ひいらぎらでさえ、その最終目的は聞かされていないのだという。


    　だがそれでも、あいつが生徒会長になる前から知っている俺たちは。


    　あいつを学校の生徒会長として、半年近くを同じ学び舎やで過ごしてきた俺たちは。


    　俺は。


    　あいつの目的はわからなくても、行動原理はわかっている。


    　──おもしろくて、楽しいから。


    　異世界なんてものは、あいつにとっては、不意に懐ふところに飛び込んできた巨大なおもちゃのようなものに違いないのだ。


    　そんな俺たちの思いを知ってか知らずか、プリシラは薄い笑みを浮かべた。


    「そうじゃ、会長はそれとして、ナンバー２はどんなやつなんじゃ。副会長も同じクラスなのかや？」


    「生徒会の副会長」


    　綾あやちゃんは、自分を指差した。


    　まるで氷漬けの魔法をかけられたかのように、プリシラの表情が固まる。


    「なんじゃとお！　そんな情報の後出し不自然じゃろが！」


    「──に、指名されたの。生徒会が発足したときにね。でも断っちゃった」


    「……何じゃびっくりした」


    　わざとプリシラのリアクションを楽しんだのだろう。綾ちゃんは小さく笑った。


    「選挙が終わった直後だったかな。君が欲しい、って言われて」


    「告白の文句ではないか」


    「生徒会の人材に、ってことよ」


    「そうかのう。つか、なんで断ったんじゃ？　委員長はべつに部活とかもしてないじゃろ。それにクラスの委員長を引き受けておるくらいじゃから、そういうことは不得手でもないんじゃろ」


    「クラス委員長とは比較にならないほどめんどくさそうだし、どうせ実務と調停役をやらされるんだろうなって思って」


    「うーむ。まあ確かに、これまで出会ったメンバーを見る限り、めんどくささは一線級の人材が揃そろっておるが、組織がまともに回りそうな感じではないからのう。そのへんの人材は必要じゃろうな」


    「何より本人がやりたい放題やっちゃうタイプだから、それをフォローしなくちゃいけないナンバー２は凄すごく辛つらいだろうなって。で、実際めちゃくちゃ大変なことになってたからね。だから副会長には同情する。たぶん今も大変なことになってるはず」


    「なんじゃ、結局副会長も同じクラスなのかや」


    「うん。で、生徒会長がこの世界でも好き勝手やってるってことは、その被害を一番被こうむってるのも副会長だと思う。城壁都市の市長さんが追い詰められてた様子を見てデジャヴを感じたの。あ、これどこかで見たことある……って」


    「ワンマンのトップを支えるナンバー２の苦労ってやつじゃの」


    「でも、あの時引き受けてたらどうなってたのかなって、ちょっと思う。ひょっとしたらプリシラの敵に回ってたかも」


    「ふーむ。なるほど、それも運命じゃのう」


    　プリシラはわかったようなわからないようなことを言いつつ、パンを千切って口に放り込んだ。


    「つーか、時とき任とうは若わか王おう子じに心酔してるからあんな感じでべた褒ぼめしてたけど、実際いいとこばっかりじゃないぞ。けっこうロクでもない奴だからな」


    「ほほう、何じゃ、嫉しつ妬とかや？」


    　口を挟んだ俺に、プリシラが意地悪げな視線を向けてきた。


    「なんだよ、それ」


    「委員長も随ずい分ぶんとその若王子とやらの評価が高いようじゃからのう」


    　プリシラは今度は綾あやちゃんのほうへと視線を向ける。


    「ん……まあ、ね」


    　綾ちゃんは答えをはぐらかすように、視線を宙へと遊ばせた。


    「まあよい。善か悪か、賢か愚か、会う前から人を判断するのは妾わらわは好かぬ。どうせいずれはぶつかるはずじゃ。この高貴なる眼ん玉で直じき々じきに見定めてやるわ」


    　そう言うプリシラの眼の中には、好奇心の光がらんらんと輝いていた。


    「敵意というよりは好奇心じゃの。もはや否定すまい、妾はその若王子暁あきらという者に強い興味を抱いておる。かの者がこの世界の変革者たらんとするのであれば、いずれこの世界の一部を統すべる女王となる身として、この世界をどうしたいのか顔を突き合わせて尋たずねてみたいぞよ」


    　決意の籠こもった表情でそう言うと、プリシラはシチューの椀を手に取って、はぐはぐと残りのシチューを一気にかっ込んだ。


    「……噛かみ合うのか、噛み合わないのか。異世界の終わりの始まりになったらどうしよう」


    　プリシラと若王子を本当に会わせていいものなのかどうか、今の俺には判断がつかない。


    　とは言え、俺たちも、いずれあいつには会いに行かねばならないのだ。ともにもとの世界に帰るクラスメートとして。


    「ま、まずは目先の問題じゃ。今回の一件、妾は生徒会長からの、聖徒会からの挑戦状と受け取ったぞよ。三種族と城壁都市との不和を解消し、聖徒会の連中をぎゃふんと言わせてやるんじゃ！」


    　プリシラは力強くそう宣言した。


    「不和を解消ね～。そっか、やっぱりあの街から頼まれてきたんだ。それは無駄足ご苦労さんって感じなんだけど」


    　俺たちの話を聞いていたのだろう。フェアリーがどこからともなく飛んできて、プリシラの頭の上に留まった。


    「こら、妾わらわの頭は椅い子すではないぞよ。そこに載せてよいのは王冠だけじゃっちゅーに」


    　プリシラは頭上のフェアリーを睨にらむ──と言っても自分の頭の上に座っているので、まさに眼の前でぶらぶらする脚を睨むことしかできない。


    　フェアリーはプリシラを気にすることなく、喋しやべり始めた。


    「ま、いーや。ちょうどいい。実は、あたしらも今からあの街に向かおうって話になっててさ。戻るんなら一緒に行こうよ。だかりんたちとももうちょっと話していたいし」


    「ぬ、城壁都市に何をしにゆくんじゃ」


    「コボルトやオークたちもそれぞれの集落から、示し合わせて一緒に行くことになってんの」


    　それを聞いて、プリシラの顔がわずかに険けわしくなった。


    「──何をしにゆくんじゃ。まさかバトルではあるまいな」


    　プリシラの言葉に、フェアリーは違う違うと顔の前で手を振った。もっともそのジェスチャーはプリシラには見えないのだが。


    「あの街の市長からも、何度も話し合いの席を設けるって連絡が来ててさー。取引停止を考え直してくれっていうね。ウザいからブッチしてたんだけど、あんまりうるさいから、オークもコボルトも三種族揃そろって、みんなで最後通つう牒ちよう突き付けてやろうと思ってさ」


    　俺とプリシラは、思わず顔を見合わせた。


    　あの街に残された時間は、もうほとんどないらしい。

  


  
    



    　　　四章　修学旅行、文化祭、そしてあのあれ


    



    「空気悪いの～。予想の十倍くらい空気悪いの～」


    　ポテトチップスの袋に手を突っ込みながら、プリシラは卓についた面々を見回した。


    　コボルト、オーク、フェアリーの代表が各一名ずつ。


    　城壁都市の代表として、市長。と、王女という身分は隠しているものの、プリシラ。


    　そして双方の陣営の客人神まろうどの代表として、俺と時とき任とうが卓についている。


    「むぐむぐ、ばりばり。うーむ、ポテチばっかり食べてると喉のどが渇かわいてきたぞよ」


    「ポテチ食ってる場合か」


    　プリシラがマイペースにおやつタイムを満喫している前では、緊迫したやり取りが続いていた。


    「──背に腹は代えられない。いまの三倍で買おう。買い取り価格が同じなら、わざわざ遠くから来る者に売る必要もないだろう。いや、その聖徒会とやらが提示する額に、さらに少し上乗せしてもいい」


    　市長の声は、わずかに震ふるえていた。


    　今まで三分の一の価格で仕入れられていたものが急に三倍の値になれば、当然に大きな歪ゆがみが生まれる。それでも街の全てがご破算になることを思えば、そちらのほうがまだマシということなのだろう。


    　だが、三種族の眼は冷たい。市長が額の上乗せを提案しても、その表情はぴくりとも動かなかった。


    「そんなムシのいい話はないっしょ」


    　小さな溜ため息いきとともに、フェアリーの代表が冷たい声を投げかける。


    　と同時に、羽を羽ばたかせて部屋の中央に舞い上がった。


    「ウチらフェアリーは、っつーかコボルトもオークもそうだろうけど、あんたら人間と一定程度の信頼関係があると思ってたワケ」


    　フェアリーの代表ピリカは、オークの代表、コボルトの代表を交互に見る。彼らもそれに言葉で応こたえる代わりに、犬の頭と豚の頭でほんのわずかに頷うなずいた。


    「でもそれが実際のとこ、すっげー買い叩たたかれてたワケじゃん？　で、それがバレちゃった、あちゃー、じゃあ相場の価格で買い取るから許してねんごめりんこ。みたいなコトが通用すると思っちゃってんの？」


    「……オークもそう思う」


    「わん。なめんなわん」


    　二種族の代表も、フェアリーに追随する。


    「そりゃ信頼してたのはウチらの一方的なことで、あんたら人間はそうじゃなかったってコトなんだろうけどさ。だからって、そういう相手ともう取引なんかしたくないワケ。買い取り価格が四倍でも五倍でも嫌だね。言っとくけどコレ感情の問題だから」


    「オークとしても、それは到底受け容いれがたい」


    「わんわん。むかつくわん」


    「つーかもっと言うとさあ。あんたら、今までちょいちょいウチらにコボルトやオークの悪口吹き込んでたよね。そりゃあたしらもそんなモンかなーと思って聞いてたけどさ。オークはでかくて怖いし、コボルトは鼻が湿ってるし、自分の尻しつ尾ぽを追いかけてくるくる回るし」


    「我らオークも、フェアリーはずる賢いと聞いていた」


    「鼻が湿ってるのはそういう体質だわん、ほっとけわん」


    　フェアリーがまくし立てて、オークとコボルトがそれに追従する。そんな一方的な攻勢を、市長はただ押し黙って受け止めるだけだった。


    「でも実際会ってみたら別に全然じゃん。フツーに話通じるし。ってことはこれアレでしょ？　ウチらフェアリーとコボルトとオークが仲良しこよしになられたら困るって思ってたわけでしょ？　壁の外で人間以外の種族に仲良くされるとヤバいことになるかもと思ってたんでしょ？」


    　フェアリーは市長の鼻先まで飛んできた。


    「それは──」


    　市長がその先の言葉を継つげなかったことが、そのフェアリーの推測の正しさを示していた。


    　とは言え、市長の──というよりも、この街の人間がそうしてきた理由もわからないではない。人間とは違う三種族に街を包囲された中で彼らが団結したとき、その中心にある人間の街がどうなってしまうのか──そう怯おびえ、彼らの中を分断しようとしてきたことは、心情としては理解できる。


    　だが、そうして溜まりに溜まったツケを、この街はいま支払うことを求められている。


    「とにかく、もうあんたらのそういうの全部バレちゃってるから。その上で元サヤに戻そうなんて無理なわけ」


    「うむ」


    「後ろ足で砂をぶっかけてやるわん」


    　案の定、会談は険悪な空気ではじまり、そしてそのどんよりと重苦しい空気がどんどん濃くなっていく一方だった。


    「あたしらが今回ここに来たのは、それをはっきり言いに来たの。もうあたしらはあんたらと取引しない。別にこの街を攻めたりしようってんじゃないから、そこは安心して。ウチら別にバトルは得意じゃないし。あんたらも壁の内側で畑でも拓ひらいて耕せば、食べてくくらいはできるんじゃない？　ま、壁のせいで陽当たりは超悪いと思うけどね！」


    　フェアリーはキツい口調でそう言うと、挑発するように市長の頭の周りをぐるりと一周して飛び、そのままプリシラの頭の上に止まった。


    　どうもプリシラの頭の上は、フェアリーにとってくつろぎやすい場所らしい。


    　自然と、その場の視線がプリシラに集中する。


    　それまでただポテトチップスを口に運んでいたプリシラだったが、ようやく口を開く気になったらしい。


    「自じ業ごう自じ得とくというほかないのう。三種族が他に人間世界への窓口を持たぬのをいいことに、相当ふっかけておったんじゃろ。他に窓口ができれば、そっちへ持っていくのが当然じゃ」


    　プリシラは立場上は当然に城壁都市の、人間の側ではあるのだが、矛ほこ先さきが向けられたのは市長のほうだった。


    　援護を期待していたのか、市長の顔はさらに暗くなってゆく。


    「私が始めたことじゃない……」


    　喉のどから絞り出すようにそんな声が漏もれた。


    　そんな市長に追い打ちをかけようと、フェアリーが口を開きかけたとき、市長がいきなり机を叩たたいて立ち上がった。


    「お伽とぎ噺ばなしに残るくらいの昔なら、ああ、確かに互いに対等で公正な取引をしていたのかもしれない。だが、私が市長になったときから──十年前、五十年前、百年前──もうずっと長い間、そういう相場で取引をしてきたんだ！　そういう利ざやを得られることが前提に、この街は歩んできたんだ！」


    　溜まりに溜まっていた鬱うつ憤ぷんが爆発したかのように、顔を真っ赤にして市長は叫んだ。


    　そして、言葉を吐き出しきったとき、その感情の暴発を後悔するように、声のトーンを落として続けた。


    「……誰かがいきなり始めたんじゃない。この街の人間が、ほんのちょっとずつだけ、ほんの少しずつだけ、多くを欲しがった。それが千年続いた。そして──私がたまたま、ハズレくじを掴つかんだ……」


    　言葉の最後は、消え入りそうなほどに小さな声だった。


    「うっわ、何ソレ。責任転嫁＆逆ギレのコンボ？　それマジないんですけど。そんなの完全にあんたらの都合で、ウチらにカンケーないじゃん」


    「うむ」


    「ないわん。ありえないわん。ビックリしすぎて鼻も乾くわん」


    　市長の逆ギレとトーンダウンに、その場の空気が一気に白けるのがわかった。


    　ひとり時とき任とうだけが、勝ち誇ったようにニヤニヤしていた。


    「んじゃ、そろそろお開きってことでいいよね？　結論出たっしょ」


    　会談を打ち切ろうと、フェアリーが残る二種族に目配せをしたその時だった。


    　プリシラが、ドアの傍かたわらに控えていた仲村渠なかんだかりに目配せをした。仲村渠は小さく頷うなずくと、素早く部屋を出ていく。


    「ま、ま、互いにアツくなりすぎてもいかん。ちょいとここで休憩を挟もうではないか」


    　プリシラは立ち上がって、一座を見回す。


    「休憩って何よ。もう別に話し合うことなんかないし、ウチらの意見は変わんないから」


    　プリシラの肩に止まったまま、フェアリーはプリシラの耳に向かって言う。


    「ま、ま、こちらでおもてなしの用意もしてあるから、の」


    　プリシラはドアのほうに視線をやると、パンパンと大きな音を立てて両手を叩たたいた。


    　すると、扉を開けて、仲村渠や佐さ々さ木きが、お盆にお茶とカステラを載せてやってきた。


    「どうぞめしあがれ。これはいま王都で大ブームの新作スイーツ、カステラというもの」


    　場の主導権を握にぎろうと立ち上がって、プリシラはカステラの口上を述べていく。


    　フェアリーは怪け訝げんな顔で、自分の体の半分ほどもあるカステラを両手で抱かかえて齧かじりついた。


    「……ん、……悪くないわね」


    「そうじゃろそうじゃろ。ささ、お犬様もお豚様もどうぞ召し上がれ」


    　やはり不審げな顔ではあるものの、コボルトもオークもカステラに手をつけていく。


    　と、今度は仲村渠に手を引かれて、天てん堂どうまほろが室内に入ってきた。


    「ちょ、何、いきなり何よ」


    　天堂は事情もわからず連れて来られたらしい。場の空気がいまいち読み切れていない天堂に、プリシラは近づいていって、耳元で囁ささやいた。


    「よいか天堂、妾わらわたちが名案を思いつくまでこの場を繋つなぐんじゃ！　三種族の代表をこのまま帰してしまえば、おそらくもう交渉の余地はなくなる。本格的にこの街が終わってしまうぞよ！」


    「場を繋ぐ？」


    「時間稼ぎをするんじゃよ！　そのためのスキルを一番持っておるのはおぬしなんじゃ！」


    「わ、私……？」


    「そうじゃ。天才少女マジシャン、ミラクルガールまほろちゃんしかおらぬ。ひとりマッスルミュージカルを見せつけられるよりマジックのほうがよかろう！」


    「いや、うーん、まあ確かにそうかもしれないけど」


    　プリシラの口車に乗せられてまんざらでもない感じになってきた天堂を置いて、プリシラは俺の手を引いて部屋を飛び出した。


    「もうちょっとなんとかなるのではないかと思ってポテチを食うておったが、予想以上に険悪じゃった。連中がそれぞれの縄張りに帰ってしまう前に、なんとか対抗策を考えねばいかん！　天堂が繋いでおる間に、いつものあれをやるぞよ！」


    「いつものあれっていうと──」


    「うむ！　緊急異世界学級会じゃ！」
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    「というわけで、第六回、異世界学級会を開催します。司会進行は私、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが務めさせていただきます」


    　異世界学級会にももう慣れたものだが、今回は緊急性で言えば、一番急がねばならない。


    「俺は難しいコトはわっかんねーけどよォ、そいつらをボコって言うこときかせりゃいいんじゃねーのか？」


    　珍しく学級会で意見を発したのはへたれヤンキーの藤ふじ崎さき大たい我がだった。


    「はいいただきました。難しいコトはわかんねーけど。言うておくが、その台詞せりふを吐いて許されるのはケンカがむっちゃ強いヤツだけじゃぞ。その台詞を吐くタイプって、だいたいすっげー強いじゃろ？」


    「そ、そうだけどよ……漫画とかでは確かに……」


    「んでんで、おぬしはオークをボコれるのかや？　っていうかコボルトにもボコられると思うがのう。自分でできぬことは言うでないぞよ」


    「いや、それは……」


    　口ごもる藤崎を見つつ、プリシラは小さく溜ため息いきを吐ついた。


    「つかまあ、妾わらわが国の軍隊を動かせばその方法を採れぬではない。じゃが、それをやってしまえばもう戦いくさじゃ。しかも、こちらに一切の義がない戦じゃ。そんなことをやるくらいなら、全部聖徒会にくれてやったほうがよいわ」


    「そうか……そうだよな、確かにそりゃダセーわ」


    　藤崎も悄しよう然ぜんとして、自みずからの案を取り下げた。


    　次に手を挙げたのは川かわ中なか島じま真ま弓ゆみだった。


    「ごめんなさいって謝ればいいんじゃないですかぁ～？」


    「これはこれでお花畑な意見じゃのう。いや、案外その手の誠意が功を奏することもなくはないから一概に否定するわけにもいかぬが……」


    　しかし、圧倒的に有利な条件を聖徒会側が提示していて、しかも不当な取引であったことを教えてくれたのが聖徒会である以上、謝罪だけで元の鞘さやに戻ることを期待するのはムシが良すぎるだろう。


    「謝罪って、頭を下げるだけならタダだからね。お金と面メン子ツが絡んだことで、謝るだけでチャラになるとは思えない」


    　綾ちゃんも非常に現実的な路線から、川中島の案を否定した。


    「うむ。あの会談の感じからすると、ごめんなさいで済む感じではなさそうじゃ」


    　力による征圧はダメ、謝罪もダメ。


    　シンプルな手段が二つ出たところで、学級会は行き詰まってしまった。


    　しばらく、誰も手を挙げずに、ただ無言で考え続けていた。


    　そんなとき、偵察に行っていた仲村渠なかんだかりが帰ってきた。


    「どうじゃ、だかりん。あっちのマジックショーの様子は」


    「やんやの拍はく手しゆ喝かつ采さい。コボルトは尻しつ尾ぽをぶんぶん振ってるし、オークは目を丸くして拍手してるし、フェアリーはなんとかタネを見つけようといろんな角度から飛び回りつつ天てん堂どうさんに釘付け。市長ひとりだけしぶい顔をしてるけど、とりあえずうまく時間稼ぎにはなってる」


    「よしよし。天堂の扱いをちょいと上方修正してやろうかの。じゃがそうは言うてもずっとは保もつまい」
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    　それからどれくらいの時間が経たっただろうか。


    　学級会は踊れど進まず、何もいいアイデアは浮かばなかった。


    「なんだかなあ……じゃよ。気持ちよく野球と相撲とを観戦して次の街に行けたらよかったんじゃがのう……。爽さわやかで心躍る催もよおしだけを楽しみたかったぞよ。なのに、こんな現実的ないざこざを収めねばならぬとは、これが王女の責務とはいえしんどいぞよ……」


    　テーブルの上にぐでーと身を投げ出して、プリシラは愚ぐ痴ちる。


    　その気持ちはわからなくもない。折角の修学旅行なのだから、俺たちだってできれば楽しいことだけをやっていたい。


    「こういう時に限って全裸も来ぬし。こういう雰ふん囲い気きをチャラにする特殊能力だけがあやつの求められておることじゃろうにのう」


    　チラと出入り口に眼をやりながら、プリシラは無い物ねだりをする。


    「だかりん、まだあちらは保っておるのか？」


    「さすがの天堂さんもネタ切れで、今はマイケルが小こ咄ばなしっていうかアメリカンジョークで繋つないでる。ぶっちゃけ空気が淀んでる」


    　仲村渠は部屋を行ったり来たりして、逐次あちらの様子を報告しにきている。さすがにアメリカンジョークでは、そんなに時間も稼げないだろう。


    「そろそろ限界かのう……。かというて妙案も浮かばぬし……」


    　プリシラの表情にも疲れの色が見えていた。


    「やはり、さっき委員長が出した案──細ほそ々ぼそとでもこの街だけで独立してやっていけるビジネスモデルを再構築するというやつしかないのかのう……。じゃが、カステラやラーメン作りくらいなら教えることもできようが、あのゴブリンの村とは規模が違うゆえ、それだけでこの街全体を食わせることもできぬじゃろうしのう……」


    　その時、ふと俺は、あいつならどうするだろう──と考えた。


    　そもそもこの城壁都市を危機に陥おとしいれるきっかけとなったあいつなら──。


    　生徒会長、若わか王おう子じ暁あきらならどうするだろうか。


    　この会議に参加していたら、あいつはどうするのだろう。


    　どうしようもないと諦あきらめるのだろうか。


    　何もできないと絶望するのだろうか。


    　──たぶん、どちらも違う。


    　あいつが優先するのは常に、楽しいことだ。


    　あいつこそは、破壊と混沌カオスと再生の申し子。


    　勇者と魔王の二面性を持つあいつなら、自分の倒し方も知っているはずだ。


    　固まったものを引っ繰り返してぐちゃぐちゃに掻かき混ぜてから、そこから全てを作り直す──。


    「……ひとつ、提案があるんだけど」


    　気付いたときには、俺は立ち上がっていた。


    「ダメもとじゃ。なんでも言うがよいぞよ」


    　さほど期待していないという感じのプリシラに促うながされるままに、俺は自分の考えたプランを話した。


    　一同の顔色は、しかし明るくなるわけではない。


    　自分でも、そんな反応は期待していなかった。それは突飛で、バカげていて、およそ問題解決に至りそうにない案だったからだ。


    　だが、ひとりだけ。


    　プリシラだけはまんざらでもないといった風な表情で、俺の話が進む度に、机に突っ伏していた姿勢から少しずつ背筋を伸ばしていく。やがて腕組みをしながら背中を反らせて天井を見上げた。


    「飛躍じゃの。飛躍にすぎる。体育会系の発想で、タイマンでものごとを決めるヤンキー的でもあり、なおかつ現実から飛んだお花畑的でもある」


    　プリシラはその場の全員の顔を見回す。


    「現実的であるとは思わぬ。じゃが、楽しい。んむ、忘れておった。これはあくまでも修学旅行じゃ、妾わらわたちはこの旅を楽しまねばいかん」


    　プリシラは机を叩たたいて勢いよく立ち上がった。


    「よし決まった！　それでは王女プリシラの名の下に、この城壁都市及および、周辺三種族合同で──」


    　プリシラはそこでタメを作って、一同を見回した。


    　最後に視線を俺に向け、にやりと笑い、声を張り上げた。


    「大運動会の開催を提案するぞよ！」
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    「デハ次ノ愉快ナお話。アメリカ人と日本人と中国人とイタリア人とドイツ人ガ、連れだって秋あき葉は原ばらニ行きマシタ。その時、メイド喫茶の呼び込みのお姉サンに、お店に入っていかないかと声をかけられて──」


    　そこまで話したところで、マイケルは俺たちが入室していったことに気付いたらしい。


    「オウ、皆サン。抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの国民性ジョークが全くウケまセン。センスのない客デス」


    「よりによって異世界で国民性ジョークかよ……」


    「エンターテイナーが客のせいにするとはけしからんのう。じゃが、兎とにも角かくにも時間は繋つなげたようじゃの」


    「アーハン」


    　マイケルは両の掌てのひらを天に向けてクイッと上げるジェスチャーをすると、足下に落ちていた万国旗を拾って、部屋の隅に引っ込んでいった。


    　マイケルと入れ替わるようにプリシラは一同の前に歩み出ると、小さな咳せき払ばらいをひとつして、顔をあげた。


    「コボルト、オーク、フェアリーら三族の代表よ。汝らは妾わらわの民たみではないが、しかし古いにしえよりの隣人である。妾の祖先と汝らの祖先の結びし縁を今こそ頼りに、どうか妾の──人間の王女の言葉に耳を傾かたむけてくれい」


    　プリシラの言葉に、マイケルのアメリカンジョークにうんざりしていた三種族の顔色が変わった。


    「王女……？　お、王女だったらなんだって言うのよ。ウ、ウチらに軍隊を差し向けようとでもいうの？」


    　先ほどまでプリシラの頭に気やすく止まっていたフェアリーだったが、プリシラが王女であると知った途端に表情を険けわしくする。


    　ひとつの街を相手にするのならばともかく、一国を敵に回すとあっては、フェアリーたちも強気には出られないのだろう。プリシラが学級会中に言ったとおり、武力を背景にした脅おどしは確かに有効なのだ。


    　しかし、その方法を用いるのは、プリシラ自みずからが否定したばかりである。


    「そうではない。フェアリーの一族よ、オーク、コボルトもそうじゃ。千年前の伝承を知っておろう」


    「……千年前の魔王を討った最初の勇者と、その仲間たち」


    　フェアリーが呟つぶやいた。


    「んむ。異世界より来たる最初の客人神まろうどにして、最初の勇者。彼とそのパーティが、オークには相撲で、フェアリーには知恵比べで、そしてコボルトには狩りで競い合い、そして勝った」


    「ちょっと待って。ウチらの伝承じゃ、勝ったのはウチらなんですけど」


    「我々もそうだ。勝ったのは俺たちオークだ」


    「同じく、コボルトが勝ったのだわん」


    「ふむ。その辺は、妾わらわのご先祖様が武勇伝を盛ったのやもしれぬのう。じゃが、そういった競い合いがあったということは共通しておるので、そこは事実なのであろう。そして、それが人間と三種族が友ゆう誼ぎを結ぶ切っ掛けになったというのも」


    「だからなんだって言うのよ」


    　そこでプリシラは、一同を──というより、オーク、コボルト、フェアリーの三種族の眼を順番に見ていった。最後に、市長のほうにちらりと視線をやった。


    「この街の人間に、いまいちど機会をくれぬか。三族に囲まれた街が困窮の極みにあるとき、異世界より来たる旅人が──客人神が訪れた。彼とその仲間は人間を代表して三族と縁を結び、その和をもってこの地に平穏をもたらした。千年前の伝説を、この地でいま再び」


    「千年前の伝説はわかったけどさァ。それがなんだっての」


    「つまりじゃ、バトルしようぜ！」


    　プリシラは握にぎり拳こぶしをフェアリーに向かって突き出した。


    「や、やっぱり武力でウチらを征圧しようっての」


    「そうではない。命を懸けぬいくさもあろう」


    　プリシラは、オークへと視線を向けた。


    「地に倒れ伏し勝者を仰あおぎ見てなお、相手に敬意を持ちうる闘いがあることを、オークたちよ、おぬしらであれば知っておろう」


    「むう……。つまり、相撲で決するということか」


    　そのオークの問いには応こたえず、プリシラは今度はコボルトへと顔を向けた。


    「コボルトはどうじゃ。対外試合というものをしたくはないかや」


    「試合……？　どういうことだわん」


    「野球の試合じゃよ」


    「……確かに、部族内の紅白戦だけじゃなくて、他の奴らと野球がしてみたいわん！」


    「ふむ。コボルトたちも、不祥事を起こして休部になったことが切っ掛けで、野球ができることのありがたみに気付いた高校球児みたいなことを言うておるのう」


    「……王女様、いったいどういうことでしょうか」


    　それまでずっと黙ってなりゆきを見ていた市長だったが、ようやくそれだけを言った。


    「つまりじゃ。この街でやろうぜ、全裸大運動会！　っていうことなんじゃよ」


    「全裸大運動会……？」


    　プリシラの宣言を聞いた市長は、みるみるうちに表情を曇らせた。


    「あっ、妾わらわ間違えた。全裸違う、着衣運動会。四種族合同での大運動会じゃ！」


    「とんでもないところでとんでもないものを付け加えるな。趣旨が全然違っちゃうだろ」


    「そろそろ全裸来ぬかなー、来たらディスってやるのに、来なけりゃ来ないで物足りないんじゃよな～、とか思ってたらつい付け加えてしまったんじゃよ。と、とにかく着衣運動会じゃ」


    「わざわざ着衣はつけなくていい」


    　恥ずかしげに頭を掻かくプリシラの耳元で、俺は囁ささやく。


    「……詳しくお聞かせ願えますか」


    　憔しよう悴すいした表情で、それでも藁わらに縋すがるように、市長はプリシラへと言った。


    　運動会という提案自体がかなり突飛なものだったが、プリシラがうっかり全裸というワードを最初に付けてしまい、直後にそのあまりに突飛なワードを取り除いた結果、いきなり大運動会という提案をするよりはすんなりと市長の心に届いたようだった。


    「うむ。妾たちはこの街で、四種族合同の運動会を開催しようと思うんじゃ。むろん、先方の賛同あっての話じゃがの。つまり妾が提案するのは、客人神まろうど対三種族連合軍の大運動会。その勝敗によって、この街との関係性を続けるか否か、その結論を出すというのはどうじゃ」


    　プリシラがどんどんと話を進めていくと、その眼の前にぴゅんとフェアリーが飛んできた。


    「待ってよ待ってよ待ちなさいよ。じゃあ何、その運動会に人間チームが勝ったら元どおり取引を続けようとかそういう話？　それだとあんたらが完全に丸得じゃん。ウチらはもともとそんな勝負を受けるいわれはないし、仮に勝負を受けたとして、負けたら元サヤ、勝っても何もなしって、それじゃ意味ないじゃん！」


    　プリシラの鼻先でフェアリーの代表はきんきん声でまくし立てる。確かにそれは完全に正論でもある。だが、その反論は想定していたこと。


    　プリシラはフェアリーの反論にわずかにも引かず、むしろ顔を近づける。


    「むろん、そちらにもメリットを設けようぞ。まず我々人間が勝てば、おぬしらの品物を相場の価格、つまり今の三倍の値で買い取る。つまりおぬしらは負けたとしても、額面上は正当な相場の価格で取引が続けられる。市長が先ほど自みずから提示した条件じゃ、それを飲むことには異存あるまい？」


    　プリシラは確認を取るように、市長へと視線をやった。


    「──はい」


    　背に腹は代えられないといったところだろう。市長は覚悟を決めた表情で頷うなずいた。


    「三種族が勝てば、この街を見捨てて好きな相手と交易してかまわぬ。もちろんそれは最初から当然にある権利じゃから、そこにさらに特典を付けようぞ。三族それぞれの産業がより発展するように、王家御ご用よう達たしのマークを付けることを許そう。どんな商いをするにせよ、王家のお墨付きがあれば、この国どころか他国でもじゃんじゃんものが売れるぞよ」


    「……それは本当に？」


    　フェアリーはまだ疑い深い視線をプリシラに向ける。


    「我が名と、我が家名と、祖霊の名にかけて誓うぞよ」


    　プリシラは握にぎり拳こぶしをドンと胸に当てて言った。


    　対するフェアリーは、どうしたものかと、今や仲間となったオーク、コボルトの反応を窺うかがう。


    「……オークとしては、受けてもいいと考えている。だが、その利に目が眩くらんだわけでもなければ、人間に機会を与えるという心境でもない」


    　オークの代表は市長を一いち瞥べつしてから、プリシラへと顔を向けた。


    「先ほど、人間の王女が述べたとおりだ。この街との縁は、我らが人と力比べをすることによって始まった。力によって繋つながれた縁なれば、力によって断ち切るのが道理。力こそが我らオークの絶対の法理。ならばこそ、力に運命を委ゆだねるというのは我らの性に合う」


    　オークは立ち上がって、頷うなずいた。


    　フェアリーは黙ったまま、コボルトの言葉を待った。


    　コボルトは無言で席を立った。


    　数秒間、コボルトは沈黙したままプリシラを睨にらむように見返していた。だが、その尻しつ尾ぽはぶんぶんと左右に激しく揺れていた。


    「……やるわん。人間と野球がしたいわん！」


    　こうしてオーク、コボルトの意見は統一された。


    　残るはフェアリーだ。


    「……べつにウチらは相撲したいわけでも野球したいわけでもないんだけど」


    　フェアリーは不機嫌そうな顔のまま飛び上がると、部屋の中を、時間をかけてぐるりと一周し、プリシラの頭の上に降りてきた。


    「ただまあ、フェアリーって勝負ごとにはメがないのよね。いいわ、受けたげる」


    　フェアリーを頭の上に座らせたまま、改めてプリシラは宣言した。


    「よし。では決まった！　四種族合同、大運動会の開幕じゃ！」

  


  
    



    　　　五章　スポ根に燃えよう


    



    「ふぃ～。疲れたぞよ～。おやつ～、ごはん～、ふろ～」


    　プリシラは連日、市長と三種族の代表と共に、来たるべき運動会についての会議を連日のように行っていた。そしてついに本日の会議で、運動会にとって最もつとも重要なこと──すなわち、開催種目が決定されたのだという。


    「それでは、改めて異世界大運動会の開催種目を、プリシラに代わって発表します」


    「委員長しくよろ～」


    　体力回復のためにうまい棒をサクサクとかじるプリシラの代わりに、プリシラと共に会議に出席していた綾あやちゃんが、運動会の開催種目を読み上げていく。


    ・リレー競走


    ・玉入れ


    ・綱引き


    ・借り物競走


    ・棒倒し


    ・パン食い競争


    ・騎馬戦


    ・野球


    ・相撲


    「以上九種目の総合成績によって、勝敗を決します」


    　野球と相撲だけでなく、種目がやたらと増えているのはプリシラの交渉の結果だろう。


    「野球と相撲はともかく、他は運動会じゃおなじみの種目だな」


    「ま、むしろ最初に野球と相撲ありきじゃったからな。じゃがそれだけでは運動会とは呼べまい。向こうの合意を取り付けながら種目を増やしたかたちじゃ。何のかんのと言うて、あちら側も人間と力比べをすることに乗り気のようじゃ」


    「だったら仲良くしてくれればいいのにな」


    「力比べをして徹底的にぶちのめしたいということではないかのう。商売上のこととはいえ、あちら側が長年人間にコケにされておったというのは事実でもあるしの。ま、フェアリーはどうか知らぬが、少なくともコボルトとオークは尋じん常じような勝負を望んでおるじゃろうよ。そういう気性じゃ。妾わらわもできるだけ勝負が成立するように、それぞれの競技のルールをギリギリまで調整したんじゃ」


    　確かに試合以前に、ルールの設定はとても大事だ。


    「ぶっちゃけその辺の交渉は妾というより委員長の手柄じゃの。妾もあの交渉手腕には学ぶところが大いにあったぞよ。生徒会長とやらも欲しがるわけじゃ」


    　プリシラは何かを言いたげにこちらをチラリと見たが、俺はそれに気付かないふりをしてスルーした。


    「ま、とりあえず種目とルールは決定したぞよ。さーて、こっからが妾わらわの腕の見せ所っと」


    　プリシラはジャージの袖そでをまくると、紙を広げてペンを手にした。さらにその傍かたわらには、修学旅行のしおりがある。


    「なんだよ、お前もランク分けでもしようってのか」


    「ま、それに近いっちゃ近いの。競技ごとの出場選手を選定せねばならぬからのう」


    「ああ、全ての競技に全員参加するわけじゃないんだな」


    「委員長や坂さか上がみ先生にまでオークと相撲を取らせるつもりかや？」


    「あ、いや、それは無理だな」


    「競技によって向き不向きもあるじゃろうし、競技に参加することによる消耗も考えて参加者を割り振らねばいかん。というわけで、プリシラ総監督がメンバーの選定をせねばいかん。いかんのじゃが……」


    　プリシラはペンを片手でくるくる回しながら名簿を眺める。


    「妾も改めて見て気付いたんじゃが、おぬしら意外と体育会系が少ないんじゃよな。強いて言うなら和泉いずみと宗むな像かたくらいかのう」


    　確かに言われてみれば、体育会系のメンバーは少ない。和泉は剣術をはじめとした武術を得意とするので、バトルの強さは折り紙付きだが、走ったり跳んだりといった体の基本性能を競う競技においてどれくらいの実力があるのかはよくわからない。


    　宗像も、パワーだけならオークにも負けないくらいのものがあるはずだが、いかんせん専門が運動競技なのか芸術競技なのか今ひとつよくわからないボディビルだ。運動会の競技においてどれだけの力を発揮できるのかはわからない。その上、これまでにもその巨体と体脂肪率の低さが原因となる燃費の悪さを大いに発揮して、単なる肉のカタマリと化してきたことが何度もあった。


    「あんときのノリで運動会に決めてしもうたが、トランプ大会のほうが良かったやもしれぬの。ま、今さら言うてもはじまらぬ。全員にこれまでのスポーツ歴を申告させて、その上で、妾の独断と偏見でエントリー競技を決めるぞよ」


    「プリシラの独断と偏見でねえ……」


    　その辺にどうも不安を隠しきれないが、とりあえず我らが王女様に任せるしかないか。


    「じゃあ、私は市長さんのところに、競技ごとの開催場所なんかを調整しに行ってくるね」


    「うむ、そちらの段取りは委員長に任せたぞよ」


    　綾あやちゃんが部屋を出て行くのを見送ると、プリシラは俺の方へ顔を向けた。


    「で、沢さわ木きよ。おぬし、こんなところでぽけーっとしておってよいのかや？　そこら辺を走り込みでもしてきたらどうじゃ」


    「いや、もちろんやれるだけのことはやるけど、頑張るのは当日だろ？　今さらトレーニングしたって付け焼き刃にしか……むしろ当日までに怪け我がをしたら取り返しがつかないし」


    「何を呑のん気きなことを言うておる。折角のチャンスを妾わらわが作ってやったというのに」


    「チャンス？　別に俺のことじゃないだろ？　この街が存続できるかどうかっていう……」


    「うーん、ぼんくら。海のように心が広い妾も若干いらついてきたぞよ。よいか、ではこちらの調査資料をご覧ください」


    　プリシラはスケッチブックを取り出した。


    「いったい何が始まるんだよ……」


    「それではついに発表しちゃうゾ。十代女子が男子に胸キュンするシチュエーションランキングベスト10～！」


    　またプリシラお得意の、俺たちの世界のテレビ番組に影響を受けたやつが始まった。


    「一位は！　デケデケデケデケデケ……」


    　口でデケデケ言いながら、プリシラはスケッチブックの紙のはじっこを指でつまんだ。


    「どうでもいいけど一位からかよ。そういうの下から発表するもんじゃねーのか」


    「デケデケデケ……デン！　一位は『顔面のクオリティが高い』です」


    「リアルだがシチュエーションじゃねえし……」


    「んでんで、第九位！　デケデケデケデケ……」


    「いきなり飛ぶのか」


    「第九位は、デデン！　『スポーツで活躍しているのを見た時』じゃ！」


    「おおっ！」


    「スリーポイントシュートをキメたとき。フリーキックをキメた瞬間。乙女のときめきポイントは、『あの娘ぼくがアレをキめたらどんな顔するだろう』じゃよ！」


    「その言い方だといけない薬感が出るからロングシュートとか具体的に言おうか」


    「具体的に言い過ぎると、ほら、どこでＪＡ●ＲＡＣさんが聞いておるかわからぬから、の」


    　さすが権利関係に厳しい王女、その辺の気遣いはしっかりしている。


    「とにかく、やはりスポーツでの活躍というのは乙女の心にズキュンと刺さる！　さらにそれが体育祭などといったイベントの時には倍率さらにドン！　妾はそういうことを言いたいわけですよ。これでプレゼンを終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました」


    　説得力のあるプリンセスプレゼンテーションを受けた俺は、納得感に包まれていた。


    「そうか……スポーツ大会で活躍すればよかったのか……」


    「これまでおぬしがちょびちょびトレーニングを積んできたことは妾は横目で見ておった。宗むな像かたによる筋トレ、和泉いずみによる剣術、坂さか上がみ先生に勉強をちょいちょい教わるのは妾も一緒にやっておったのう。そういう凡人がコツコツ積み上げるの、実は先生嫌いじゃありません」


    「先生って、そのキャラ付けは何なんだよ」


    「じゃが、斬らない刀をいつまでも研といでおっても仕方がなかろう。やはり鍛錬というものは、それを発揮する場があってこそのもの！　旅先で暇ひまを持て余した気まぐれにせよ、その鍛錬は全てモテのためにあったはずじゃ！」


    「そ、そうだった……！　最近、なんで俺は筋トレやってんだろうってふと思うことがあったんだけど、思い出した！　俺って別にマッチョボディに憧れてなかった！」


    「まあ前にも言うたと思うが、ぶっちゃけ筋トレしても別にモテはせぬがの」


    　プリシラは少し呆あきれたように言った。


    「ところで、やっぱり委員長狙ねらいでいくのかや？」


    「え、いや、それはまあ、その……」


    「たとえばハイファンタジーちゃんとかどう？」


    「え、なんだよ唐突に」


    「意外とイケるような気がするんじゃがのう」


    「いや……ハイファンタジーさんきっと俺のこと嫌いだし……」


    　そもそももとの世界に居たときはほとんど話したこともなかったし、こっちの世界じゃいつも会う度に舌打ちされてるし……。


    「ふーむ。まあよい、初志貫徹もまた潔いさぎよしじゃ。というわけで、特訓じゃ！」
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    「特訓？」


    「妾わらわはずっとスポ根が、特訓パートがやりたかったんじゃ！　妾のご先祖様や最初の客人神まろうども、厳しい特訓の末についに魔王を倒したんじゃからな！」


    　そういえば、あの千年竜──テトラさんも言っていた。


    　魔王を倒した勇者は、最初の客人神は、どこにでもいるような普通の少年だったと。


    　俺と同じ、普通の──。


    　けれど、この異世界で死ぬほどの努力を積んで、魔王を倒せるほどの存在になったのだと。


    「よしプリシラ、俺はやるぞ！　特訓だ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「というわけで、特別コーチを連れてきたぞよ！」


    　きたる大運動会に向けて特訓をしようと決意した俺たち二年一組（の一部）。そんな俺たちの前に、プリシラが特別コーチを連れてきたという。


    「野球のコーチ、二に階かい堂どう英ひで雄おくんと、相撲のコーチ、柊ひいらぎ小さ百ゆ合りさんです。どうぞっ」


    　とプリシラが紹介するまでもなく、既にその二人はプリシラの両脇わきに立っているし、クラスメートなので今さら紹介されるまでもない。むしろプリシラよりも深くその二人のことを知っている。


    「おう、つーことでその運動会まで、俺がテメーらに野球を教えてやる。どうせクソみてーな能力しかねーだろうが、死ぬ気でやりゃマシなクソにはなるだろうぜ。ならねーヤツは死ね」


    「微力ながら、力添えさせていただこう」


    　プリシラの誘いによって、我がクラスの、と言うよりも我が校の誇るスポーツエリートが揃そろって、俺たちのコーチ陣についてくれることになったらしい。


    　とはいえ。


    「ちょ、ちょっと！　二人とも何やってんのよ！　そっちは敵なのよ！」


    　おそるおそるといった風に横合いから声をあげたのもまた、俺たちのクラスメートだった。


    「なんだ、時とき任とうもまだこの街にいたのか」


    「さ、淋さびしいのよ！　文句ある!?」


    　時任は人恋しくなったらしく、フェアリーの集落を出ていまは城壁都市に滞在している。たまに仲村渠なかんだかりなんかとお茶をしているところを見かける。そんなところを見ると、やっぱり聖徒会は敵じゃなく、クラスメートなんだなと思う。


    　だが、それでも一応は、城壁都市と三種族を通じて対立している相手ではあるのだ。


    　そしてその上で、時任の言い分ももっともではある。


    　だが、二階堂も時任もクラスメートであればこそ、この先の展開もだいたいわかっていた。


    「あ？　俺ァ野球がしてえつっただけだ。それで若わか王おう子じのヤツにいぬびとの国を紹介してもらっただけだ。若王子やお前ら生徒会が何を考えてようと知ったこっちゃねェんだよ。俺ァいい野球が観てェだけだ。だからいぬびとにも野球を教えたし、こいつらにも教える。俺はこの世界において、野球の神なンだよ」


    「で、でも……」


    「俺に指図すんじゃねェ。マウンドに埋めンぞ」


    「ひ、ひぃ」


    　さすがは天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん体育会系野球男、我が道を塞ふさぐものはフルスイングでぶっ飛ばす生き方をしてきた二に階かい堂どう英ひで雄お、時とき任とうのごとき弱腰文化系ではどうすることもできない。


    　若王子がこの場にいればうまく言いくるめることもできたかもしれないが、時任ひとりの力では野球の神様をコントロールすることなど不可能だった。


    「ひ、柊ひいらぎさんはわかってくれますよねぇ」


    　時任は振り返って、柊に縋すがり付いた。


    「私はどちらにも肩入れするつもりはない。だが、オークの人々に請われて、いくつかの日本相撲の手を教えた。ならば、私のクラスメートに手を貸さねば公平を欠くというもの。私もいい相撲が見たいものだ」


    「ひ、ひぃん」


    　やはり柊小さ百ゆ合りも、力の世界に生きるお方。そして相撲道を真まっ直すぐにゆくお方。


    「時任さん、心配ない。雨降って地固まる。いずれ落ち着くところに落ち着くものだ」


    　柊は時任に対し、優しげに微ほほ笑えんだ。


    「ふぇん」


    　もはや体育会系のスーパーエリートには話が通じないと悟った時任は、情けない声をあげてその場にへたり込んだ。


    「のうのう、生徒会など辞めて、妾わらわの小者コレクションに加入せぬか？　小者コレクションにはまだ女子キャラがおらぬゆえ優遇するぞよ？」


    　そしてここでまさかのプリシラからの逆スカウト。


    「ううっ、そもそもなんで私の知らないところで全裸運動会の開催が決まっちゃってるのぉ……。もうわけわかんないよぉ。会長のところに帰りたいよぉ……」


    「一部情報に誤りがあるのだが」


    「のうのう、どうせ暇ひまなんじゃろ。ハッピーターンを食べながら、Ｍ１歴代チャンピオンで誰が一番好きかを話し合わぬか？」


    「……ううっ……サンドウィッチマン……」


    　小こ賢ざかしい知恵で体育会系とヤンキー王女をコントロールすることはできない。


    　そう悟りながら、時任は異世界でひとり、べそをかきつづけていた。
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    　いよいよ運動会に向けて、野球の練習が始まることになった。


    　俺たちは城壁都市の隅にある広場に集められていた。


    　俺たちをこの場所に集めたのは、プリシラ総監督である。


    「というわけで、今から皆さんには野球の特訓をしてもらいます」


    　一同を見回して、プリシラは言う。


    「プリシラ、ここにいるのは全員じゃないみたいだけど」


    「うむ。先にも言うたが、運動会の勝敗は九種目の勝敗で決する！　野球は勝負どころの種目の一つじゃが、他の競技も捨てるわけにはいかぬゆえ、ここにおらぬものは他の競技の特訓をしておると思うてくれい。たとえば宗むな像かたなどは、柊ひいらぎコーチのもと、相撲の特訓をしておるはずじゃ」


    「そうか、相撲の代表は宗像か」


    　相撲競技となれば、相手の代表はオークでまず間違いない。そして相撲という競技でオークと渡り合えるのは、俺たちの中では宗像以外に考えられない。


    「ほかにも、リレー競走であれば、だかりんが中学時代に陸上部であったそうなので、メイン戦力としてアテにしておる。また、おぬしらが辛つらい特訓に耐えている間、我らがぶたびとこと丸まる山やま大先生にはおいしいごちそうをたらふく食べさせておるぞよ」


    「てめー丸山だけ贔屓ひいきしすぎだろ」


    　ともあれ、丸山以外はプリシラなりに、適材適所を考えているわけだ。


    　で、野球だが。


    　俺、藤ふじ崎さき、佐さ々さ木き、漆うるし原ばら、マイケルと、さすがに男子チームは大半が参加させられていた。


    「まァハッキリ言ってよォ、この短期間で筋トレや走り込みの基礎練をやったって意味はねェ。体力がつく前に試合が来ちまうからな。だから獲とる、打つ、投げる。この三つの動きをとにかく反復練習で染み込ませるしかねェ」


    　それが、特訓における二に階かい堂どうの方針だった。確かに、基礎体力は二、三日の特訓で身に付くものではない。もちろん技術もそうなのだが、それでもまだ短期間で向上が見込めるほうを重点的に伸ばしていくというのは、俺たちにとっても理に適かなっているように思われた。


    「いぬびとの連中も野球の技術自体は覚えはじめだがよ、あいつらァ基礎体力がダンチだ。連係もいいし根性もある」


    「種族としての基礎能力を差し引いたとしても、あやつらは日常的に狩りをやっておるからのう。日々がナチュラルトレーニングじゃ」


    「だから、お前らがあいつらに付け焼き刃の練習で勝とうと思うンなら、半端な付け焼き刃じゃどうにもならねェ」


    　そこで言葉を切ると、二に階かい堂どうはバットを杖代わりに立ち、魔王のような顔で俺たちを睨にらみ付けた。


    「まずはノックだ。死ぬまでやれ。やれないやつは死ね」
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    「おい。まだウチの部でいつもやってる量の半分もやってねーぞ」


    「──。──」


    　言葉を発することを拒んでいるのが果たして喉のどなのか、脳なのか、それもわからないほど、全身を疲労が埋め尽くしていた。


    　とにかく打つ、獲とる、投げるの野球の基礎となる三動作を体に染み込ませる、体力よりも技術に焦点を当てる、という名目で始まった特訓ではあったが、結局のところ、技術を身に付けるにも、練習の量を積まねばならないのだ。結局、肉体への疲労度でいえば、体力を付けるために延々と走り込みをするのと大差ない。


    　そのことに、俺たちは千本ノックを経てようやく気付いたのだった。


    　前半はまだしも、中盤以降はもうボールを獲るどころの話じゃない。右に左に前に後ろに揺さぶられ続け、ノックで飛んできたボールにグローブがかするならまだいいほうで、最後のほうにはもうノックの音が聞こえれば、左右どちらかによたよたと脚を進めるだけという体ていたらく。


    　ついには脚をもつれさせ、泥まみれになることも厭いとわず、その場に大の字に倒れ込んだ。


    「おい、チビ王女。水ぶっかけてやれ」


    「仕方ないのう。んでは水よりいいものをやろうぞ」


    　そんなやりとりが、遠くに聞こえた。


    　視界の隅で、プリシラがなにやら怪しげな瓶びんの栓せんを抜いて、地面に大の字になった俺に近づいて来た。どう考えても怪しいのだが、指一本を動かす気力もない。


    　プリシラが瓶を傾かたむけると、だばだばと怪しげな液体が俺の口元に降り注いで、そのままからからになった喉を走り抜けていく。もう中身がなんだったとしても、水分ならなんでもいい。


    　プリシラにされるがままに、降り注いでいくそれを体内へと受け容いれていくと、不意に体の奥底から清らかな水が湧き出してくるような感覚を覚えた。四肢の隅々にまでその清涼感が行き渡り、同時に、疲労に濁にごった思考が、まるで台風の後の空のようにクリアになっていく。


    「……あれ？」


    　俺はがばっと上半身を起こした。


    「なんだこれなんだこれなんだこれ」


    　今までもう指一本動かせなかったはずの手をグーパーグーパーしながら、体と頭に訪れた変化を自分自身で確認していく。


    「なんだこれ、疲れが一気に──」


    「王族御ご用よう達たしのエリクサーロイヤルデラックスじゃ。エリクサーの中でも、ユンケルでいうところのユンケルスター的な高級品なんじゃぞ」


    「これがエリクサー……。こんなに効果があるものなのか……」


    　プリシラが様々な回復アイテムを持ち歩いていることは知っていたが、これまで俺たちは特に回復が必要な戦闘なんかを経験していないので、その効果を体感したことはなかった。まさかこれほどの劇的な回復効果があるとは。


    「ドーピングじゃねえだろうな」


    　二に階かい堂どうがプリシラを睨にらむ。


    「禁止薬物等は入っておらぬゆえ安心せよ。歴代の勇者たちも魔王討伐の際に使ってきた由ゆい緒しよ正しきエリクサーじゃ。これをひと飲みすれば、どんなダメージもシャッキリポン！」


    「効果が劇的すぎて気持ち悪いくらいだが……確かに気力体力両方とも全快だ。つーかシャッキリポンは回復の擬音じゃねーよ」


    　とにかく、体力気力が完全回復しているのは事実だった。ついさっきまでの疲労がウソだったかのように、もういきなり走り出せそうだ。


    「おい、ちび王女。そいつはあと何本くらいあるんだ」


    「いささか値は張るが、国内には広く流通しておるゆえ、何本でも用立てることはできるぞよ。これもこの街の道具屋で買ってきたものじゃ。値がはるとは言うても、妾わらわのお小遣いならば大人買いも可能じゃ」


    「なるほど、いいじゃねェか。無限に体力回復ができるってことは、無限に練習できるってことだ」


    　二階堂は眼をぎらつかせて、不敵な笑みを浮かべた。


    「あ……」


    　そうだ。どんなにきつい練習をするプロスポーツ選手であっても、練習によって蓄積した疲労やダメージを回復させる時間は絶対に必要だ。むしろ自分の体が資本であるからこそ、オーバーワークには気を遣わねばならない。


    　どんな鬼コーチであったとしても、一日中選手を練習させつづけるようなバカな真ま似ねはしない。選手を壊してしまえば元も子もないからだ。


    　しかし、エリクサーで体力回復をし続ければ、理論上はずっと練習し続けられることになる。回復し続けられるということはつまり同時に、練習による疲労や苦痛の蓄積がずっと続くということも意味するのだ。


    　体を追い込んで追い込んで追い込んで、ボロボロになったら全回復。


    　プリシラの──というかエリクサーのせいで、開けてはいけない扉が開いた気がした。


    「いくらエリクサーで回復しても、睡眠と食事だけは必須じゃからの。そのへんはよろしく」


    「ってこたァ、八時間寝て一時間飯食って、一日十五時間は練習できるってこったな」


    「計算上はそうなるのう」


    　ブラック企業の経営陣のようなことを言う二人に、抗議を差し挟む暇ひまもなかった。


    「よし。ちび王女、そいつを買えるだけ買ってこい」


    「む、いくらホームラン王でも王女をパシリ扱いは感心せぬぞよ。といいたいところじゃが、妾わらわ的にむしろそういうの新鮮。たまにはそういうジャーマネ的なやつをやってやろうぞ！　はいや！」


    　プリシラは馬を駆って、意気揚々とパシリに向かっていった。


    　確かに俺たちもプリシラを王女様扱いしているとは言いがたいのだが、それでも、まだ出会ったばかりで王女を顎あごで使えるという傲ごう岸がん不ふ遜そんっぷりはさすがに二に階かい堂どうだ。


    　と同時に、こいつの後輩部員じゃなくてよかったという気持ちがふつふつと湧いてくる。


    　我が校の野球部員は、エリクサーもなしにこいつに付き合わねばならないのだ。


    「立て。次ァトスバッティングだ。三秒で立たねえならてめえの頭をバッティングする」


    　バットを肩に担かついだ野球の鬼──。いや、まさしくプリシラがいつだか言ったとおり、野球魔人がそこにいた。


    　絶望的なことに、野球魔人からは逃げられない。
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    　プリシラ──ではなく、綾あやちゃんが、俺の顔を覗のぞき込むようにしゃがみ込んで、指先で挟んで吊つるすようにして、鼻先に何かを近づけてきた。


    「はい、エリクサー漬けレモンの薄切り」


    　そう言って、俺の口の中に輪切りのレモンを運んでいく。


    「プリシラが持っていってあげろって」


    「あ、ありがと……」


    　レモンの酸味とエリクサーの効能と青春成分が口中から体全体に染み渡り、一気に体力を回復させていく。


    「どう、野球の練習は」


    「死んで生まれ変わって、を一日の間に何度も繰り返してる気分だ……」


    　さすがにもうエリクサーで体が回復していく感覚には慣れたものだが、しかし同時に、その感覚は次なる苦痛の始まりのサインであることもまた、この半日で擦り込まれてしまった。


    　ＨＰが全快すれば、すぐにまたそれを磨すり減らす特訓が始まるのだ。


    「あれ、でも二に階かい堂どうは？」


    　あたりを見回すと、野球魔人の姿はどこにもなかった。


    「二階堂君なら、藤ふじ崎さき君たちを連れて別の練習をしにいったみたい。浩こう介すけはなんか別の予定が入ってるから置いてくって」


    「別の予定……？　聞いてないけど、プリシラが何か計画してんのかな」


    　運動会当日までのスケジュールはプリシラ総監督が綿密かつぎっちぎちに詰め込んでいる。種目は野球だけではないため、メンバーによっては他の種目のための特訓を別のところで積んでいたりもするそうだ。


    　現に、和泉いずみ師匠などは朝から野球の練習には参加していなかった。


    「藤崎君は半泣きになってたけど、二階堂君が笑顔で引ひき摺ずっていってた。お尻をバットで叩たたいてから」


    　野球魔人の得意技はケツバット。ターゲットの尻に大ダメージ。ヘタレ仲間として藤崎には同情するが、これも野球のためだと我慢してもらうよりない。


    「この半日で、つくづく二階堂の後輩じゃなくてよかったと思ったよ……」


    　とは言え、二階堂が理不尽な暴力を振るったりするタイプでないことだけは救いだった。理由があればガンガンケツバットを繰り出すタイプではあるので、学校生活ではなるべく近づくことなく、遠くから試合を応援するだけなのが理想ではあるのだが。


    「でも、野球に限らずスポーツで全国大会に行こうって連中は、毎日こんなことを──これ以上の練習を、エリクサーもなしでやりつづけてるんだろうな」


    　なんだかんだ、ノックを打ち続ける二階堂も、相応の疲労が溜まっているはずなのだ。にもかかわらず、エリクサーを口にすることもなく、あいつは平然とノックを打ち続けていた。おそるべき基礎体力である。


    「スポ根もたまにはいいじゃない」


    　そう言って綾あやちゃんは、レモンのエリクサー漬けをもう一つ摘つまみ上げた。


    「そうだ、あのとき綾ちゃんはいなかったのかな。あの千年竜から──テトラさんから、最初の客人神まろうどの話を聞いたんだ」


    「千年前にこの世界にやって来て、その時の魔王を倒したっていう？　プリシラのご先祖様といっしょに」


    「そう。その最初の客人神も、最初は普通の少年だったんだって」


    　けれど、死ぬほどの努力を積んで、やがて世界を救う勇者になったという。


    「二階堂とか柊ひいらぎみたいなやつが、こっちの世界で成長して勇者になっていって──やがて魔王を倒すんならわかりやすい。あいつらならそれくらいのことはできそうだ」


    「確かに。っていうより、あの二人にできないんなら、他の誰にもできないんじゃない」


    「でも、最初の客人神はそうじゃなかったんだよ」


    　だから案外、教室の隅っこでファンタジー小説を読みふけっていたようなやつが、勇者様になってしまうのかもしれない。


    　もっとも、この世界の魔王はもう、誰かに倒されたあとらしいのだけれども。


    　そんなことを話しながら心を癒いやしていると、勇者のひとりが姿を現した。


    　セーラー服の仁に王おう様、柊ひいらぎ小さ百ゆ合りである。


    「委員長。すこし、沢さわ木き君を借りてもいいかな」


    「ん、どうぞどうぞ」


    　綾あやちゃんはジャージについた砂をはらって立ち上がった。


    　もう少しここで体と心を癒やしていたかったが、プリシラならともかく、柊小百合直じき々じきのお出ましとあっては、俺も立ち上がらざるを得ない。


    　柊の傍かたわらには、上半身裸になったマッスル野郎・宗むな像かたの姿があった。


    「ああ、そうか。二人は相撲の特訓をしてたんだな。でも、俺は何を協力すればいいんだ？　あ、行司をしろとかそういうこと？」


    「沢木君には、宗像君の練習相手をつとめてほしい」


    「──え？」


    「やはり短期的に相撲の力を付けるためには、対人練習が要かなめとなる。ことに宗像君は筋力においては高校生レベルをはるかに超えている。もちろん相撲のための筋肉とは違おうが、それでも大きなアドバンテージではある。だから練習は対人での技を覚えてもらうことに専念したいのだが、やはり私が組みながら教えるよりも、第三者視点から手て解ほどきしたほうがいいこともあるのでな。また、私と沢木君が組んで技をかけるところを宗像君が第三者視点から観れば、わかりやすいこともあるだろうと」


    「それは、つまり……俺も相撲チームで特訓をしろと……」


    「ああ。よろしく頼む」


    　柊小百合は善意百パーセントの笑顔で、俺の両肩を掴つかんだ。


    　俺が野球地獄から解放されたのは、つまりこういうことだったのだ。


    　野球地獄から解放されたと思ったら、次は相撲地獄の口がぽっかりと俺の前に開いていた。


    　柊小百合は誰からも愛される聖女である。菩ぼ薩さつのような心を持つ、仁愛の人である。


    　だが同時に、相撲の修しゆ羅らであり相撲の鬼である。


    　これから彼女が俺たちにどれほど激しい訓練を課すのかということは、その傍らに立つマッスルの眼が死んでいることによって容易に知れた。


    　完全に肉のガラクタイメージが定着している宗像だが、これでももとの世界では名の知れた超高校級のボディビルダーである。直接戦って勝敗を決する競技ではないにせよ、その肉体を得るためにどれほどの鍛錬が必要とされるのかは想像に難くない。鍛錬で己おのれを追い込んでいくことにかけては、決して一流アスリートに引けを取るものではない。


    　そのハイパーマッスルが、死んだような眼になっている。心なしかその筋肉もどこか艶つやを失っているし、よく見れば上半身が土だらけ痣あざだらけだ。


    「さあ、稽けい古こをしよう」


    　笑顔で、柊ひいらぎ小さ百ゆ合りは俺を地獄へと誘う。


    「沢さわ木き君は、勇者になりたいのだろう」


    「え、いや、それはもののたとえといいますか──」


    「まだ道半ばの私がいうのもおこがましいが、勇者への道は、飽くなき鍛錬によってのみ拓ひらかれるはずだ。千日の稽古を鍛とし、万日の稽古を錬とす。今から千日の稽古を積むことはできないが、王女様からいただいたえりくさーとかいうものを使えば、少しでもその密度を濃くすることはできる」


    　課金アイテムによってスタミナを回復するエリクサーシステムは、既に相撲の現場にも導入済みであるらしかった。課金を惜しまないサブカルクソ王女の粋なはからいによって、ここにまたもう一つの地獄が生まれたのだ。


    　確かに課金によって効率のいい回復はできる。しかし、あくまでも経験値は自分で積まねばならない。なんとも厳しいシステムだった。


    　いや、当たり前なんだけれども。


    「浩こう介すけ、ファイト！　私もけっこうスポ根好きなの！」
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    　背中にかけられた綾あやちゃんの励はげましだけが、地獄の中の一服の清涼剤だった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　地獄の特訓から解放されて、ようやく就寝時間。


    　精神はボロボロに磨すり減っているのに、エリクサーのおかげと言うべきか、エリクサーのせいと言うべきか、肉体的な疲労はまったくといっていいほど感じない。


    　先日のエルフの島で体験した、労働のあとの心ここ地ちいい疲労感とは対照的だ。


    　とは言えエリクサーによる回復がなければ、一日のほとんどを占める野球と相撲の特訓に体が保もたなかったはずなので、その点は複雑ではあるのだが。


    　体力が万全で頭もはっきりしているぶん、明日の朝からまた繰り返されるであろう野球地獄＆相撲地獄のコンボを思うと、どうにも気が重くなり、なかなか寝付けないでいた。


    　それでも寝不足のまま早朝千本ノックにかり出されることを思うと、睡眠時間の確保はしておくべきだ。俺は無理にでも眼を閉じて、じっとベッドの上に横たわっていた。


    　そうして瞼まぶたの裏の暗くら闇やみに意識を遊ばせているうち、その奥からゆっくりと眠りの世界がこちらへとやって来る。そのまま、暗闇へと自分の意識が溶けかかったとき。


    　誰かに肩を揺すられ、体にその震動が伝わるとともに、意識が引き戻されてきた。


    「……なんだよプリシラ、睡眠だけはエリクサーで補えないって言ったのお前だろ……」


    　こんな真夜中に無遠慮に俺を起こしに来るのはプリシラしかいない。寝入りかけていた頭を再起動させて体を起こすと、ベッドの傍かたわらに立っていたのはプリシラではなかった。


    　俺が昼過ぎからの相撲特訓にかり出されるまで、一緒に野球の訓練に励んでいた藤ふじ崎さき大たい我ががそこに立っていた。


    「……なんだよ藤崎。お前も寝とかないと、明日の朝きついぞ……」


    　まだ頭の中に残る眠気を振り払いながらそう言うと、藤崎は真剣な顔でこう言った。


    「逃げようぜ！」


    「……逃げる？」


    「こんなこと続けてたら体が保たねーよ！　いや、体はエリクサーでキモいくらいに回復してっけどよ、メンタルが保たねーっつーの！　だから明日の朝までに逃げるんだよ！」


    　さすがにメンタルの弱さには定評のある藤崎だ。弱めのヤンキーは弱めのハムスターと同じくらい環境ストレスに弱いというが、それを地でいっている。


    「お前はまだ半分、柊ひいらぎのほうだからいいよ！　俺なんて一日中、バット持った二に階かい堂どうに付きっ切りでしごかれてるんだぜ！」


    「ああ……確かにそれは……」


    「つーかエリクサーがあったって、飲むタイミングがちょっとズレてたら死んでたかもしんねーしよォ……」


    　野球の魔人と相撲の鬼、もちろんどちらもおそるべき怪物には違いないのだが、まだ相撲の鬼のほうがその人格面において信頼できるぶん、特訓を受けるほうも心やすいことは間違いない。相撲の鬼はなんだかんだで宗むな像かたと俺が壊れないギリギリの線を見極めて追い込んできているように思えるが、野球魔人の場合は「そっか、ハムスターってミニ四駆と闘わせる特訓をすると死ぬこともあるんだ～。すげー勉強になったから次からは死なせないようにしよ～っと」という頭の悪い小学三年生が小動物に芸を仕し込こむときの感じがひしひしと伝わってくる。


    　二に階かい堂どうの言う「野球がうまくならないなら死ね」という言葉は、半ば以上が本気だろう。


    「つーことで、逃げようぜ！　お前だって根性無しだろ！」


    「……」


    　逃げるなら逃げるで、どうして俺を起こしたのかと思ったが、一人で逃げるのは気まずいということで俺を誘っているらしい。やはり安定のヘタレ野郎だ。


    「落ち着けよ藤ふじ崎さき、冷静に考えてみろ。いったいどこに逃げるっていうんだよ。ここは野球部の合宿所じゃないんだぞ、異世界なんだ。この世界にツテもなければ金もない俺たちが、どこに逃げていけるっていうんだよ」


    「金はねーが、ツテならあるだろ」


    「ツテ？　異世界に知り合いなんて……」


    　こいつ、またいつの間にか、どこぞのお姉さんと仲良くなったのか。許せん。


    　などと思っていたが、藤崎の答えを聞いて納得がいった。


    「フェアリーの集落に、時とき任とうがいるって話じゃねーか。でもって時任は、っつーか生徒会チームは仲間を欲しがってるわけだろ。だったらそっちに合流させてもらえばいいじゃねーかよ」


    「ああ、時任の、っていうか生徒会の話を聞いたのか」


    　確かに時任は俺たちの中から人員を引き抜こうとしていた。しかし──。


    「でも、クラスのメンバーをランク分けしてたから、誰でもいいって感じでもなかったぞ」


    「あ？　ランク？」


    　しかし、そんなことを話しながら、俺は藤崎にランクＣの評価が付いていたのを思い出した。確かにこいつのジゴロスキルは使いようによっては大きく世界を変えかねないが、俺より評価が高いのがむかつくので、黙っておくことにした。


    「とにかく、俺は逃げるぜ。こんなところに居られるかってんだ」


    　藤崎は俺を置いて、部屋を出て行ってしまった。


    　出ていって五秒くらいすると、戻って来てこちらへ熱い視線を送ってくる。


    「俺は逃げるぜ」


    「……ああ」


    　俺がじっとそのまま見ていると、再び藤崎はドアの向こうに姿を消した。


    　が、十五秒くらいすると、また戻って来た。


    「じゃあな。短い間だったが、まァ、わりと楽しかったぜ」


    「……プリシラにもよろしく伝えとくよ」


    「……」


    　藤ふじ崎さきは再び、ドアの向こうへ姿を消した。


    　あいつ、ほっといても明日の朝には戻って来てるんじゃなかろうか。


    　と思って、俺は再びベッドに体を横たえようとしたが、万が一にも唯ゆい一いつピッチャーができる藤崎が逃げてしまっては、野球の試合そのものが成立しない。


    　仕方なく俺はベッドを降りて、へたれヤンキーを説得しに、そのあとを追いかけることにした。


    　こういう、どうしようもないのに最後のところで放っておけないところが、あいつのジゴロテクニックなのかもしれないと思いながら。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「俺はまだ外野手だからいいけど、藤崎はピッチャーだろ。ピッチャーがいないと試合自体が成立しないだろ」


    「大丈夫だっての。補欠要員としてゴブリンとかいう連中が沢山いたろ、あいつら結構野球うめーから」


    　確かに佐さ々さ木きが引き連れていたゴブリンたちも、万が一の補欠要員として野球の訓練を受けていた。


    「でも、ゴブリン頼りはどうかと思うがなあ……」


    「それに運動会は九種目で競うんだろ。ひとつくらい落としたって問題ねーって」


    　一緒に逃げる仲間を得たことに安心したのか、藤崎は意気揚々とした足取りで進んでいく。


    　どうやってこいつを説得しようかと、眠気を抱かかえた頭で左右の足を交互に進めていたその時、藤崎が不意に足を止めた。何かあったのかと不思議に思いつつ自分も立ち止まると、暗くら闇やみの中から、誰かがこちらへ歩いて来る足音が聞こえる。


    　壁に囲まれた街の中なので、魔物の類たぐいだとは思わないが、人ひと気けのない深しん夜やに第三者と行き会うというのは少し緊張する。


    「君は──客人神まろうどの」


    　灯あかりとして掲げたランプを手に姿を現したのは、この城壁都市の市長だった。


    「ど、どうも。こんばんは」


    　とりあえず知らない人ではなかったので、動揺を隠しつつ挨あい拶さつを返した。


    「こんな時間に、ひとりで散歩でも？」


    「ひとり？」


    　その言葉に疑問を覚えつつ隣を振り返ると、藤ふじ崎さきの姿は既にどこにもなかった。


    「あっ……あの野郎……！」


    　弱めのヤンキーの危機回避能力は、野生動物のそれを凌りよう駕がするという。奴らは強めのヤンキーや生活指導教師の接近を事前に察知し、自分の姿が認識される前に脱だつ兎との如くその場を離れるという特殊スキルを持つのだ。


    　しかも微かすかに聞こえる逃げ足の音からすると、フェアリーの集落のほうを目指して逃げたのではなく、もといた宿へと逃げ戻っていったらしい。


    「こんな時間に、何を？」


    　市長は少しいぶかしげに、質問を繰り返した。


    「あ、いや、えっと──、寝付けないので、ちょっと外で運動会のための練習でも、と」


    　さすがにこの街のために闘うとぶち上げた手前、特訓が辛つらいから逃げようとしていたところですとは言い出せない。いや、俺はそもそも逃げようとした奴を説得していたのだけれど。


    　市長は不思議そうに俺のことを見ていたが、やがてぽつりと言葉を漏もらした。


    「客人神まろうどというのは、もっと特別な人間だと思っていたよ。だが……こう言ってはなんだが、君は普通の子どものように見える」


    「普通……。よく言われます」


    　どうせランクＥだし。


    　だが、少しいじけながら見返した市長の顔には嘲あざけりの色はなかった。運動会開催決定前のテンパっていた頃から比べると、だいぶ穏やかな顔つきをしている。ひょっとしたら運動会という斜め上のアイデアに、もう全てがどうでもよくなったのかもしれない。


    「君はこの街に伝わる伝説を知っているかな。君と同じ客人神にまつわる伝説──最初の客人神についての伝説だ」


    「プリシラのご先祖様の……」


    「ああ、そうだ。異世界より来たりて魔王を討った英雄と、彼を助け、のちにこの国を建てたはじまりの王の、若き日の物語さ」


    　客人神という存在は、幾いく度たびもこの世界にやって来ているという。


    　そしてそれと呼応するように、魔王という存在もまた幾度も現れてきたのだという。


    　その中でも最初の客人神──千年前にプリシラのご先祖様とともに、そのとき世界を脅おびやかしていた魔王を討ち滅ぼした勇者の伝説の断片は、この異世界にやって来てからことあるごとに触れてきた。


    　最初は、この異世界にやって来て間もない頃、プリシラ自みずからの手による紙芝居で。


    　そして次に、千年前からこの世界の行く末を見守り続けてきた千年竜──千年前の客人神と出会い、深い絆を結んだその張本人からは、ついには世界を救う勇者となった彼が、最初はただの少年に過ぎなかったのだという話を聞いた。


    　その次に訪れた神託都市でも、千年前の客人神まろうどが巫み女この神託によって行く先を決めたのだと聞いた。


    　幻の島エルフィニアでも、エルフの大統領と千年前の客人神との友情を、そして彼がエルフたちへと残していった遺産──異世界への忘れ物を眼にした。その忘れ物は生徒会に奪われてしまったが、あれを詳細に調べれば、最初の客人神の人となりがもっとわかったかもしれない。


    　そしてこの城壁都市でもまた、千年前にこの異世界を訪れた彼の足跡を意識せざるを得ない。特に今回俺たちは意識的に、千年前の出来事をなぞろうとしているのだ。


    「この街に伝わる伝説というと、最初の客人神とプリシラのご先祖様たちが、三種族との仲を取り持ったという話ですよね」


    　俺の言葉を肯定するように、市長は小さく頷うなずいた。


    　薄明かりを放つ月を見上げながら、市長は改めて、その伝説について語り始めた。


    「いがみ合っていた三つの種族と、その縄張りに取り囲まれた小さな街があった。三種族間での争いがいつ起こってもおかしくなく、さらには魔王なる正体不明の存在が世界を脅おびやかし、その中で街の人間たちは恐怖に震ふるえる日々をおくっていた。そこに現れたのが、遠い町からやって来た男たち、そしてさらに遠い別の世界からやって来た少年勇者。彼らは三つの種族を皆殺しにするでなく──むしろ人を寄せ付けないはずの彼らの集落へと入り込み、いかにしてか友ゆう誼ぎを結び、人と協力して生きていく方法を伝えた。それがこの街のはじまりだと」


    　プリシラから、そして三種族それぞれからぼんやりと伝え聞いていた伝説を、俺は改めて城壁都市の市長の口から聞かされることになった。


    「俺ァ難しいコトはわかんねーけどよォ！　一つだけワカってることがあるぜ。タイマン張ったらダチだろうが！」


    　いきなり拳こぶしを握にぎり締めて、熱血口調でそう叫んだ市長に、俺はいい年こいた大人が急にバグったときの危険を感じて身を硬くした。


    「──というのが、伝説に伝わる、この国の国祖様が言ったとされる台詞せりふです」


    　よかった、市長バグってなかった。


    「まさに古き良き時代のヤンキー漫画の主人公って感じですね……」


    　プリシラはあれでシニカルサブカルヤンキーだから、熱血系ヤンキーとはまた違うんだよな。


    「コボルト、オーク、フェアリー──千年前の当時は人間と何の交流も持たなかった、どころか険悪な仲であった三種族の縄張りへと乗り込んで、闘い、しかし禍か根こんを残さず──そしてクライマックスに、件くだんの台詞です。リアリティのないできすぎた話で、しかし、そういう常人の物差しでは測れないような人間こそが、英雄と、勇者と呼ばれるようになるのでしょう」


    「……ですね」


    　たとえば二に階かい堂どう英ひで雄お。


    　たとえば柊ひいらぎ小さ百ゆ合り。


    「コボルトとオークの集落へ向かったあの二人は、俺たちの世界でも英雄的な存在です」


    「物語の主人公たる資質を持った者たちだ」


    　俺は同意を示すように、無言で頷うなずいた。


    　そして、生徒会長・若わか王おう子じ暁あきらも。


    「私は、そんな英雄たちが活躍する伝説が大嫌いなんだ」


    　夜の淵を塗り潰つぶすように、どこまでも続くような壁を背に、市長はぽつりとそうこぼした。


    「嫌い──どうしてですか」


    　市長は口の端はしに、自じ嘲ちよう的ともとれるような笑みを浮かべた。


    「私はね、子どものころ、世界を救う勇者になりたかった」


    「勇者、ですか」


    　勇者。俺たちの世界でもおなじみの──ただしほとんどが、フィクションの中において呼ばれる称号だ。


    「この世界の少年は、みな大抵そう願う。そうでなくとも、勇者様を支えるパーティの一員に──優れた戦士に、魔法使いに、そうなりたいと願う。私がまだ幼い頃は、魔王もまだ健在で、人間の世を脅おびやかしていたからね」


    　市長の言う魔王は、つい先日何者かに打ち倒されたという、最新の魔王のことだろう。


    　勇者になりたいというのは、俺たちの世界で言えば、プロのスポーツ選手や芸能人、漫画家なんかになりたいと願うようなものだろうか。そういえばいつだかプリシラも、そんなことを言っていた。


    「空を見上げながら、いつか伝説の客人神まろうどが自分の前に現れて、そして自分を、世界を救うための冒険の旅に誘ってくれるのだと──いつかこの壁の外に私を連れて行ってくれるのだと、そんな空想に耽ふけっていた」


    　市長はそう言い、空を見上げた。高い高い壁の、その遙はるか上に広がる夜空を。


    　無数の星が瞬またたくその空から降り注ぐ流星となって、俺たちは──そしてかつての客人神たちは、この世界へとやってきたのだという。


    「だが、少年だった私の前に、異世界よりの勇者はついに現れず、私はゆっくりと年をとった。いつしか少年期の夢を忘れ、壁の内で繰り返される日常の外へ飛び出すことでなく、壁の内で繰り返される日常を守ることが仕事になっていた」


    　俺はそのとき、つい先日、エルフの島で出会った女の子のことを思い出していた。


    　鎖とざされた世界の、その外側を確かめようと、俺たちの船に勝手に乗り込んだあの子のことを。


    　夜空を見上げながらの回想は、不意に場面が飛んで、今や神託の巫み女ことなったあの人の横顔をも思い起こさせた。特別な存在になるために、自みずからの意志で様々なものを捨てて、高いところへと昇っていったあの人のことを。


    「──でも、市長さん。そんな客人神まろうどに憧れてたなら、どうしてその伝説が嫌いなんですか」


    「自分がなれなかったものになれた人間の話を好きでいられ続けるほど、人間ができていなかったということさ。自分がそうなれなかったからこそ、破は天てん荒こうヤンキータイプのやり方で困難を突破していった英雄が気に入らないのさ」


    　市長は俺から視線を切ると、顔を上げて空を見上げた。


    「君たちに──本物の客人神に会って、私はようやく、自分の夢を忘れることができた」


    　星空に語りかけるように、市長は言葉を継つぐ。


    「君たちは、少なくとも君は、普通の人間だろう。かつての私と同じような」


    　普通の人間。俺は黙って、その言葉を噛かみ締める。


    「でも、積み上げている。汗をかいて、反へ吐どを吐いて、それでも少しずつ積み上げている」


    　城壁都市の敷地内で特訓をしているのだから、市長がそれを眼にしていても当然ではあったのだが、そのような感情を込めて見られていたとは思わなかった。


    　なんとなくむず痒がゆいような気持ちになってくる。


    「昔の私はそれをしなかった。ただ、待っていただけだ。私が世界を救う勇者パーティの一員になれなかったのは、私が少年の頃、客人神がやって来なかったからじゃない。私がただ待っていただけだから。自分の足で壁を越えていかなかったからだ。数十年の時を経て、そんなことにようやく気付けた」


    「そんな大層なモンでもないと思うがのう。二に階かい堂どうや柊ひいらぎのように、あるいは和泉いずみや坂さか上がみ先生のように、何年も己おのれの選んだ道で訓練の日々を続けておる者ならまだしも、沢さわ木きの努力などは試験前の一夜漬けみたいなもんじゃ」


    「──！」


    　俺は慌てて声のしたほうを振り返ったが、そんな喋しやべり方をするやつは一人しかいない。


    「おっす、センチメンタルな自分語りの最中に失礼！　型破りヤンキー系主人公の子孫ちゃん参上！　ちゅーても伝説じゃ主人公の勇者様がメインで、妾わらわのご先祖様は№２のサブキャラじゃがの」


    　深しん夜やにもかかわらず、相変わらずのテンションで、我らがプリシラ王女が現れた。なぜかその片手にはバットを装備している。


    「最近は破天荒型破り系主人公より、どこにでもいる平凡なボクに秘められた才能があった系のほうが流行じゃと聞いたんじゃが。あ、その破天荒の使い方は誤用だとかどうでもいいツッコミは不要なんでヨロシク」


    「最近はまた揺り戻しもあったりもするんだけどな。それに、天才型と並んで努力型の主人公はいつの時代も根強い人気なんだぞ」


    「ほーん、日本のサブカルは懐ふところが深いのう。んで、こんな深夜に外をほっつき歩いてなにしとるんじゃ」


    「お前こそ、王女がひとりでこんな深しん夜やに何をしてんだ」


    　俺が言い返すと、プリシラは手にしたバットの先を俺の方へ向けた。


    「お前、王女のくせにノックアウト強盗でもしようってのか」


    「王女兼監督、じゃ。監督の使命は、この合宿所より一名の脱走者も出さぬこと。男子部屋の見回りをしたとき、ベッドがふたつ空なことに気付いて、脱走者を捕まえに来たんじゃ。そろそろヘタレが逃げ出すころじゃと思うておったが、やはりのう」


    「プリシラ監督、ピッチャー藤ふじ崎さきが我らがチームから逃亡をはかりました。俺は逃げようとするヤツを説得しに来たのであります」


    　俺はきっちりとチクっておくことにした。


    「む、そういえばさっきそれらしき人影とすれ違ったのう。逃げるように宿へと飛んで帰っておったが。ふむ、あとで楽しい罰ゲームを与えておこうぞ」


    　プリシラは自分が歩いて来たほうを振り返りつつ、納得したように言った。


    「んで、沢さわ木きよ。おぬしはどうすんじゃ。逃げるのかや？」


    　プリシラは肩にバットを担かついで、俺の返答を待つ。


    「逃げねーよ」


    「ほう？」


    「千年前のように、得体の知れない相手の住み処かへ乗り込んでいかなきゃならないって話なら逃げてたかもしれないけど。でも、今回は運動会だ。負けたって命を取られるわけじゃないから気楽なもんだ」


    「妾わらわは闘う前から負けることを考えるような根性のないことは好かぬがの」


    　プリシラは口をへの字に曲げる。


    　その時俺は、プリシラはいいとして、市長がなんとも言えない微妙な表情を浮かべていることに気付いた。


    「あ、いや、もちろん俺たちが負けたらこの街が大変なことになるってのはわかった上で、全力を尽くして──」


    「いや。いいんだ。それくらいでいいのかもしれない」


    　俺とプリシラを見比べるようにして、市長は柔らかな声こわ音ねで言う。


    「千年前の客人神まろうども、案外、君のようなやつだったのかもな」


    「いっやー、それはないじゃろ。仮にも我がご先祖様が認めた男じゃ、本もと宮みやひろ志し先生の描くような男の中の男であったに違いないぞよ」


    　そんなプリシラの言葉を聞きながら、俺はもう一人、この旅の中で出会った人のことを思い出していた。人、というか竜のことを。千年前に客人神と出会い、友情を結んだあの竜は言った。


    　──彼は、死ぬほど頑張ったんです。


    　彼。世界を救った、最初の客人神まろうど。


    　文字どおりの死線を越えた、名も顔も知らない彼のことを思えば、運動会くらい、野球や相撲の練習くらい、なんてことはない。


    　いや、やっぱりだいぶ辛つらいけど。


    「王女様。そして、はるか異世界より来たる客人神様。どうか、この街をお救いください」


    　市長は改めて、俺たちに深々と頭を下げた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「オラァ、死ねッ！　頑張れねェヤツァそこに寝て永遠に休んでいいぞ、俺が殺す！」


    　二に階かい堂どうは怒号とともに、ガンガンノックを打ち込んでくる。


    「クソが……っ、あん時逃げてりゃこんなことに──ぐあッ！」


    　鳩尾に取り損そこなったボールをめり込ませて、藤ふじ崎さきはその場にもんどり打って倒れた。


    　そんな藤崎に構かまっている余裕もない。


    　俺も夢中で、自分のほうに飛んできたボールに飛び付く。が、体がいうことをきかず、頭から地面に突っ込んだ。


    「オラァ！　疲れたフリしてんじゃねーぞ！」


    　そんな怒声とともに、新たに打ち込まれたボールが、俺のすぐ側そばの地面を抉えぐっていった。


    　前言撤回。運動会で負けても命は取られないが、その前の練習で死ぬかもしれない。


    　もはや死んだふりをしているのか、リアルに死にかけているのかわからないまま、俺はしばらくの間、地面に突っ伏していた。


    「モウイッチョオナシャース！」


    「いい根性だ、オラァ！」


    　レギュラー獲得に向けて張り切っているゴブリンの溌はつ剌らつとした声が、グラウンドに響く。


    　意識は混濁しているのに、五感は妙に過敏で、遠くから風に乗って、なんだか恐ろしい会話が聞こえてきた。


    「二階堂君。そろそろ沢さわ木き君を借りていってもいいかな。宗むな像かた君と組ませたいんだ」


    「あ？　あァ、相撲にも使うんだったか。だが殺すなよ。野球ができる体で返却しろ」


    「わかっている。なに、沢木君は根性があるから大丈夫だ」


    「根性があったら気絶したフリなんかしねェだろが」


    　野球魔人と相撲の鬼のそんな会話が、遠くに聞こえる。


    　確かに気絶はしていないが、立ち上がれないのはフリではない。


    　そのまま頬ほおを地面にくっつけて屍しかばねを気取っていると、不意に体がフワッと軽くなった。


    　汗で霞んだ視界の中で、視線の高さが地面から高くなったことに気付く。


    　どうやら相撲の鬼が、俺を肩に担かついで運んでゆく途中らしかった。


    「野球のほうも、なかなか頑張っているようじゃないか。勝とうと思うのなら、これくらいのことはしないとな」


    　柊ひいらぎ小さ百ゆ合りは慈いつくしむような、それでいて力強い声で言う。


    　これくらいのこと──これが、彼女らの日常なのだと思うと、枯れた喉のどから乾いた笑い声が出てくる。


    　この地獄こそが、英雄たらんと人生のどこかで決意した人間が見る風景なのだろう。


    「おっ、沢さわ木きによく似た等身大ボロ雑ぞう巾きんかと思ったら、沢木ではないか」


    　どこかから聞こえてくるプリシラのものらしき軽口にも、もはや反論する気力もない。


    　そんなボロ雑巾状態のまま、即席の土俵の上に転がされ、プリシラ監督にエリクサーをぶっかけられる。強制的な回復によって、ボロ雑巾が綺き麗れいな雑巾に回復したと思ったら、土俵の上でまたボロボロに絞り上げられる。


    　でも、これも意外と悪くない──と、特訓中は一度も思わなかった。


    　苦しい。辛つらい。逃げ出したい。という言葉が頭の中をぐるぐると回り続けていた。


    　どうしてあの時、藤ふじ崎さきと一緒に逃げておかなかったのかと、正直何度か思った。


    　けれど、夜を一つ越えるたびに、自分の中に確実に経験値が溜まっていくこともまた感じられていた。その快感は、確かに自分で汗を流すことでしか得られないものだったろう。


    　もはや日時の感覚を失うような地獄の日々が続き──実際にはわずか一週間足らずだったらしいが──そして、ようやく待ちに待った運動会の当日がやってきた。


    　試合への不安や高揚感より何より、最も大きな感情は、ようやくこの特訓の日々から解放されるのだという喜びだった。


    　あとはもう、勝つだけだ。

  


  
    



    　　　六章　運動会でがんばろう


    



    　 「その格好はいったい……」


    　俺は眼を見開いて、眼の前の嬉しい光景に戸惑っていた。


    　綾あやちゃんをはじめとして、坂さか上がみ、仲村渠なかんだかり、川かわ中なか島じま、天てん堂どうらの女子チームが揃そろって、制服でもジャージでもない──どこからどう見ても、チアリーダーの服装をしていたのだ。


    　プリシラはその様子を見て、満足そうに頷うなずく。


    「プリシラ監督、これは？」


    「実際問題、勝たねばならぬ勝負ではあるからの。運動能力の高い順に出していかねばなるまいが、残ったメンツもただ観戦するだけでは淋さびしいじゃろ。そこで、運動会といえばやっぱ応援合戦じゃなと思いついた妾わらわが急ぎで作らせたんじゃが。沢さわ木きは気に入らぬのかや？」


    「プリシラ監督……！　課金アイテムを使ったゴリ押しの経験値稼ぎを指導するだけの能無しだと思っていましたが、ちゃんとそういう方面にも課金していてくれたのですね！　ありがとうございます！」


    「うむ」


    　プリシラは、キャラ性能は変わらないが衣装が変わるタイプの課金も惜しまないタイプらしい。


    　俺も改めて、チアの衣装に身を包んだ女子チームを見るが、なるほど、確かにジャージ姿より、こちらのほうが大変よろしい。


    「まーあたしは競技のほうにも出なくちゃいけないみたいなんだけどね、こういうのってあるんならやっぱ着てみたいじゃん」


    　そう言って仲村渠はポーズを決めた。さすがに読モだけあって、身長が高く脚が長い仲村渠にはチアの衣装がよく似合っている。


    「私はどっちかっていうとチアリーダーより、よく野球漫画のベンチでノートパソコンを持って『次にスライダーが来る確率は78％』とか言って、ッターンってキーを叩たたく役がやりたかったんだけど。私って基本的に裏方気質だし」


    　腰に手を当てながら、綾ちゃんが言う。


    「ッターン系のキャラがおるチームってだいたい負けるからのう。それに、その衣装は監督でなければ妾も着てみたかったぞよ。委員長もよく似合うておる」


    「……そう？」


    　プリシラに褒ほめられて、綾ちゃんはまんざらでもないといった顔で、手にしたポンポンを掲げた。


    　と、プリシラが俺に体を寄せて、耳元で囁ささやいた。


    「沢木よ、覚えておるな。なんとかうまいこと活躍すれば、この後にラブコメ展開があるかもしれないぞよ」


    「あ、ああ、そうだった」


    　幼なじみのチアリーダー姿を前に、俺は改めて運動会への決意を新たにした。


    「妾わらわの計算では、二％くらいはの。ッターン」


    　プリシラはそう言ってエアキーボードをッターンした。


    「そ、そういう％予想はだいたい外れるからな！」


    「そして俺が二年一組の応援団長、一いつ色しき高たか志しであーる！」


    　空気を読まずに横から割り込んできた、学生服にハチマキ姿で胸を張る一色を見て、プリシラは嫌そうな顔をした。


    「勝負を決めるのは気合いだ！　根性だ！　意識の高さだ！　最後まで勝ちを諦あきらめない心根こそが奇跡を生むんだ！　ファイトファイトファイトファイトファイト！」


    「……そういやこんなヤツもおったのう。うーむ。素養を鑑かんがみれば適材適所なんじゃろうが、なーんかむかつくのう」


    「ハッハッハッ、さあ、みんなで我が二年一組の勝利を願って、三三七拍ォー子！」


    「三三七拍子ストップ。やっぱりこれは生理的にむかつく。妾ってそういうの、松まつ岡おか修しゆう造ぞうさんとアニマル浜はま口ぐちさん以外受け付けぬ。てことで監督権限で応援団長チェンジ」


    「えっ」


    　プリシラは一色へ冷たい視線を向けると、自分の首に指を当て、すいっと左から右へと動かした。


    　というわけで、監督兼オーナー兼プリンセスの独断によって、応援団長の首が即座に挿すげ替えられることになった。ワンマンオーナーの采配は非情である。


    　そんなわけで、新たに応援団長に指名されたのが誰かというと。


    「露出が減ったのに、妾的にはチアよりむしろこっちのほうがなんかえろいぞよ！」


    「確かに、なんだろうこれ……」


    「うーむ、男装によるギャップが醸し出すそこはかとないエロス、こりゃ新発見じゃのう」


    　男子制服を着用したその姿に俺とプリシラが食い付くと、坂さか上がみは恥ずかしそうに顔を伏せた。


    「というわけで、新団長。挨あい拶さつをひとつたのむぞよ」


    「え、ええ……」


    　プリシラにそう促うながされた坂上は、困ったように俯うつむく。


    「なんかパパッと景気のいいことを言ってくれりゃいいんじゃよ」


    「……私、運動会とか体育祭が楽しいって思ったことなんて、一度もないんですよ」


    　坂上は地面の一点を見つめたまま、か細い声で言った。


    「まあ確かに、坂上先生は体育は不得手そうじゃものな」


    「私が運動オンチなのは、あんまり関係ないんです。自分がスポーツで負けることはなんとも思わないんです。別にそこで勝負してないですし」


    　坂さか上がみはわずかに口の端はしを歪ゆがめ、眼を細めた。


    「私には自分のクラスを応援するっていう感覚が、全然わからなかったんです。全部他人ごとだったんです。夏休みに野球部の応援にかり出されるのなんて、本当に苦痛でしかなかった。苦痛でしかなかったのに、嫌々応援のバスに乗り込んで、球場で俯うつむきながら、さっさと終われって念じてる自分が嫌だったんです。そんなに嫌なら行かなきゃいいのに」


    「ああ……。確かにうちの学校、野球部の試合だけ応援に行くのが半ば強制イベントとして設定されてるもんな」


    　俺は考えたこともなかったが、知り合いがいたり、野球が好きだったりするならともかく、そうでない人間にとってはただただ辛つらいイベントなのだろう。


    「だから、そういう時には当たり前のようにサボっている宝たから田ださんが、ちょっと羨うらやましかったんです」


    「そういやあいつ、今にして思えば、そういう集団行動系の学校行事にまともに参加してたためしがないな。学校全体で野球部の応援に行くときも常にサボってたし……」


    「よく修学旅行には来たもんじゃのう」


    　今にして思えば、という話ではあるが、宝田の単独行動気質は、異世界に来る前からその片鱗は見えていたのだ。そんな宝田の単独行動を羨んでいたという坂上は、伏せていた顔を上げた。その眼鏡めがねの上で締められたハチマキが、風になびく。


    「でも、今はすごく、自分のクラスを応援したいんです。だから、きっと、勝ちましょう！」
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    　プリシラを真まっ直すぐに見て、我らが応援団長は熱の籠こもった声で言った。


    「うむうむ。妾わらわもそういう気き概がいを買って、坂さか上がみ先生を応援団長に指名したんじゃ」


    「一いつ色しきの無む闇やみに意識だけ高い感じが生理的にむかついたからだろ」


    「そういう美談になりそうにないところは編集でカットしておかねば。泣き虫眼鏡っ娘応援団長のガンバリ奮闘記。これを夕方のニュースの合間のワンコーナーで放送すれば視聴率四パーは取れるぞよ」


    「けっこう現実的な数字だな……」


    「まあ一色は一色で、あとで秘密兵器として使うからちゃんと見せ場はあるぞよ。単に意地悪をしたわけではないんじゃ」


    　プリシラはそうひとりごちてから、準備運動をしていた男子チームへと顔を向けた。


    「さて。野郎どものほうは気合いは入ったかの？」


    　プリシラが男子チームのほうへと歩み寄っていくと、眼が合ったのであろう藤ふじ崎さきが顔を上げた。


    「俺は正直この街がどうとか、クラスがどうとかどーでもいいんだけどよォ。あれだけの練習をやらされたからには勝たねーとなァ」


    　結局、あの夜以来、逃げるタイミングを逃した藤崎は、逃亡を図ることなく嫌々ながらも地獄の特訓を最後までやり終えたのだった。


    　もともとの地力は正当な野球部員とは比べるべくもないし、エリクサーによる回復の助けのおかげでもあるが、練習の濃さだけで言えば、毎年脱走者が無数に出るという野球部の合宿の倍以上のものを潜くぐり抜けてきたのだ。


    　野球を覚えてわずかな期間であるコボルトたちとであれば、そこそこ勝負になるかもしれない。「ヤンキーって学校の体制には反抗的なポーズを取るくせに、クラス対抗での勝負ごととかに盛り上がるのはなんでなんじゃろ？　努力は嫌いなのに、友情と勝利は大好きなんじゃよな」


    「プリシラ、替えの利かないピッチャーをディスるなら試合のあとにしろ」


    「ほいほい。まあこの一週間の間に都合四回逃げだそうとしたとはいえ、最終的なところで逃げ出さなかったのは褒ほめてやろうぞ。あとはその成果を見せるときじゃ。やるときにやれないヤンキーはどうしようもないが、やるときにやるヤンキーは漫画の主人公にもなれるんじゃ」


    「わーってるよ」


    　プリシラにディスられつつも、藤崎はそれなりの闘志をその表情に漲みなぎらせている。つーか、俺の知らないところでも三回逃げようとしてて、しかもそれが全部プリシラにバレてるのかよ。さすがにヤンキーはヤンキーの習性を知るといったところか。


    　とは言え、目立ちたがり屋のヤンキーのこと、こと本番が来てしまいさえすれば逃げ出すこともないだろう。


    「さて、理想を言えば最終戦までもつれ込む前にカタをつけたいところじゃが、そこまでに決めきれなかった場合、トリをつとめるのは宗むな像かたよ、おぬしじゃ。おぬしが今日まで培つちかってきた筋肉の力を見せつけてやるんじゃ！　一回相撲部屋を脱走しようとしたのは多めに見てやるぞよ！」


    　プリシラは既に上半身裸になっている宗像の腹筋にパンチを入れた。どうやら宗像も一度は逃げようとしていたらしい。だが責めまい、ともに相撲地獄を潜くぐり抜けてきた俺にはその気持ちはよくわかる。


    「あ、ああ。任せてくれ……」


    　そう言う宗像の筋肉は小こ刻きざみに震ふるえていた。だが、それも武む者しや震ふるいであると信じよう。


    　宗像がメインであったとはいえ、俺も相撲の地獄の特訓に付き合わされてきた。メンタル面にはまだ若干の心配がなくもないが、その怪力はともに練習に付き合ってきた俺が誰より知るところだ。身を以もつて体験したが、やはりマッチョは強いのだ。巨漢のマッスル野郎が噛かませ犬にされるのは、能力バトル漫画の中だけなのだ。


    「あと他にもごちゃごちゃおるが、全員を拾っていく時間もないので、その他の有う象ぞう無む象ぞうちゃんも頑張るんじゃぞ。ファイトファイト！」


    　プリシラの適当に処理して切り捨てるような言葉に、マイケルだの漆うるし原ばらだのゴブリンだのがごちゃごちゃと声をあげたが、それは割愛。


    「おし、んでは全員、円陣を組もうぞ」


    　そんなプリシラの求めに応じ、俺たちは全員で肩を組んで円陣をつくった。


    「よいか。王女のパーティに敗北は許されぬ。勝つぞよ！」


    　円陣の中央に向かってプリシラが檄げきを飛ばし、全員が声を揃そろえてそれに応こたえた。


    「おう！」


    　これ以上ない運動会日和の青空に、俺たちの声が高らかに響いた。


    　そして、異世界大運動会がはじまる。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    【第一試合 リレー競走】


    「位置について──」


    　スターター役のフェアリーが、小さな手を高々と差し上げる。この運動会を取り仕切る進行役は、フェアリーが務めることになっていた。その点、完全に公平とは言いがたくはあるのだが、信用するしかない。


    「よーい、どん！」


    　声を張り上げながら、フェアリーが勢いよく手を下ろした。


    「と、私が言ったらスタートね」


    　全員がずっこけて転びそうになる。


    「そういう昭和のお約束はやめろ！」


    「まあまあ。こういうの一回はやっとかないとね。じゃあ今度はマジにいくよ」


    「マジでちゃんとやるんじゃぞ！」


    「それはダチョウ倶楽部メソッド？」


    「妾わらわもそれは大好きじゃが、今はやめるんじゃ」


    　つーかフェアリーも知ってるのかよ。


    「はいはい。それでは位置について──」


    　再び、フェアリーが手を高々と差し上げる。


    「よーい、どん！」


    　こうしてリレー競走の──運動会の第一種目が開始された。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　最終走者の仲村渠なかんだかりにバトンが渡った。


    　ここまで差は五メートルほど。まだ絶望的な差ではない。


    　仲村渠がぐいぐいと追い上げていく。伸びやかで、綺き麗れいなフォーム。


    　モデルらしく長い脚を活いかした大きなストライドで、飛ぶようにグラウンドを駆けてゆく。


    「ううむ、やはりだかりんは汎はん用よう性せいが高いのう」


    　仲村渠の疾走を眺めながら、プリシラが満足げに頷うなずく。


    　先頭を走るコボルトがわずかに後方を振り返った。


    　三メートル、二メートル、一メートル──。


    　ついに仲村渠がその背中を捉え、追い越した。


    　仲村渠に追い越されたその瞬間、コボルトが脚をもつれさせて転んだ。


    　一瞬、はっとした表情をみせた仲村渠だったが、勝負は非情なもの。すぐに視線を前に向け、風に乗るかのように更にスピードを上げていく。


    　あとゴールまで五メートル。


    　四種族の混じり合った歓声があがる。


    　四メートル。


    　仲村渠は真まっ直すぐ前を見据えている。


    　三メートル。


    　心なしか、腕の振りがわずかに大きくなった。


    　二メートル。


    　仲村渠なかんだかりのストライドはブレない。少し胸を張るように上体を立てながら、なおも加速を続けていく。


    「だかりん！　逃げ切るんじゃ！」


    　プリシラが絶叫する。


    　五十センチ、四十センチ、三十センチ、二十センチ、十センチ──。


    　そして勢いよく、仲村渠はゴールテープへと飛び込んだ。


    「んなあっ！」


    　プリシラが、なんとも言えない声をあげた。


    　一番最初にゴールテープを切ったのは確かに仲村渠だった。仲村渠自身もそう思っていただろう。


    　だが、最初にゴールしたのは、仲村渠ではなかった。


    　おそらくは仲村渠以外の全員が、そのことに気付いていた。仲村渠がその腰でゴールテープを切るよりほんの一瞬早く、その膝ひざの高さを矢のように駆けていくものがあった。


    　バトンを口に咥くわえ、四つん這ばいになって地面を駆けるコボルトであった。


    　仲村渠に追い抜かされそうになる瞬間、彼は転んだのではなかった。そうではなく、奥の手を──文字どおりその手を前足に替えて、四本の足で地面を蹴けったのだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「──そっかぁ、ちっくしょ、残念」


    　両の掌てのひらを自分の膝に置いて、荒い息を吐つきながら、仲村渠は自分の敗北を悟ったようだった。


    　やがて、背筋を伸ばして天を仰あおぐ。


    　仲村渠は勝者となったコボルトへと視線をやった。


    　そして彼の元へと歩み寄り、握手を求めるように右手を差し出すが、何かを思い出したように、すぐにその手を引っ込める。


    「あーっと、コボルト族は、こうなんだっけ？」


    　はにかむように笑って、右の掌を天に向けてコボルトへと差し出す。


    　コボルトも二本足で立って、右前足から右手となったそれを、仲村渠の掌に置いた。


    「あははっ、こらこらっ」


    　なんということでしょう。コボルトは仲村渠の肩に両前足というか両手を置くと、ペロペロとその顔を舐なめ回しはじめた。


    「うーむ。あれはコボルト族が最上級の敬意と親愛を示すときの行動だそうじゃが……けしからん。えろい」


    「犬め……」


    「ちょ、ちょ、それはヤバいそれはヤバい、くすぐったい、あはははっ」


    　仲村渠なかんだかりはコボルトに押し倒されるように地面へと尻しり餅もちをつき、そのままコボルトに舐なめ回されるままになっている。

  


  [image: ]


  
    「ぐぬぬ、妾わらわたちのだかりんが……。人間のオスが同じことをやったら逮捕じゃぞ……」


    「犬め……」


    「誰かスマホをこれへ、動画を撮るぞよ」


    　俺とプリシラがそんなことを言ってる間に、大会本部のフェアリーが、競技の結果を告げる。


    「先ほどの競技結果を発表します。リレー競走は、三種族連合チームの勝利です」


    　俺たちはまず、相手チームに先攻を許すかたちとなってしまった。


    「だかりん、タオルじゃ」


    「あ、サンキュープリっち」


    　仲村渠はプリシラからタオルを受け取ると、首筋や腕を拭ぬぐっていく。


    「いっや、もうベッタベタ。汗じゃなくってわんちゃんに舐められたからだけど」


    「ぐぬぬ……エロ犬め……」


    　プリシラは怒りにまかせて歯は噛がみする。


    「つか、ゴメンね。負けちゃった」


    「なに、勝負ごとは時の運。常日頃からその身をもって草原を駆けるコボルト族に本気を出させただけでも大したものじゃ。つーかあのエロコボルトはあとで妾わらわが直じき々じきにしばく」


    「えー、そういうんじゃないと思うけどな」


    「見た目がああじゃから、ふれあいわんわんパーク感が出ておるだけじゃ。同じことを沢さわ木きがやったらどうじゃ？」


    「通報」


    「うん、ですよね」


    　とにかく一戦目は落としてしまったが、俺とプリシラの中でコボルトに対する闘志だけは不必要に燃え上がっていた。


    「よし、気持ちを切り替えていくぞよ。次は玉入れじゃ。これは各チーム十名が参加することになっておるが、競技の内容だけに、個々の運動能力や連係というよりは手数が勝負じゃ」


    「中学高校でも体育祭はあったけど、玉入れってのは小学生のとき以来だな」


    「妾など人生初の玉入れにテンションが高まっておるぞよ！」


    　ついに王女自みずからの出陣とあって、プリシラも入念に準備運動をしながら、闘志を燃え上がらせている。


    「よし、ではゆくぞよ！」


    　プリシラの檄げきとともに、十人の戦士たちが玉入れ会場へと向かった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    【第二試合 玉入れ】


    　玉入れ競技が始まってから一分も経たたないうちに、俺たちは完全に戦意を喪そう失しつしていた。


    　もはや球を投げる気力すらなく、俺たちはただその光景を見上げていた。


    「プリシラ……これ、絶対にルールの整備ミスだろ……」


    「ぐぬぬ……」


    　プリシラはまたもぐぬぬと呻うめきながら、相手チームの籠かごを悔しそうに見上げている。


    　十対十だが、一回戦目のリレー競争が全員コボルトだったのに対し、二回戦の玉入れは、全員がフェアリーだった。


    　一人一人がやっと両手で玉入れの玉を抱かかえることができる程度の体格しかないフェアリー。


    　──しかし、彼女らには他の種族には真ま似ねできない能力があった。


    　何度も眼の前でその能力を見ていながら、俺たちはそれを完全に忘れていた。


    　フェアリーは、飛ぶのだ。


    　一人が一つ玉を抱えて、高くに掲げられた籠へ向かって飛ぶ。確かに俺たちが玉を投げ上げるより遅いが、しかし、持ち上げられた玉は百発百中で籠へと叩たたき込まれていく。


    　だが、予あらかじめ双方に通達してあるルールに『飛んではいけない』との条項が存在しない以上、その行為を何ら咎とがめることはできない。


    「ええい、打ち落とせ！　玉を投げつけてフェアリーを打ち落とすんじゃ！」


    　地団駄を踏みながら、プリシラは相手チームの籠かごを見上げて叫び、そこへ向かうフェアリーたちに玉を投げつけはじめた。


    　確かに相手チームに玉をぶつけてはいけないというルールもまたないのだが、もはや完全に競技の性質が変わってしまっている。俺たちが戸惑う中、プリシラだけが宙空のフェアリー目掛けて玉を投げつけた。


    　だが。プリシラが投げつける玉を、フェアリーは空中で難無く躱かわしていく。中には挑発するように、くるりと一回転しながらプリシラの玉を避けつつ昇っていく者もいる。


    「うぬぬ、これでも食ら──ぎにゃ！」


    　上空を見上げて振りかぶっていたプリシラの鼻っ柱に、玉が連続で三つ直撃した。


    「あら失礼あそばせ」


    　上を飛んでいたフェアリーが落とした玉だったが、明らかにプリシラを狙ねらって落としたものだった。もっとも、フェアリーを打ち落とそうとボールを投げつけていたプリシラに、その行為を咎められるはずもない。


    「最後まで諦あきらめない！　ファイトファイト！」


    　そうやって仲村渠なかんだかりが声を上げて鼓こ舞ぶする中、俺たちもなんとか自分たちの籠へ目掛けて玉を投げ上げ続けていたが、焼け石に水。


    　既にフェアリーたちは、これ以上入らないくらい玉が山盛りになった籠の上であぐらをかいていた。


    「諦めたらそこで試合終了だ！」


    「諦めても即終了じゃないから辛つらいんじゃ！」


    　プリシラにできることは、外野から無責任に飛ぶ一いつ色しきの応援に悪態をつくことだけだった。


    　そのまま、無為に時間だけが過ぎていった。


    「はい、そこまで～。両チーム、玉を投げるのをやめてくださ～い」


    　進行役のフェアリーの声が響き渡ったときにはもう、既にどちらのチームも玉を投げてはいなかった。


    　本来なら両チームが籠の中の玉を一つずつ手に取り、


    「ひと～つ、ふた～つ、みぃ～っつ」


    　と同時にカウントしていくあれをやるのだが、ここまで差が付いてはその必要もない。


    「え～っと。これはもう数えるまでもありませんね。それでは第二試合、玉入れも、三種族連合チームの勝利となりま～す！」


    　こうして俺たちは、続く第二戦までをも落としてしまったのだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    【第三試合 綱引き】


    「反則、反則よ！」


    　プリシラの頭の周りを飛び回りながら、フェアリーは金切り声を上げる。


    「なにが？」


    「なにがじゃないわよッ！　こんなのどう考えても反則じゃないのよ！」


    「ほーん。大会ルールは妾わらわと三種族が合意の上で定めたはずじゃが、果たしていつそんなルールが決められたんじゃっけかのう。何時何分何秒地球が何回回ったときじゃ？」


    「きぃいっ！」


    　綱引きは当然にパワーがものをいう競技なので、三種族チームの出場選手はズラリとオークが並んでいた。それも、オークの中でもガタイのいい連中ばかりだ。百キロ超級のオークが並ぶのは、相当に威圧感があった。


    　だが威圧感という意味においては、こいつの前では比較にもならない。


    　その巨体は、明らかに一トンを軽く超えている。アフリカ象の体重は五～六トンだそうだが、そいつは動物園で見たことのある象よりもさらに大きい。二十トン──三十トンを超えているかもしれない。


    　そんな巨体から伸びた長い首を地面すれすれへと曲げ、人間を丸呑のみにできそうなくらい大きな顎あごで、綱の一方の端っこをがっちりと咥くわえている。


    　その前に、俺たちのチームから九人が順番に並んで綱を握にぎっているが、はっきり言って、九人が誰であろうともう関係はなかった。


    　なおも諦あきらめきれないらしいフェアリーが、そいつの鼻先に止まって、臆することなく叫んだ。


    「常識で考えて、ドラゴンなんて反則よ！」


    　そう、我がチームの切り札、意識の高いドラゴンがついにここで実戦投入されたのだった。


    　もはや対戦相手のオークたちも、若干引いている。いくら剛の者が揃そろったオークたちとはいえ、日々力を誇る世界に生きている以上、その力の限界というものもまた知っている。


    　力比べの競技は、それがシンプルであればあるほどに、双方の体格差、体重差がものをいう。


    　相撲の力士がとにかく食べて体重を増やそうとするのも、そういう理由があるからだ。


    　いくら膂りよ力りよくにすぐれ、日々鉱山での採掘作業と相撲で足腰を鍛えているオークたちでも、十倍をはるかに超える体格差ではいかんともしがたい。


    「さ、尋じん常じように正々堂々と勝負をしようぞ！」


    　プリシラはキリリとした表情でそう言って、綱を握り直した。


    「勝負が始まる前のこのヒリヒリとした緊張感はたまらんのう。いったいどっちが勝つんじゃろか～」


    「卑ひ怯きよう！　卑怯よ！」


    　いくらフェアリーが騒いでも、ルールの不備をタテに開き直ったプリシラには通じない。


    　ルールブックに『ドラゴン禁止』の一行がない限りは、反則とは言い切れないのだ。


    　確かに俺たちもこれはちょっとズルいのではないかと思わないでもないのだが、そもそもフェアリーたちも、玉入れ競技において、玉を投げずに飛んで籠かごに運ぶというきわどいことをやってのけたのだ。それを考えれば、まだ後ろめたさも軽減はされる。


    「それでは両チーム、綱を握にぎってください。いいですか、それではレディー、ゴー！」


    　司会フェアリーの合図とともに、一気に綱が張り詰めた。オークもさすがにハナから勝負を捨てるつもりではないらしい。


    「気合い入れていこうぜ！　みんなの力を一つにすれば絶対に勝てる勝てる間違いないッ！」


    　そんな檄げきが飛んだ。


    　俺たちの背後から。綱を握る、九人の背後から。


    　重厚な──まるで、巨大なドラゴンの咆ほう哮こうがごとき声で。


    「え？」


    　全員の頭に大きな疑問符が浮かんだ瞬間、俺たちは前につんのめるようにして、ドミノ倒しのように一斉に前方へと引き抜かれた。


    「ちょ、うわあっ！」


    　オークの剛力×10は、俺たちを一気に引っこ抜いた。


    　リレー競走でなく、綱引きでのごぼう抜きだ。


    　前方へと完全に体勢を崩された俺たちは、怪け我がをすまいと咄とつ嗟さに綱から手を離し、地面に手を突いたり膝ひざを着いたり、その場にバタバタ倒れ、あるいはごろごろと転がった。


    　地面に手を突きつつ、振り返った先には、口をあんぐり開けたドヤ顔のドラゴンが一匹。


    　その場の全員が──俺たちも、オークも、フェアリーも、観客たちも。


    　全員が同じことを思ったハズだ。


    



    　──口で綱を咥くわえてたんだから、喋しやべっちゃダメじゃん！


    



    　全員の無言のツッコミを受けたドラゴンは、ほんの少しだけ首を曲げた。


    「……ドンマイドンマイ！　切り替えていこうぜ！」


    　重厚な声がその場に響き、全員が脱力して膝から崩れ落ちそうになった。


    「自分で言うでないわ！」


    　さすがにキレたプリシラのドロップキックが、ドラゴンの胴体に炸裂した。もちろんドラゴンの巨体にはノーダメージ。


    　こうしてドラゴンの力もむなしく、二年一組チームはまたしても星を一つ落としたのだった。


    　これで勝ち星の数は三対零。


    　さすがに、あとがなくなってきた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    【第四試合 借り物競走　第五試合 棒倒し】


    「はい、借り物競走はマイケルのせいで負けました、と。オーマイゴッド」


    　プリシラはそう言って天を仰あおいだ。


    「ヘイ！　露骨な編集はＮＧデース！　今回拙せつ者しや空気デース！」


    「なーにがＮＧじゃ。せっかく天てん堂どうがふしぎな力によって都合のいいものばかり引き当てたのに、おぬしのせいで負けたではないか。おぬしの見せ場は国民性ジョークで終わりじゃ」


    　プリシラはマイケルに冷たい視線をおくる。


    「まあふしぎな力っていうか明らかにイカサマだったけどな……。やっぱり不正すると勝てないようになってるんだよ」


    　第四戦の借り物競走も落としたことによって、四タテを食らった俺たちにはもうあとがない。全九試合の勝ち星の数によって全体の勝敗を決するため、あとはもう全ての試合に勝つしかないのだ。


    「次の競技は『棒倒し』です。出場選手は、競技場に集まってください」


    　フェアリーが飛び回りながら、そうふれてまわる。


    　昼休憩の弁当タイムを経て、ついに午後の競技が始まった。


    「野球と相撲の練習ばかりで棒倒しも特訓なんてしてなかったけど、大丈夫なのか。あれってけっこう集団でやる競技じゃなかったっけ？」


    「うむ。五対五の勝ち抜き戦じゃが、妾わらわの独断で既にオーダーは決めてあるぞよ」


    「五対五の勝ち抜き戦？　プリシラ、ひょっとしてこの世界の棒倒しって、俺たちの世界のとちょっと違うのか？」


    「同じじゃろ。棒で相手を殴なぐって倒すというシンプルな競技じゃよ」


    「……俺たちの知ってる棒倒しとちょっと違うかな」


    　俺たちの知っている棒倒しとは、お互いの陣営に立った木製の棒を攻撃して倒すという、かなりハードで荒っぽい競技だ。特に旧日本軍の士官学校から現代の防衛大学に受け継つがれた棒倒し大会は、毎年壮絶な熱戦が繰り広げられることで知られている。棒を倒す過程において激しい肉弾戦が繰り広げられることが醍だい醐ご味みではあるらしい。


    　が、プリシラの言う棒倒しは個人競技であり、俺たちの知るものでいうと、剣道に近いようだ。そうなると、俺たちの陣営から出ていくのは決まっている。


    　当然、プリシラは彼女を軸にオーダーを組んでいる。


    　既に彼女はスタンバイを終えていた。


    「五対五の勝ち抜きとのことだが、あとは誰を用意しておいても構かまわないぞ。私が全て抜くからな」


    　そう言って不敵な笑みを見せるのは、我らが二年一組の切り込み隊長、エロス＆バイオレンス担当（とプリシラは言う）、和泉いずみ刀とう香か師匠その人である。


    　ジャージ姿ではなく、セーラー服とスカートの制服姿だ。本人曰いわく、そちらのほうが袴はかまに近く、気分が出るとのことだが、格好を付けたいだけなのではないかとも思う。


    　ちなみにプリシラはビキニチャンバラを推おしていたが、さすがに却下された。


    「下段を打ってもよいということなら、競技としては剣道よりもむしろスポーツチャンバラに近いようだな」


    　手の内で棒の握にぎり具合を確かめながら、和泉は言う。棒倒しに使う棒というのは、棒といってもバットのように木からそのまま削り出したようなものでなく、竹の棒に革を被せたものだった。和泉が言うには、発明された当初の竹刀しないはそのようなものであったらしい。


    「さすがに木の棒でぶっ叩たたき合ったら怪け我が人にんが出るからの。それは運動会の趣旨ではない。じゃが気を抜くでないぞ、そもそもコボルトたちは棍こん棒ぼうを用いて狩りを行う。棒での殴なぐりっこにかけては舐なめたものではないぞよ」


    「ああ。わかっている、心配するな」


    　いつになく凜り々りしい顔付きで、和泉刀香は出陣していった。
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    「それでは、ただいまより棒倒し競技を開催します。互いの先せん鋒ぽう、前へ」


    　和泉とコボルトは、互いに向かい合って一礼した。


    「それでは、はじめ！」


    　フェアリーの宣言とともに、双方が棒を持って構えた。


    　和泉は長めの棒を両手持ちの正眼、コボルトはやや前傾姿勢で、右手に持った短めの棒を構えている。


    　張り詰めた空気に、これまでのワイワイガヤガヤとした空気とは一転、観客たちも全員が固かた唾ずを呑のんで見守る。


    「んぐんぐ、これは、ばりばり、なかなか緊張感のあふれる、んぐぐ、勝負じゃのう」


    　ポテトチップスの袋に手を突っ込みながら、一人だけ緊張感のないプリシラが言う。


    　先に動いたのは、コボルトだった。


    　リレー競走のときにもその力を見せつけたように、さすが敏びん捷しよう性に定評のあるコボルト。


    　バネ仕掛けのように跳ねるやいなや、すさまじい速さで和泉いずみに飛びかかった。一歩踏み込めば相手を打てる距離のことを一刀一足の間合いと言うそうだが、それが人間のものよりもはるかに遠い。


    　──和泉が脳天を打たれた。


    　と思った次の瞬間。


    「きゃん！」


    　と犬の鳴くような声が上がり、コボルトの鼻っ柱に和泉の竹刀しないが炸裂していた。


    「ま、まいったわん！」


    　鼻を打たれて涙目になったコボルトは、その場に跪ひざまずく──どころか、お腹なかを見せるように仰向けになる。犬が降伏をするポーズと同じだ。


    　と同時に、静まりかえっていた観客席がわっと湧いた。


    　和泉の快勝であった。


    「自分で勝手にポンコツキャラを積み上げていってたから最近忘れてたけど、和泉は剣を持たせりゃ普通に強いんだよな……」


    「うーむ。アホなオチが付いて敗退するものと決めてかかっておったんじゃが、普通に勝ちおったぞよ」


    「決めてかかってたんなら出場選手に選ぶなよ」


    「無抵抗な相手を木刀でボコったり、ハレンチ水着相撲をするだけが特技ではなかったんじゃな」


    「流石は我が武友。なまってはいないようだな」


    　柊ひいらぎも仁に王おう立ちで腕組みをしたまま、和泉の闘いぶりを楽しそうに観ている。


    　そうだ、本来、和泉刀とう香かは柊小さ百ゆ合りから武友と呼ばれるレベルの使い手ではあるのだ。


    「フフフ、間を空けることはない。次、参られい！」


    　勝ち抜き戦なので、和泉はその場に残ることになる。和泉が竹刀をコボルト陣営に突き付けると、輪の中から次のコボルトが飛び出してくる。


    　あとはもう和泉師匠のひとり舞台だった。


    　真っ向から唐から竹たけ割りをし、袈け裟さに斬り、脛すねを斬り、胴を突き、相手の竹刀をすっ飛ばし、足をかけて転ばし、とまるで殺陣たてを見ているかのように鮮やかに、次々とコボルトたちを下していく。


    　やられたコボルトたちは次々と地面に仰向けになって、お腹を見せて降伏のポーズをとる。


    「フハハハハ！　異世界よ、これが和泉刀香だ！」


    　そうやって調子にのりつつ、低い姿勢で突っ込んで来たコボルトの突進を闘牛士のように躱かわすと、すれ違い様にその後頭部をしたたかに打った。


    「きゃいん！」


    　と高い声で鳴いて、すぐさま腹を見せる。


    　たちまちのうちに、降伏わんわんの列がずらりとできあがっていく。


    　そんな和泉いずみの快進撃を前に、ひとりプリシラだけが不機嫌そうにしていた。


    「おらっ、つまらんぞよ！　水着も着ずに、なにを普通にキリッと剣客キャラやっとるんじゃ！　あれだけ前振りされたら水着でポロリじゃろが！　脱げっ！　脱げっ！」


    「タチの悪い観客だなあ……」


    　しかし、そんなプリシラの思いをよそに、和泉の快進撃は続いていく。


    「でも水着はともかくとして、こういう言い方はむしろコボルトに失礼なのかもしれないけど、なんか頭のアレな女子高生が犬を虐待しているようにも見える……」


    「うん。犬じゃないってわかってるんだけど、私犬好きだからちょっと……」


    　綾あやちゃんは家で柴犬を飼って可愛かわいがっているので、犬（ではないのだが）が弱点である鼻っ柱をバンバン強打されては地面に転がってくぅんくぅん鳴くのを観ていられないのだろう。


    「ああ……二に階かい堂どうもこうやってコボルトを従えていったのか」


    　たちまちのうちに、コボルトは全て片付けられ、和泉無双は幕を下ろした。


    「ただいまの試合により、コボルト側の選手が全て敗退したため、二年一組チームの勝利となります！」


    　物足りないような顔で竹刀しないを手に凱がい旋せんしてきた和泉を、プリシラは笑顔で迎え入れる。


    「よくやったぞよ。あとは水着に着替えてわんわんにペロペロされるというラストシーンが待っておる」


    「やめろ、俺の師匠をヨゴレキャラに引き戻すな」


    「和泉には、何かの拍子で売れた途端に『水着グラビアの仕事なんかしてましたっけ？』的な空気を出してくる大女優気取りにはなって欲しくないんじゃ……。おバカ天然キャラで売り出して軌道に乗ってから、『あれは事務所に言われたキャラ作りで～』と過去のブースターを切り離しにかかるような二段ロケット方式タレントにはなって欲しくないんじゃ……」


    「そうか、どうしてもサービスが必要というのであれば……」


    「師匠、まんざらでもないって顔はやめなさい。プリシラもその水着をしまえ」


    「ちぇ」


    　とにかく、キャラ付けにおいて迷走を続けていた和泉刀とう香かが、久々に本来の剣客少女キャラに立ち返り、ポンコツぶりを払拭することによって、貴重な一勝を挙げたのだった。


    　これで勝敗は四対一。
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    【第六試合 パン食い競争】


    　これまでの試合の中でも、観客の熱気は最高潮に達していた。


    　接戦にして熱戦。


    　まさかパン食い競争がここまで白熱するとは、予想だにしていなかった。


    「……今さらだが、パン食い競争って、リレー競走の途中にパンが上から吊つるしてある関門があるやつじゃないんだな」


    「何を言うておるんじゃ？　パン食い競争といえば、パンを食う競争であろう。すなわちフードファイトじゃ！」


    　巨漢のオークを相手取り、山盛りのパンを次々に口へと突っ込んでいるのは、丸まる山やまだった。


    　いくら丸山が小太りだとはいえ、小太りはあくまでも小太り。巨漢のオークとは体重にしても倍近く違うだろう。そんな体格差をものともせず、一歩も譲らず、一歩も引かず、パンひとつぶんの差もあけないデッドヒートを繰り広げていた。


    「フードファイターはとくべつな訓練を受けています。ちびっこはまねしないでね」


    　プリシラは空を見上げて注意喚かん起きを促うながした。


    「俺たちが野球や相撲の特訓をしている間に、やたらと丸山にだけご馳ち走そうを食べさせていたのはこのためだったのか……」


    「まさか妾わらわが甘やかして贔屓ひいきしておるとでも思うておったのかや」


    「めちゃめちゃ思ってたよ」


    「たしかに半分は贔屓じゃがの。相撲において体格の大きさが重要なファクターとなるように、フードファイトにおいては胃袋の容量こそがカギとなる。そのため付け焼き刃ではあるが、丸山の胃袋を拡張するために、毎日無む理り矢や理りご馳走を詰め込ませたんじゃ」


    　確かにプリシラの言うとおり、一流のフードファイターたちは日頃から胃袋を拡張するための訓練を怠っていないらしい。


    「あと妾は、小デブがものを沢山食べている光景を眺めているところに幸せを感ずるんじゃよ」


    「どういう趣味なんだよ……」


    「いまや日本の大食い界は、ヤセの大食いたちが席巻しておるそうじゃな。デブキャライコール大食いという幻想は既に打ち砕かれてしまったあとだと聞くぞよ。じゃが丸山なら、その幻想を現実のものにしてくれるに違いない！　今一度、デブキャラ大食漢説を証明するんじゃ！」


    　プリシラは拳こぶしを振り上げて、熱の籠こもった口調で叫んだ。


    　俺たちがそんなことを言っている間にも、パンの山がみるみるうちに崩されていく。


    「妾たちには応援することしかできぬ！　さあみんな、応援合戦じゃ！　団長！」


    「はい！」


    　こうして俺たちのクソ豚コールが青空に響き渡った。


    　負けじと、相手のオークたちも──コボルトもフェアリーも、歓声をおくる。


    　俺たちの応援が届いたのか、女子にクソ豚呼ばわりされることで丸まる山やまの中の何かが覚醒したのか、丸山のパン食いペースは衰えるどころかむしろ加速していった。


    　目を白黒させながら、丸山は最後の一つを口に突っ込むと、右手を天に突き上げたまま動かなくなった。


    「おお……伝説の誕生じゃ……」


    　プリシラが呟つぶやいたその瞬間、どこからともなく拍手が起こった。


    　観戦していた市民が、そしてオークやコボルト、フェアリーたちもが、丸山へ──いや、人間とオーク、種族は違えどふたりのぶたびとへと惜しみない称賛の拍手を送っていた。


    　これで勝敗は二対四。一敗も許されない状況は変わらないが、流れはこちらに来ている。
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    【第七試合 騎馬戦】


    「次の種目は『騎馬戦』です。出場選手は騎馬のうえで、競技場に集まってください」


    　フェアリーの声があたりに響き渡る。


    「ようし、ここから盛り返すぞよ！」


    　そんな威勢のいいプリシラの声が響く中、プリシラ以外の俺たちは困惑しながら、互いに顔を見合わせていた。その視線の先には、お馬さんが繋つながれている。


    「これ、馬じゃん。本物の馬じゃん」


    「何をわけのわからぬことを言うておる。騎馬戦に馬がいるのはあったり前ではないか」


    「……」


    「騎馬戦ははそっちの世界にもあるんじゃろ。特に中世ヨーロッパとかに」


    「いや、あるけど……」


    　むしろそっちの騎馬戦のほうが由ゆい緒しよ正しいんだろうけど。


    「騎馬戦の訓練まで手がまわらなんだゆえ、ぶっつけ本番じゃが仕方あるまい。騎馬戦は一対一ゆえ、もっとも自信のある者が出ればよいと思うんじゃが」


    　プリシラは俺たち一同を見回す。が、全員の表情が固い。


    「いや、そもそも俺ら、基本馬に乗れないんだって。だから馬車で旅をしてきたんじゃないか」


    「ちょっと待てい！　事前に騎馬戦の経験者を募つのったら全員が手を挙げたではないか！」


    「あのな、現代日本でいう騎馬戦っていうのはな……」


    　日本の運動会における騎馬戦の説明を聞いたプリシラは、みるみるうちに表情を曇らせた。


    「ハハッ。ではなにか。え、なに？　三～四人が腕を組み合わせて人間やぐらのようなものを作って？　それを馬に見立てて、その上に人間が乗って？　そのユニットとユニットどうしがぶつかり合いながら、上に乗った人間のハチマキを取り合う？　それが日本の騎馬戦じゃと？　ハハッ。ないない。それはない。じゃあ何か、精強無比を誇った武たけ田だの騎馬軍団が、そんなファニーなユニットで敵陣に突撃しておったとでも言うのかや？」


    「そうだよ、だから鉄砲に負けたんだよ」


    　もう面倒くさくなったので、俺は説明を放棄することにした。


    「とにかく、今は目先の異世界騎馬戦をどうするかだよ。プリシラ、お前は一応馬に乗れるんだろ？」


    「むう……。確かに乗れぬことはないが、騎馬戦は片手で剣なり槍やりなりを持って戦わねばいかん。普通に乗馬ができるだけではのう。相手はおそらくコボルトじゃろうが……」


    　プリシラが視線をやった先、競技場では既にコボルトが馬に跨またがっている。


    「綾あやちゃん、どうしたんだ、何か複雑な顔してるけど」


    「うん……。胸の奥から湧き上がってくるこの感情の正体を突き止めようとしてたんだけど……あの世界的に有名なテーマパークのシンボル的存在であるネズミのキャラクターが、ペットに犬を飼っているという設定を見た時の気分っていうか……」


    「ああ、確かに……。あの日本発で世界でも活躍している、仕事を選ばないことでも有名な猫のキャラクターが、ペットとして猫を飼っているという設定を知ったときのようなモヤモヤ感が……」


    「権利的に危ないモヤモヤを抱かかえている場合かや！　ううっ、こんな時に、馬に乗れて、しかも馬上で戦うことに長たけた都合のいいやつが都合のいいタイミングで来てくれればのう……！」「プリシラ、現実を見るんだ。そんなに都合のいいやつが都合のいいタイミングでやって来るはずはないじゃないか」


    　俺とプリシラが現実の厳しさを噛かみ締めていたそのときだった。


    　何か固いものが地面を叩たたき続ける音が、どこからともなく響いてくる。


    　パカラッ、パカラッ、パカラッ……。


    「これはまさか、お馬さんの蹄ひづめの音では」


    「ああ。でも、どこか遠くから──」


    　パカラッ、パカラッ、パカラッ……。リズム良く響くその音は、みるみるうちに近づいて来る。そしてついに、そいつが俺たちの前に姿を現した。


    「はだかんぼう将軍、ただ今見参！」


    　馬に跨がった全裸の少年が、ドヤ顔で俺たちを見下ろしていた。


    「うん、妾わらわの思ってたのと違う。こっちじゃない」


    「違うな」


    「チェンジ！」


    　プリシラは馬上の全裸に冷たく言い放つと、視線を切った。


    　俺とプリシラは顔を見合わせて頷うなずき合うと、何も見なかったことに決めた。


    「ううっ、こんな時に、馬に乗れて、全裸じゃなくて、しかも馬上で戦うことに長たけた都合のいいやつが都合のいいタイミングで来てくれればのう……！」


    「プリシラ、現実を見るんだ。そんなに都合のいいやつが都合のいいタイミングでやって来るはずはないじゃないか」


    「どうしたんだ君たち。こっちを見なさい。私は通りすがりの騎士。もしやあなたがたは何かお困りではないのか？　さあ、こっちを見なさい」


    　全裸がしつこいので、渋々プリシラは顔を上げた。


    「悪いけど、今はふざけるターンじゃないんじゃ。会議のときに来てくれたらよかったんじゃ」


    「そう、今は時間がないんだよ。ふざけられるとちょっと」


    「あんまりおもしろくなかった……ですかね？　や、ほら、この馬も鞍くらとか鐙あぶみとかついてないじゃないですか？　これ裸馬っていうダブルミーニングの……そうですね、裸馬だからって別におもしろくはないですよね。わかりにくいし」


    「自分がおもしろいと確信してないものを出されてもプリシラＰ的にはどうして欲しいの、って感じなんじゃよ。でもこないだの『世界伝説ファイル№72、一角クジラと海神さま』はちょっとよかった。あれくらいバカバカしいスケール感があるとむしろいいよね。ああいうのもっかい持ってきて」


    「あ、はい、あれはけっこう自分でも手て応ごたえあったかなって。で、その、実はもう一個持ってきたんですけど」


    「なに、それはおもしろいの？」


    「えっとですね。『どうだい、これが賢い人は見て見ぬふりをする服なんだぜ！』っていうやつなんですけど……裸の王様の、バカには見えない服ってのをちょっと捻ひねってみたんですけど……どうすか？」


    「うーん。君はそういうちょっと考えさせるネタは向いてないんじゃないかな？　やっぱりそれもさ、裸の王様うんぬんを口で説明されてから、ああ……って納得するネタでしょ。視し覚かく的インパクトと言葉のネタの時間差が悪い方に作用してるよね。ていうかそもそもの話、裸の王様に出てくるバカには見えない服も、賢い民たみが見て見ぬふりをするっていう話だよね？　そのままじゃん」


    「あ……はい、確かにそう……ですね」


    「妾わらわそういう小こ賢ざかしいやつあんまり好きじゃない。っていうか行き詰まってちょっと考えすぎなんじゃないかな？　やっぱり君のネタは全裸っていう視覚的インパクトを前面に押し出したものだから、へたに知的ぶっていじくらないほうがいいと思うんだよね。いい意味でも悪い意味でも、裸芸っていうのはどこまでいっても裸芸だから。その全裸という格好の非日常感が生み出すギャップが笑いの根底にあるわけだから」


    「……ですね。自分でもちょっと賢く見られたい、こういうバカがやれるのは実は賢いからなんだぜ、っていうところを見せたいっていう気持ちは、はい、確かにありました」


    「うん。やっぱり君はまず、精神的な意味でもパンツを降ろす、っていうところからはじめてみようか。君は肉体的には完全にお縄ちょうだいレベルの全裸だけど、精神的にはまだパンツを穿はいているよね。バカになりきれていないよね」


    「あ、はい。なんだろう、そっか、そういうことか。あー。僕、今日ネタを見てもらえて良かったなって、すごい勉強になりました」


    「うん、じゃああの、もうそこにこの街のお巡りさん的な人が来てるから」


    「あ、やっぱりこれ、捕まるんですかね？」


    「捕まるね。はだかだからね」


    「ですよね。だってぼく、はだかですもんね」


    　こうしてようやく登場した木き村むらは、テンポ良く連行されていった。


    「んじゃもっかいやりなおそうかの」


    「お前、なんで木村の芸を批評するときだけ喋しやべり方変わるんだ？」


    「なんじゃろ、妾わらわの中にすむプロデューサーの魂がそうさせるのかのう」


    　とにかく、今はもう時間がない。俺とプリシラは顔を突き合わせて、騎馬戦を勝ち抜けそうな人材がメンバーにいないことを嘆き始めた。


    「ううっ、こんな時に、馬に乗れて、しかも馬上で戦うことに長たけた都合のいいやつが都合のいいタイミングで来てくれればのう……！」


    「プリシラ、現実を見るんだ。そんなに都合のいいやつが都合のいいタイミングでやって来るはずはないじゃないか」


    「じゃが、それでも妾は祈らずにはおれぬ。人は希望を捨てたときにこそ敗北するんじゃ……」


    「確かにそうだな。祈ろう。今俺たちにできるのはそれしか──」


    　俺とプリシラが現実の厳しさを噛かみ締めながら、それでも祈り始めたそのときだった。


    　何か固いものが地面を叩たたき続ける音が、どこからともなく響いてくる。


    　ダカカッ、ダカカッ、ダカカッ……。


    「これはまさか、お馬さんの蹄ひづめの音では」


    「本当だ。でも、いったい──」


    　ダカッ、ダカッ、ダカ、ダカ。……かっぽかっぽ。かっぽかっぽ。


    　蹄の音の間隔がゆっくりになり、やがて俺たちのすぐ側そばで止まった。


    「よっしゃ、都合のいいヤツ来たああああ！」


    　プリシラはガッツポーズを決めながら、馬上の勇者を仰あおぎ見る。


    「チッ……」


    　軽けい蔑べつと、苛立ちと、不快感と、そしてさらにそこに混ざった幾いく種類もの複雑な感情を感じさせる雄弁なる舌打ち。


    　中世ヨーロッパ的世界観の考証ミスを見逃さない冷徹な瞳を持つ、通り魔的世界観の守護者。


    　彼女こそ、我らが勇者様、ハイファンタジー宝たから田だである。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    　待ち望んでいた英雄の登場に、俺とプリシラは並んで、馬上のその人に熱い視線を送る。


    「また装備がランクアップしてる……っていうか馬が明らかにランクアップしてる……！」


    　そう、宝田が跨またがっている馬は以前と同じ白馬なのだが、その額ひたいに立派な角が生えていたのだ。ヘタなことを言うとハイファンタジー的に突っ込まれるのが怖くもあるが、おそらくこれはあの有名な一角馬に違いない。


    「ユニコーンじゃと……！」


    　果たして、プリシラがその馬の種類を、驚きよう愕がくとともに叫んだ。


    「清らかな乙女か無職のおっさんにしか心を開かぬという伝説の一角馬ではないか！」


    「ユニコーンはどうやっておっさんが無職かどうかを見極めてるんだよ」


    「乙女が清らかかどうかより、おっさんが職に就ついとるかどうかのほうがわかりやすいじゃろ。そんなもん役所の納税記録を確認すれば一発じゃよ」


    「嫌な馬だな。役所の職員も馬におっさんの個人情報を開示すんな」


    「つか、乙女の心が清らかかどうかのほうが主観じゃろ」


    「とにかく、ていうことはユニコーン基準では、宝田は清らかな乙女ってことなのか」


    「確かにそこは引っかかるのう。古き言い伝えもけっこうテキトーじゃったりするからの。まあ、極端な厄やつ介かいさんってある意味純粋だったりするがの」


    「誰が極端な厄介さんだ」


    　と、馬上から冷たい声が俺たちに降り注いだ。


    「つか、この馬ってこないだ浜辺で乗ってた馬と同じじゃろ？　鳥に飛び去った後に再会したのはまだいいとして、どういういきさつでユニコーンになっとるんじゃ」


    「うっさいわね、いろいろあって角が生えたのよ」


    「その第二次成長期的ないろいろの部分を詳しく。ガルーダの背に乗って飛び去ってから、いったい何があったんじゃ」


    「ライトノベルに換算すると単行本二冊ぶんくらいのいろいろよ」


    「ううむ、二回くらい起承転結があったんじゃなあ」


    「そもそもユニコーンのいう清らかな乙女というのは……あっ、なんでもない」


    　宝田はなぜかユニコーンの説明を打ち切った。


    「ユニコーンのいう清らかな乙女って……なんだ？」


    　俺が聞き返そうとすると、宝田はなぜか俺を睨にらんだ。


    「アルフォンス、やっておしまい」


    　宝たから田だが軽く手た綱づなを引くと、ユニコーンが頭を突き出して、角で俺を突こうとした。俺は慌ててその場から飛び下がる。


    「おお、これが本当の馬刺しなり。座ざ布ぶ団とん一枚」


    　残念なことに、木き村むらに大量にダメ出しを続けるプリシラＰ自身のネタはあんまりおもしろくなかった。よくあることだ。


    「って、こんなことやってる場合じゃない。あの、宝田さん、実は他でもないお願いがございましてですね」


    　どこにあるかわからない宝田のファンタジー逆げき鱗りんに触れないように、慎重に言葉を選びながら、俺はこれまでのいきさつをダイジェストで説明する。


    「というわけでですね、ぜひとも宝田さんに騎馬戦にご出場いただきたく……そ、そうだ、その騎馬戦もですね、現代日本でおこなわれているようなあんなウソ騎馬戦ではなく、中世ヨーロッパでも行われていたような感じの、本物の馬に乗る──」


    「オークというのはイギリスの古代伝承であるベオウルフ叙事詩に出てくる怪物の種族名をもとにかのトールキンが『指輪物語』に登場する怪物の名として採用したことで広く世に知られることとなりさらに『指輪物語』のオークが孫引きされて様々な後発作品にもその名が登場することになったわけだけれども後発作品において多く見られる豚の顔をしたオークというのはベオウルフ叙事詩にも指輪物語にも記述はなくではその豚のイメージがどこからやって来たかというのは」


    「ああっ、このマニア特有の句読点がないめんどくさいやつを待っていたような気もするんじゃが、タイミングは今ではないんじゃ！」


    「私は世界各地の神話や伝承をテキトーに寄せ集めてパッチワークして一丁出来上がりみたいなヤツが許せないのよ！　海外の伝承に登場する怪物はＪＲＰＧのためのフリー素材じゃないのよ！　いらすと屋じゃないのよ！」


    「神話とか伝承ってもともとそういうフリー素材的なものではないかのう」


    「だいたい我慢してたけど、こないだのエルフだって……。それにオークとゴブリンとコボルトというのは伝承によっては同一の──」


    「ストップストップ、とにかくその辺はいずれこの世界でインターネットが発明されたらWikipediaを詳しく見るぞよ。それより宝田よ、騎馬戦に出てよプリーズ」


    「だからどうして私とアルフォンスがあんたらに協力しなきゃいけないの」


    　ユニコーンがずいと角をプリシラに近づけた。


    「ったく、おされな名前まで付けおってからに。まあ待つんじゃ、今回はおぬしにも対価を渡すことができるぞよ」


    「対価？　別にもう旅のためのお金なら持ってるし、アイテムだってひと揃そろいあるわよ」


    「ふむ。どこぞでまたファンタジックな冒険を続けておったようじゃが、ときには現実が懐なつかしくなることもあるのではないかや？」


    　プリシラはポケットから、小さな小こ瓶びんを取り出した。プリシラはニヤニヤしながら小瓶の口を開けると、それを馬上の宝たから田だへと差し出した。

  


  [image: ]


  
    　怪け訝げんな表情を浮かべつつも、宝田は馬上から手を伸ばしてそれを受け取る。


    「……何よ、ポーションだのエリクサーだのなら私だって」


    　宝田は、それを自分の眼の高さまで掲げてゆく。


    　日本人のＤＮＡに深く深く刻きざみ込まれたその香りが、小瓶の口から薫る。


    　その瞬間、宝田の顔色が明らかに変わった。


    　──ごくり。


    　と宝田の喉のどが鳴る音を、俺は確かに聞いた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「あまりに普通にハイファンタジー様が勝ってしまったので、ここも編集でカットしておこうの」


    「だから編集ってなんだよ」


    「いや、後世に残す妾わらわの旅行記のことじゃよ」


    「書いてやれよ。おかげで貴重な一勝を拾えたんだから」


    　とにかく、対戦相手だったコボルトに申し訳ないくらい、宝たから田だの騎士としてのレベルが違っていた。明らかに経験値を積みまくっている。


    　しかも放浪の騎士様の噂うわさはこの城壁都市にも鳴り響いていたらしく、市民たちの喝采が俺たちの時とは段違いだった。


    「宝田さん……。そうか、いい旅をしてきたのだな……」


    　宝田の勇ゆう姿しを見届けると、柊ひいらぎはしみじみと頷うなずき、坂さか上がみのときと同じようなことを言った。修学旅行以前と比べて、その変へん貌ぼうの仕方が甚はなはだしいという意味では坂上以上とも言える。


    　宝田の場合はもともとのハイスペックを学校では欠片かけらも見せなかったということでもあるのだけれど。


    「いい旅はしとるんじゃろうが、あやつの場合はほとんどその辺知らんのじゃよな。結局いっしょに温泉も入れなかったしのう」


    　そんなことを言っている間に、ユニコーンに跨またがった宝田が戻ってきた。


    「宝田よ、お疲れちゃん！　ついでにもう一試合くらいやっていかぬか？」


    「……何よ。次は剣術の試合でもやらせようっての」


    「んにゃ。そういうのはもう終わったんじゃ。それより、ポジションどっか守れぬか？」


    「はあ？　ポジション？」


    「野球じゃよ、野球。キングオブスポーツ、ベースボールじゃよ！」


    「……」


    「野球がお気に召さぬのなら、チアリーダーの衣装もあるぞよ？」


    「……」


    　宝田は不機嫌そうな顔のまま、プリシラを無視して、ユニコーンに跨がって去っていってしまった。


    「残念じゃのう。宝田のチアリーダー姿は見たかったんじゃが」


    「確かに俺もそれはちょっと見たかった」


    



    　とにかく、これで騎馬戦も俺たちの勝利。


    　これで勝敗は四対三。


    　一挙に盛り返しつつ、残る試合はあと二つ。


    　野球と相撲。


    　俺たちが特に重点的に特訓してきた──そして同時に、コボルトとオークがその誇りをかけるふたつの競技の結果によって、この城壁都市の命運が決まるのだ。

  


  
    



    　　　七章　運動会のヒーローになろう


    



    【第八戦 野球】


    「しかしあれじゃな。今思ったんじゃが、高い壁に囲まれた中で野球に興じるって、安あ部べ譲じよう二じ先生のアレじゃよな。しかも全員ジャージじゃからなおのこと少年院感が」


    「いいからさっさとオーダーを発表しろよ」


    「ほいほい。んでは緑みどりヶが丘おかプリンセスのスターティングメンバーを発表するぞよ！」


    　緑ヶ丘は俺たちの高校名だとして、プリンセスというのがチーム名らしい。


    　オーナー兼監督のプリシラが発表したスターティングメンバーは、以下のようなものだった。


    



    　ピッチャー、藤ふじ崎さき大たい我が。


    　キャッチャー、丸まる山やま琢たく郎ろう。


    　ファースト、ゴブリンＦ。


    　セカンド、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみ。


    　サード、ゴブリンＯ。


    　ショート、和泉いずみ刀とう香か。


    　レフト、仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ。


    　センター、ゴブリンＮ。


    　ライト、マイケル・サンダース。


    



    　要かなめとなるピッチャーは藤崎。結局あのとき逃げそびれてから、二に階かい堂どうによる特訓を最後まで潜くぐり抜けてきただけあって、今日は珍しく気合いを漲みなぎらせている。


    「とりあえずこの試合が終われば、肩から破滅の音がしても一向に構かまわぬ。最後まできっちり投げきるんじゃぞ」


    「うっせーな、わかってんよ」


    「そしてキャッチャーはデブキャラと相場が決まっておる」


    　丸山は肩において非常に心配だが、しかし野球ゲームで培つちかったリードの知識は群を抜いている。ゲームとリアルを混同するプリシラ監督によって、キャッチャーは丸山に決まった。


    　他のポジションも、個々の運動能力などをプリシラが評価した末に決められたものだそうだ。


    　綾あやちゃんや坂さか上がみなどはもう他の競技に出場する予定もないので、手にポンポンをつけて応援の準備をしていた。


    「……プリシラ、ちょっといいか？」


    「いまは監督と呼べい」


    「監督、俺は？」


    「んむ。がんばって声を出して野次っていこー。野球においては野次将軍というのは十人目のナインとも呼ばれているとかいないとか」


    「呼ばれてねーよ」


    「『あの娘ぼくが野次をきめたらどんな顔するだろう』っていうね」


    「『ああ……レギュラーに選ばれなかったんだ……』って顔だよ！」


    「おらっ、鼻の湿った犬やろう！　三回まわってワンと言え！　って三回も回ったら三点取られてしまうではないか、あはは。ロイヤルうける」


    「おいこら監督」


    「アーハン？」


    　プリシラはアメリカ式のいろんなことをウヤムヤにする呪じゆ文もんをとなえた。だが、そんなことでごまかされてたまるか。


    「アーハン？　じゃねえよ！　あの特訓の日々はなんだったんだよ！」


    「特訓は特訓。能力は能力。努力の量が評価されるのではなく、努力によって培つちかった能力が評価されるのが社会というもの。沢さわ木きよ。おぬしにしか温められないベンチがある」


    「女子を三人も入れるなら、俺を入れてくれたっていいだろ！」


    「だかりんは運動神経いいし俊足、和泉いずみは棒振りがうまい、川かわ中なか島じまは原はら監督のものまねが絶品」


    「一人ものまねで採用されてるのがひっかかるが、じゃあそれはいいとして」


    「いいんかい」


    「ゴブリンも三人入ってるじゃねえかよ！」


    「人外選手の人数制限規定はないもんね」


    「外国人選手みたいに言うな」


    「ストライクゾーンがちっちゃいから向こうもやりにくかろうぞ」


    「プリンセスがアホやから野球ができへん！」


    「おっ、監督批判！　うそうそ、わかっておるわかっておる。優しい妾わらわは最初っからおぬしをオーダーに入れてやっておる。いまのはおぬしの野球にかける情熱を試してみたんじゃよ」


    「本当だろうな……」


    「んではゴブリンＦよ、代わってやってくれぬか。卒業前に一回くらい公式戦に出てみたいんじゃと」


    「パイセン、仕方ナイッスネ。自分タチノ夏ハ来年モアリマスカラ」


    「何なんだよその小芝居……」


    　兎とにも角かくにも、監督との交渉の結果、俺もスターティングメンバーに入ることができた。


    　いよいよ壁の中のプレイボールが宣言された！


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「前回までのあらすじ。ぴくりとも動かないポンコツ打線を抱かかえてしまった緑みどりヶが丘おかプリンセス。王おう貞さだ治はるを育てた荒あら川かわコーチと合気道の関係という意味のないうんちくで尺を取ったわりには役に立たない和泉いずみ。パン食い競争のダメージがいまだ抜けきらないキャッチャー丸まる山やまが、それでもパワプロで培つちかったデータ野球で、イキっているわりにはバリバリの軟投派の藤ふじ崎さきを好リード。仲村渠なかんだかりのファインプレーでからくも大量失点を防ぎつつ、川かわ中なか島じまが原はら監督のものまねからのデッドボールで出塁。そのチャンスを活いかしてゴブリンのＯＮ砲が炸裂し、辛くも三点をもぎ取ることに成功。こうして迎えた最終回、緑ヶ丘プリンセスはワンアウト一塁三塁から四対五の劣勢をひっくり返し、地区予選二回戦へとコマを進めることができるのであろうか!?」


    「何を誰に向かって言ってんだ」


    「だから前回までのあらすじじゃ。最終回じゃからの、改めて確認を」


    　何を今さら確認する必要があるのかは知らんが、点差は四対五。むしろ振り返ってみれば、よくこの点差に収まったというべきだろう。


    　結局、緑ヶ丘プリンセスの積み上げた点数のほとんどが、ゴブリンのＯＮ砲によるものである。


    「つーかあんだけ偉そうに自分を使ってくれと言うておったわりに、ちーとも役に立っておらぬではないか」


    「うっ……」


    「和泉のあんぽんたんも乱闘の末にサクッと退場してしまうしのう。いてまえ打線の意味が違うちゅーんじゃ」


    「お前だってホームランのサインとかデッドボールのサインとかめちゃくちゃやってただろ」


    「そういうお約束もやっておかぬと……」


    　そんなこんなで泣いても笑っても最終回。


    　ワンアウト一塁三塁で、俺の打順が回ってきたのだった。


    「よいか、妾わらわのためとか、この街のためとか、この際そういうことは忘れてよい。おぬしはどう足あ掻がいても、公のためのヒーローになれる器ではない」


    「打席に立つ前にテンション下がるようなこと言うなよ……」


    「身の丈を知れっちゅーことじゃよ。よいか、大事なことは最初に教えたはずじゃ」


    「大事なことってなんだよ。チョコバットの当たり確率か？」


    　プリシラは背伸びすると、俺の耳元に顔を寄せて囁ささやいた。


    「モテの一念、岩をも通す。女子にいいところを見せようと張り切った結果、ごくごく稀まれに奇跡が起きる！」


    　プリシラの言葉に、俺は思わずベンチへと視線をやった。


    　両手にポンポンを付けたまま、綾あやちゃんは不思議そうにこちらを見ている。


    「プリシラ……そうか、そうだよな」


    「妾わらわたちはもう、その奇跡に賭かけるしかないんじゃ」


    「──ああ。プリシラ、ありがとう。大事なことを、俺の原点を思い出させてくれて」


    「うむ。やるからには勝つんじゃぞ。信じておるぞよ」


    「ああ、ありがとよ」


    「というわけで、これをグビっと」


    　プリシラは笑顔で、ポケットから禍まが々まがしい異臭を放つ小こ瓶びんを取り出した。


    「……なんだそりゃ醤しよう油ゆじゃないよな？」


    「数々の勇者が強敵に挑むときに愛用してきた攻撃力を二倍にするエナジードリンク『攻撃力アガール』を、更に二倍に濃縮したものがこちらになります。さあ、グビっといってみよー」


    「結局ドーピングじゃねーか！　俺のこと信じてねーだろ！」


    「おぬしが信頼に足るほどのスペックを有しておれば妾も何も言わぬ！　手段を選んでおれる場合かや！」


    「いらん！　俺はナチュラルに打席に立つ！　くそっ、途中までわりと本気でアドバイスを聞いちまった！」


    「そう心配するでない。『攻撃力アガール』は一時的な攻撃力アップと引き替えに、幼少期の楽しかった思い出がちょっぴり消えるだけじゃ」


    「間抜けな名前のわりに副作用けっこうきついな！」


    「市販の医薬品はわかりやすい名前が大事なんじゃ！　スポーツは結果が全てなんじゃ！　ルール内でオッケーなら、どんな手段をとっても勝ちに行くのがぷろやきゅう選手じゃろ！」


    「この異世界のルールがゆるすぎなんだよ！　ボス戦以外にドーピングはダメだ！」


    「この試合を落としたら負け確定なんじゃから、こんなもん完全にボス戦じゃろが！」


    　そんな押し合いへし合い掴つかみ合いを経て、結局俺はノードーピングで打席に立つことになった。


    「頑張ってくださーい！」


    　そう声を張り上げる坂さか上がみ応援団長の隣で、チアガール姿の綾ちゃんは、片手のポンポンを挙げた。


    　俺も片手を挙げてそれに応こたえ、打席へとゆっくり歩み始めた。
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    　振り返ってみれば、自分がこれだけ注目されたことが、人生でどれほどあっただろうか。


    　野球ほど人生に喩えられるスポーツはない。少なくとも、日本ではそうだ。


    　自分のことはまだそんなに信じられないが、それでも──。


    　コボルトが振りかぶった。


    　そして、肉球から矢のようにボールが放たれる。


    「ットライ！」


    　球審役のフェアリーが声をあげる。


    　空振り。だが、不思議と危機感は感じない。空振りでも、バットを思いどおりに振れたという手て応ごたえがあった。


    　自分のことはまだ信じられない。


    　それでも、あの地獄の訓練を潜くぐり抜けたということは、信じてもいいんじゃないかと思えた。


    　二球目を、コボルトが振りかぶった。


    　そこから数瞬のことを、俺はよく覚えていない。


    



    「よっしゃあ！」


    　ベンチでプリシラが叫んでいたところから、俺の記憶は繋つながる。


    　俺は、掌てのひらに残るわずかな痺しびれを感じながら、一塁へと全力で走っていた。


    　絶妙な角度に転がったゴロに、しかしコボルトが持ち前の瞬発力で飛び付いていた。


    　グローブを嵌はめていないほうの手へ──肉球に吸い寄せられるようにボールが飛び込み、そのままわずかにワンテンポ置いて一塁への送球。


    　全力で走りながら、俺はリレー競走のときの、コボルトの様子を思い出していた。


    　転ぶように、地面へ飛び込んで──俺はもちろん四本の足で走ることはできないが、それでも──あの特訓の中で、自分の意志に反して地面から起き上がれなかったくらいのことが何度もあった。それくらい何度も土を舐なめてきた。


    　だから今、自分の意志で地面へと、あの白い板を目指して飛び込むくらいのことはできる。


    　歓声と、体に伝わる衝撃と、そして──。


    「アウトォ！」


    　決死のヘッドスライディングもむなしく、いとも簡単に俺は殺された。


    「ま、そんなに上う手まくいかないか」


    　だが、ゲームオーバーじゃない。


    　体に付いた土を払いながら立ち上がると、三塁ランナーだった藤ふじ崎さきがプリシラとハイタッチを交わしていた。


    　これで、ついに同点に並んだ。


    　応援席に視線をやると、ポンポンを手にガッツポーズをする綾あやちゃんと眼が合った。さて、プリシラが弾はじき出した二％の確率は超えられたのかどうか。


    「どうだ監督」


    「む、まあ沢さわ木きにしては上出来じゃの」


    　そんな言葉とともに掲げられたプリシラの手に、俺は右手を叩たたき付けた。


    　パシン、と乾いた音がグラウンドに響く。


    　次の打者は、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみ。


    「バッティングフォームだけなら、わんちゃんでも一かず茂しげパパでも赤バットでも思いのままなんじゃがのう。このチャンスには、やはり代打を……」


    　プリシラは誰を代打に出すかしばらく考えていたが、やがてすくっと立ち上がった。


    「うむ。代打、妾わらわ！」


    「ちょっと待て、お前、野球できるのか……？」


    　確かにプリシラの運動神経の良さはこの旅の中でちょいちょい見てきたものの、野球の経験もなくいきなり打席に立って打てるとは思えない。


    「そうか……。例の『攻撃力アガール』を使うのか」


    「あほう！　あんなもんプリンセスに使えるか！」


    「ちょっと待てテメー、自分が飲めないものを俺に使おうとしていやがったのか」


    「ドンマイドンマイ」


    「ドンマイの使い方が違うぞこの野郎」


    「とにかく、今は妾を信じるんじゃ。妾たちがおぬしを信じ、そしておぬしが結果を出したように、こんどは妾を信じるんじゃ」


    「んなこと言ったって……」


    「なら、他に誰がおるんじゃ。ここぞと言うときに打つやつがおるのかや？」


    「それは……」


    　プリシラが打席に向かってゆこうとベンチを立った、まさにその時だった。


    「代打、俺様！」


    　ありえない場所から、ありえない宣言がなされた。
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    「待て待て待てーい！」


    　バットを片手に、プリシラは相手方のベンチへと駆けていった。


    「貴様は向こうの監督じゃろが！」


    「いいじゃねェかよ。試合見てたらホームラン打ちたくなったンだよ。俺の学校が、野球の試合で負けることは我慢ならねェ」


    　二に階かい堂どうは太い声で、堂々と宣言した。


    「な、なにを無茶苦茶言うとるんじゃ……。そっちの代打ならまだしも……コボルトたちよ、おぬしらも、わんとかすんとか言わぬか！」


    「……わん」


    　マウンド上のコボルトは、くりくりお目々でプリシラと二に階かい堂どうを交互に見る。


    　やがて、尻しつ尾ぽをぴんと立てて言った。


    「……球神様らしいわん。その代打、受けて立つわん」


    「えっ」


    「ルールブックには、監督が相手の代打に出てはいけないというルールは書いてないわん」


    「ルールガバガバすぎじゃろ！　つーか常識で考えよ！」


    「いいから、ほら、戻るぞ」


    　呆ぼう然ぜんとするプリシラの首根っこを掴つかんで、俺は監督兼オーナー兼プリンセスをベンチまで引ひき摺ずっていった。


    「妾わらわの記念すべき初打席初ホームランが……」


    「そう言うな。これはもう、あいつの舞台だ」


    　野球魔人は、二階堂英ひで雄おは、悠ゆう々ゆうとバッターボックスへと入っていく。


    「球神様。野球の神様。あなたがくれた青春でしたわん」


    　そう言って、コボルトは振りかぶった。


    「んな少女マンガみてーな台詞せりふを誰が教えた。黙って投げろ」


    　初球はど真ん中のストレート。二階堂は動かない。見送りのストライク。


    　ふくれっ面つらのプリシラを横目に、眼の前で繰り広げられる光景を見ながら、俺は思う。


    　きっとプリシラのご先祖様は、こういうやつだったのだろう。


    　横紙破りの型破り。ルール無用の無法者。そして、それを許される男。


    　なぜならそういう奴は、必ず最後に勝つからだ。


    



    　あらかじめ、結末を知っている映画を観るようだった。


    　もちろん、コボルトが手加減したなんて思っちゃいない。


    　むしろ、これまでのどんな球より、気迫が籠こもった一球だった。


    　神様に挑む試練は、コボルトたちにとっても必要なものだったのかもしれない。


    



    　高い快音。


    　青空と太陽と白球。


    　ダイヤモンドを悠々と回ってゆく、その大きな背中。


    　数瞬の間、世界からそれ以外の情報が全て消え失うせてしまう。


    　その光景を見た人間は──いや、コボルトも、オークも、フェアリーも──決して今日のことを忘れないだろう。


    　空の彼方かなたへ、世界の彼方へ──。


    　城壁都市の壁を超えてゆく、超特大ホームランのことを。


    　それは種族も、住む世界も、言葉も、全てを超えて心に届く、どんな魔法よりも神聖な一撃。


    



    「逆転のサヨナラホームランで、緑みどりヶが丘おかプリンセスの逆転勝利です！」


    　そう宣言するフェアリーの声にさえ、隠しようのない興奮が含まれていた。


    　こうして俺たちは、崖っぷちで勝利を拾った。


    



    　第八戦、野球は、俺たち二年一組チームの勝利。


    　これで四対四、勝負は最終戦へともつれこんだ。
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    【最終戦 相撲】


    「最終戦までもつれ込むとは思うておらなんだが、むしろ四タテから逆転できたのは運命を感じるぞよ。この勢いをもって、五連勝と行こうではないか」


    　プリシラは宗むな像かたの肩をポンと叩たたいた。


    「その筋肉が飾りではないところを見せてやるのじゃ！」


    「い、いや……ボディビルの筋肉は飾りなのだが……」


    「ビルダーの筋肉は実戦的ではないとか訳知り顔でいうアホがよくおるが、そんなビッキビキのやつが弱いわけないじゃろが！」


    「しかし……」


    　神経の細い宗像は、この期ごに及およんでまだ及び腰だった。


    「宗像よ。ようやくおぬしの筋肉が報むくわれる日がやってきたんじゃ。誰にも褒ほめられず、誰にも讃たたえられず、ただただ無為に重いものを持ち上げる日々……」


    「いや、わりとボディビル界かい隈わいでは讃えられてきたのだが……」


    「マッチョは持久力において難があるゆえ、リレーや野球でスタミナを使わせるようなことはしてこなんだ。力を温存して温存して、最終決戦の相撲にぶつけるつもりでおぬしを温存しておいたんじゃ。よいか、ポンコツ和泉いずみ、へたれ藤ふじ崎さき、潤滑油の沢さわ木きまでもがこれまで頑張って星を繋つないできたんじゃ。誰よりでかい体のおぬしがそんなにへたれてどうするんじゃ。妾わらわを信じよとは言わぬ。じゃが、仲間を信じよ」


    　プリシラの言葉を受けて、宗像の目に微かすかな光が灯ともった。


    「そして、おくすりの力を信じるんじゃ！」


    　プリシラは笑顔で、野球のときに俺に差し出した『攻撃力アガール』を取り出した。


    「結局ドーピングかよ……」


    「わたしのマッスルは百パーセントナチュラルマッスル。けっしてステロイドなどには頼ったりしない！」


    「ステロイドではないぞよ。『攻撃力アガール』は百パーセント天然成分、これはステータスを底上げする『ふしぎなきのこ』を煎せんじたものじゃ。じゃ。ほら、よくあるじゃろ。パクッといくだけで、力や知恵のステータスが上がるアイテム」


    「確かにあるが、現実に目まの当たりにするとヤバさを感じるな……。だいたいこれ、不正行為じゃないのか？」


    　俺がそう言うと、プリシラは『攻撃力アガール』の瓶びんを突き上げて怒りだした。


    「これは不正行為ではない！　負けられぬ戦闘においてアイテムや魔法を駆使し攻撃力や守備力を上げるのは、古今の勇者がやってきた正当な行為じゃ！」


    「そう……なのか？」


    　確かにＲＰＧでは補助魔法で基本スペックを上げつつ戦うのが基本ではあるのだが。


    「まあ俺も特訓の時はエリクサーガンガン使ってきたけどなあ」


    　でも回復はともかく、ステータスアップはなんかズルい気がする。


    「とにかく時間がないぞよ。それ、グビッと！」


    「ふむッ！」


    　プリシラは宗むな像かたの口に『攻撃力アガール』を無む理り矢や理り突っ込んだ。


    　と、その途端、宗像の体が一・二倍に膨ふくれ上がったかのような錯覚を覚えた。


    　いや、錯覚じゃない。もとからパンプアップされたその巨体が、更に一段階膨れ上がったのだ。


    「力が──力が漲みなぎってくるぞおおぉおお！」


    　宗像は血管の浮き上がった筋肉をパンパンに膨張させ、体を震ふるわせたかと思うと、いきなり白目を剥むいた。次の瞬間、筋肉を誇張したポージングのままゆっくりと地面に倒れた。宗像は陸に打ち上げられた巨大な魚のように数度ビクンビクンと撥はね、そして動かなくなった。


    　俺とプリシラは無言で顔を見合わせた。


    「うーん、妾わらわ思うんだけど……」


    　プリシラは顎あごに手を当てながら、不安げに宗像を見下ろす。


    「……ひょっとしてこれってダメなやつじゃね？」


    「疑問系の余地なく、完ッ全にダメだよ！　どうすんだよ、お前が壊したんだから弁償しろよな！」


    「おっかしいのう……使用期限が切れておったんじゃろか。あっ、これ二百年前で切れておる！　妾うっかり！」


    「てめー……どうすんだよ宗像が完全に肉塊になっちゃっただろ！」


    「いや、二人には感謝している……」


    　背後から不意に聞こえた声に振り返ると、いつの間にか、宗むな像かたは立ち上がっていた。


    　その目は、言いようのない哀しみが湛たたえられていた。


    　宗像は、幾いく度たびもの試練を潜くぐり抜けた勇者の眼をしていた。


    「ようやく、わかったんだ。筋肉を捨てたときにこそ、究極の筋肉に至る……筋肉仙人様……あなたの言っていたことがようやくわかりました……！」


    　と、宗像を激励しにやって来ていた応援団長・坂さか上がみの肩を掴つかんで涙を流した。


    　眼をぐるぐるさせたマッスルに両肩をがっしり掴まれたことで、坂上は今にも泣き出しそうなくらいに怯おびえている。


    「ダメだ、完全にバグってる。ドクターストップだよこれ」


    　勇者の眼は気のせいだった。


    　宗像の指をそっと坂上の肩から引き剥はがしつつ、俺はそのぐるぐるお目々を覗のぞき込んで判断を下した。


    「うーむ。百パーセントを超えたひずみじゃの……」


    「試合の前に超えちゃってどうすんだよ！　ひずみだけが残ったじゃねーか！」


    「筋肉仙人って仙術で人を救うのかマッスルで人を救うのかどっちなんじゃろ」


    「知らねーよ！　っていうか十中八九そんな奴はいねーよ！」


    「見ていてください！　パパ、ママ、そしてＳＡＳＵＫＥに人生を懸けた男さん……！」


    　遠くのお空を見上げながら、宗像はエラーメッセージを吐き出し続ける。


    「こやつこんなガタイして両親のことをパパママと呼んどるんじゃな」


    「俺的にはＳＡＳＵＫＥに人生を懸けた男さんのほうが気になる。ってそんなこと言ってる場合じゃねえ」


    「うーむ。今回ばかりはマッスルがガラクタになってしまったのは妾わらわのせいじゃの。責任を感じるぞよ。まあ安静にしてエリクサーかけときゃ治るじゃろ」


    「これエリクサーで回復する類たぐいのステータス異常なのか？」


    「とにかく、代役を立てねばならぬ。この中で相撲が取れるものは……」


    　プリシラは相撲経験のある者へと視線をやった。


    「……確かに武術の世界には、体重差をものともしない域に辿たどり着いた達人の話もある。だがそれはあくまでも、なんでもありの実戦におけることで、技術が限定された相撲という競技の中ではいくら達人でも難しい。まして、私は到底達人の域には達していない」


    「ええい、そんな強さの話はどうでもいいんじゃ！　脱ぐの脱がないのとグダグダと！　いいからさっさと水着にならぬか！　妾は水着相撲を見逃してしまったから、これを機会に観たいんじゃ！」


    　どこから取り出したのか、プリシラはビキニを片手に、和泉いずみに迫る。


    「でもプリっち。さすがにあの体重差だと、正面からぶつかっただけで、ポロリしてはいけないものがポロリする可能性があるんじゃない。首とか」


    　仲村渠なかんだかりの進言に、プリシラは水着を持った手を止める。


    「むう……。確かに人間のメインのほうの首がポロリするのはまずいのう。そういうエロスとタナトスの共演はよくないぞよ。妾わらわは健康的な明るいエロスが見たいわけで。ならばエロス抜きで考えると……」


    　プリシラは、にっこり笑顔を丸まる山やまに向けた。


    「デブは相撲が強いというのはメガネは勉強ができると同じくらい根拠のない幻想なのだ！」


    　丸山はプリシラの笑顔に対し、プリシラが何かを言う前に、早口でデブ相撲弱い説をまくし立てる。


    「いいか、力士というのは単なるデブではない。あれは筋肉の土台の上に脂肪という鎧よろいをまとった力士という種類の完全生物であって、脂肪の上に脂肪を重ねた脂肪ミルフィーユのデブとは別種の生き物なのだ。『寺てら尾おのどすこい大相撲』ならまかせてくれ。だが、リアル相撲は無理だ！　理由は死ぬからだ！」


    　デブキャラというのは、いくつもの幻想を背負って生きねばならぬ、業の深い存在なのだ。


    「妾もクソ豚様が死ぬのは困るのう。では……」


    「俺はさっきの野球で肩から破滅の音がしたんだよ！」


    　藤ふじ崎さきも全力で逃げの構かまえをとる。


    「背骨から破滅の音がしてないならよくない？」


    「背骨からしたらマジで破滅だろうが！」


    「ううむ……。ドラゴンは土俵に入らぬし、入ったところでアホじゃし……こうなっては、やはり……」


    　プリシラは柊ひいらぎのほうをチラチラと見る。最終回の代打のみとはいえ、結局二に階かい堂どうが助っ人に入ってくれたことで野球に勝利できたのだから、柊が相撲の助っ人に入ってくれてもいいのではないか。プリシラが考えているのはそういうことなのだろう。


    　だが柊小さ百ゆ合りはその太い首を、ゆっくりと横に振った。


    　彼女は仁の人であり義の人だ。オークに対しての仁義を欠くような真ま似ねはできないということだろう。だが、柊は菩ぼ薩さつのような顔で、こんなことを言った。


    「宗むな像かた君が出られないとしても、まだ相応ふさわしい人間がいるじゃないか」


    「ふむ、それは誰じゃ？」


    　プリシラが──だけでなく、その場の全員が、柊の視線の先を追った。


    　俺だけが、追えなかった。


    　柊小百合は、俺を真まっ直すぐに見ていた。


    「沢さわ木き君。宗像君の練習相手をつとめていた君なら、自分より大きくパワーのある相手との取り組み方も自然と学んだはずだ」


    「え──いや、いやいやいやいや！　俺だって首がポロリしちゃうのは嫌だって！」


    　確かに相撲のトレーニングは半強制的に積まされたが、だからといってオークと相撲を取れる自信なんてまるでない。


    　だが、柊ひいらぎの視線は強く、太く、微動だにせず俺を射い貫ぬいている。


    「私はどちらにも肩入れはしないつもりだったが、相撲という競技において、確かに体格差のハンデは大きい。一手、作戦を教えよう。だがそこから先は、君がやるんだ」


    「──」


    「……しかたあるまい。妾わらわもおぬしに賭かけようぞ」


    　総監督のプリシラまでもが頷うなずくと、いよいよ断れる雰ふん囲い気きではなくなってきた。


    「浩こう介すけ、ファイト！」


    　その言葉を聞きたかったような、聞きたくなかったような──。


    　綾あやちゃんが最後にそう言ったことが、俺の出場を確定的なものにしてしまったようだった。


    「で、沢さわ木きよ。『攻撃力アガール』がまだちびっと残っておるが……飲むかや？」


    「飲まねーよ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「それでは最終戦、泣いても笑っても千秋楽の大一番！」


    　その時の俺が考えていたことは、異世界で千秋楽という言葉が使われたことに反応して、ブチ切れた宝たから田だが乱入してきて全部ウヤムヤにならないかな～ということだった。


    　我ながら情けないものだ。


    　小こ刻きざみに足が震ふるえていた。


    　この震えはエリクサーでも止まりはしないだろう。


    　土俵の上って、こんなに狭いのか。


    　土俵の外って、こんなに広いのか。


    　思えば、期待を背負って舞台に上がることなんて、今までの人生で何度あっただろうか。ひょっとしたら、さっきバッターボックスに入ったのが人生で一回目じゃなかったか。


    　人々の視線が、いっせいに俺に突き刺さる。


    　その眼の中に、とんでもない質量の不安と期待が渦巻いていた。


    　天てん堂どうまほろや川かわ中なか島じま真ま弓ゆみは、エンタメの世界で何度もこんな光景を見てきたのか。


    　二に階かい堂どう英ひで雄おや柊小さ百ゆ合りは、スポーツの世界で何度もこんな場数を踏んできたのか。


    　ランクＥ（笑）。


    　この世界にプラスもマイナスももたらさない人畜無害の人材（笑）。


    　そうだろう。そうなんだろう。


    　だけどもし、この試合に勝ったのなら。俺もほんの少しだけ、この世界に何かを起こせたことになるんじゃないだろうか。


    　そんなことを考えていると、俺の肩を背後から叩たたく者があった。


    「総監督の妾わらわが、おぬしの骨を拾ってやるぞよ。委員長は、客席におったほうがよいのではないかと思うての」


    「ありがとよ」


    　もうやけくそだ、ここまで来たらあとはやるしかない。そう決意を固めていると、プリシラが俺の耳元に顔を寄せた。


    「のう、沢さわ木きよ。ひとつだけ励はげみになることを教えてやろうぞ」


    「なんだよ」


    「おぬしはランクＥ（笑）」


    「……わかってるよ。けど、今俺をへこませてどうする」


    「くく、まあ最後まで聞くがよい。生徒会長とやらのランク付けじゃと、おぬしはランクＥ（笑）だそうじゃがの。（笑）こそついておらなんだが、ランクＥと評価されておった者は、おぬしのクラスに他にもおったぞよ。気付いておったかや？」


    「……いや。誰だ？」


    　クラス全員のだいたいのランクはあの時に確認したが、全員のものを見られたわけではない。


    　俺は思わず、客席に固まったクラスメートたちへと視線をやった。だが、ランクＥでありそうなやつはいない。


    　そんな俺の様子を見てプリシラはにやりと笑うと、俺の耳元に口を寄せた。


    「宝たから田だ舞まい・Ｅ。妾が思うに、胸のサイズではないじゃろな。いや、そっちも意外とあったりするのかもしれんがの」


    「──」


    「妾にはあやつが、この世界に何ももたらしてないとは、世界を変える力がないとは思わぬの。ま、プラスかマイナスかは知らぬがのう。じゃから──」


    　プリシラは、軽く俺の背中を押した。


    「生徒会長とやらも案外と、人を見る目がないのと違うかの」


    　言って、プリシラは俺の背中を掌てのひらで思いっきり引っぱたいた。


    　小さな掌が肉を打つ高い音が、青空に吸い込まれていく。


    「ついでに百％天然成分、副作用無しの、ロイヤル気合い注入完了じゃ。どうじゃな」


    　おそらく、俺の背中には、小さな紅葉もみじが刻きざまれているはずだった。


    「──ありがとよ、王女様」


    　そして、俺は土俵の中に進み出た。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「人間よ。いや、遠き世界より来たる客人神まろうどの少年よ。我らはこの街の人間に対し思うところはあるが、お前に恨うらみはない。ただただ、純粋に相撲を取るだけだ。サユリさんが送り出してきた人間だ。オークの誇りと全霊をもって相手しよう」


    　そう言って、土俵中央から別れ、オークは俺の正面に立った。


    　あの巨体が、数秒後には俺のほうへと突っ込んでくるのだ。


    　怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖いマジで怖い。


    　無い物ねだりをしても仕方がないが、人生で今ほどマッスルボディが欲しいと思った瞬間はない。


    　だが、マッスルボディが一瞬で手に入る薬はダメ、ゼッタイ。


    　もはや手持ちのカードで勝負するしかないのだ。


    「時間いっぱい！　はっけよい──」


    　ああ、この異世界でも仕切りの掛け声は同じなんだな。


    　そんなことを、ぼんやりと思った。


    「──のこった！」


    　極限まで集中することによって圧縮された時間の中で、俺は自分のやるべきことを考えていた。


    　オークの巨体が突っ込んでくる。


    　それを、正々堂々、正面から受け止める──。


    　──わけがない！


    　気合いや根性だけで勝てるのなら、誰も苦労はしない。しかし、後ろに下がれば、加速してさらに勢いのついたオークに正面から轢ひかれるようなものだ。


    　横に大きく避けようものなら、オークも立ち合いから突っ込むのをやめ、仕切り直してゆっくりと捕まえに来られる。


    　相手の加速を殺さないように、しかし活いかさないように──。


    　ほんの一瞬だけ右側に振ってフェイント。そして左へ──ほんのわずかに斜めに、そして低めに入る。


    　狙ねらうは相手の体ではない。がっぷり四つに組んでしまえば、力でも体格でも技でも劣る俺にはどうしようもない。けれど、足の一本なら──。


    「はぁッ、はぁッ、はぁッ、はぁッ」


    　取組が始まってからものの数秒も経たっていないのに、もう心臓が破裂しそうだった。疲労ではなく、緊張と恐怖が、俺の心臓を強く握にぎり締めていた。


    　始まって数瞬のこの間が一番の勝負どころ、一番の賭かけどころだった。


    　そして、その賭かけに俺は勝った。


    　これこそ柊ひいらぎ小さ百ゆ合りが授さずけてくれた弱者の戦術、奇襲作戦。


    　正対ではなく、側面から抱きつくようにして、俺はオークの右足を地面から引き剥はがすように捉えていた。


    　歓声がわっと巻き起こった。


    　だが、ここまで持って来られてもなお、この勝負はまだ分ぶが悪い。


    「ぬあッ、んぎ、ぐぎぎぎぎ！」


    「ふぬっ、ふぐうぅッ！」


    　片足をさらに持ち上げようとする俺と、なんとかこらえようとするオーク。


    　片足立ちであるからこそ、力ではるかに劣る俺を引き剥がそうとすることはできない。


    　この片足が再び地面に着いてしまえば、どう足あ掻がいても俺は勝てない。


    　足を降ろそうとするオークと、させまいとする俺。


    　その二つの力は、今のところなんとか拮きつ抗こうしていた。


    　だが、いつまでもこの拮抗が続くわけもない。この巨体を持ち上げ続けるだけでも、相当な力を使っているのだ。


    「胸をくっつけて腰を落とせッ！　持ち上げるためにはまず腰を落とすんだ！　相手の重心の下に自分の体を突っ込むつもりで！」
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    　いつになく鋭い和泉いずみ師匠の声が飛んだ。


    　慌てて体を更にオークの足に強く密着させ、心持ち膝ひざを曲げる。師匠のアドバイスに従った結果、ほんのわずか、数センチだけ、さらにオークの体が持ち上がった気がする。


    「ぬぅッ」


    　オークの声がわずかに険けわしくなった。必死で足にしがみついている今、相手のオークがどんな顔をしているのかはわからないが、その呻うめき声と、筋肉への力の入り具合で、優勢なのか劣勢なのかがなんとなくわかってくるような気がする。


    「筋肉ノ声ニ耳ヲ傾かたむケヨ……！」


    　声を聞くだけでマズいほうに覚醒していることがわかる宗むな像かたも、アドバイスなんだか何なんだかわからないことを言ってくる。だが今の宗像はともかく、あいつはこれまで修学旅行の道中に、合間を縫ぬって俺の筋トレに付き合ってくれたのだ。


    　筋肉は一日にしてならず。だが、ほんの少し、ほんのわずかではあっても、日本からこの異世界にやって来たその日よりは、俺のパワーはアップしているはずだ。そのわずかなマッスルがあるからこそ、今、この日にオークの足を持ち上げることができているのかもしれない。


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    　おそらく悪気はないのだろうが、マイケルの応援コールは完全に偉大なる合衆国を讃たたえるやつだ。


    「頑張って！　勝ってください！」


    　応援団長の坂さか上がみも、必死に声を張り上げる。柊ひいらぎは坂上も宝たから田だも同様に旅の中で大きく成長したとみていたようだが、宝田舞まいという人間はたぶんそれほど変わってはいない。あいつはもとから大したやつで、ただあいつの周りの世界が、あいつが活躍できるように変わっただけだ。俺たちが、あいつのことを発見しただけだ。


    　でも、坂上雪ゆき乃のは確実に変わった。坂上がクラスメートを応援しようと声を張り上げるようになれたのは、きっとこの旅のおかげだ。


    「勝てオラァ！　頑張ったって負けたらクソだぞ！　勝ったヤツだけが偉ェんだ！」


    　二に階かい堂どうの言うことは身も蓋ふたもないが、でも、野球魔人にしごかれ続けたあの練習の日々を潜くぐり抜けた今なら少しわかる。努力をしてきた人間だけが、最後まで勝ちに執着できるのだ。


    「うあああああああぁあああッ！」


    「ぬううううううううぅぅぅッ！」


    　自分のどこからそんな声が出たのか、自分自身わからなかった。


    　オークの体が、土俵際で大きく傾いた。


    　だが、体を大きく傾かせながらも、オークは俺の肩を掴つかんで放さない。


    　オークの巨体が宙に浮く。それは、半分は俺の力で、しかし残りの半分は、オーク自身の力だった。既に両の足を地面に戻すことはできないと悟ったオークが、倒れ際に巻き込むようにして、捨て身の投げを打ったのだ。


    　オークの体が地面を離れるのに数瞬遅れて、俺の両足も土俵から離れていた。


    「浩こう介すけ────！」


    　綾あやちゃんの叫び声が、ひどくゆっくりと聞こえた。


    　スポーツ漫画のクライマックスシーンでよくある、時の流れをゆっくりに感じるあの現象。


    　あれが自分の身に起こるなんて、思ってもいなかった。


    　スポーツ漫画によくある──。


    　あるいは、交通事故に際して、撥はねられる直前によくある──。


    



    　青空に映える太陽が、やけにくっきりと見えた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「むーん……。これは……同時、じゃよな？」


    　スマホの画面を覗のぞき込んで、プリシラが言った。異世界の相撲ながら、スマホの録画機能を使ってＶＴＲ判定がおこなわれているのだ。


    「私も同体とみた」


    　柊ひいらぎも、プリシラの意見に同調した。


    「サユリさんがそう言うのであれば、オデにも異論はない」


    　オークも──俺と取組を演じたオークも、そう言って深く頷うなずいた。


    「困ったのう。運動会ルールでは引き分けの場合を想定しておらなんだぞよ」


    　プリシラが言うのは、何も相撲競技のことだけではない。


    　これまでに行われた八つの種目の勝敗が四対四なので、相撲競技が引き分けに終わると、人間ＶＳ三種族合同大運動会自体の勝敗が引き分けになってしまう。


    　全体の勝敗が引き分けになったときのことも、定められてはいなかった。


    「私たちの世界の大相撲では、このような場合は取り直しをおこなうのだが……」


    　柊は、俺を見下ろしながら、困ったような表情を浮かべた。


    　その視線の先で、俺の右足首の関節が、真っ赤に腫はれている。土俵下へ同体で落ちたときに捻ねん挫ざしたらしい。


    　だが逆に言えば、体重百キロを優に超えるオークに覆おおい被されるように落ちて、この程度で済んだのはラッキーといっていい。


    　──本当は、ラッキーじゃない。


    　落ちる瞬間、下にある俺の体に自分の全体重がかからないように、オークが自みずからの手を地面について庇かばってくれたのだ。


    　そのことを、オークは一言も口にしない。言わないが、俺にはわかっている。


    「残念じゃが、エリクサーロイヤルデラックスは疲労回復や打ち身、切り傷などには効くが、病気と捻ねん挫ざには効かんのじゃよ……」


    「なぜ捻挫だけ……」


    　いや、たとえエリクサーロイヤルデラックスが捻挫に効いたとしても、もう勝ち目はない。


    　奇襲は弱者の戦術。


    　そして、一度しか使えない。


    　あれが、この実力差の中で、俺が唯ゆい一いつ勝ちうる方法だった。


    　プリシラでさえもが、俺に再び土俵に上がれとは言い出さない。


    　濃い敗北の空気が俺たちを飲み込もうとしていたそのときだった。


    「構かまわんよ」


    　オークが、静かに言った。


    　視線の先に、相撲の鬼が立っている。


    「サユリさん。あんたとで構わんよ。あんたに勝ちたい」


    　鬼であり、菩ぼ薩さつであり。そして義の人である。


    　オークがそれを求めるのであれば、彼女にそれを拒む理由はなかった。


    　ゆっくりと、柊ひいらぎ小さ百ゆ合りが土俵へと向かおうとしたまさにその時。


    　野球の時と同じように、ありえない場所から、ありえない人物が手を挙げた。


    　──いや、本来、最も相応ふさわしい人物であると言えるかもしれない。


    「私が、あの客人神まろうどの伝説が嫌いだった理由が、ようやくわかった」


    　そう言って、人波を割りながら前に出てきたのは、三十代後半の神経質そうな顔の男。千年続いた取引の末に、それが破は綻たんする瞬間に立ち会うという貧乏くじを引かされた不運な男。


    　城壁都市の市長が、その細腕を挙げていた。


    　市長は、俺を見下ろした。


    「客人神──異世界より来たる勇者。だが、よそ者の子どもだ」


    　神経質そうに乾いた声で──しかし、冷たくはなかった。


    「この街の人間は、よそ者の子供を危険なところに放り込んで、ただただ救いを待っていた。千年経たった今もそうだ。だから私は、あのお伽とぎ噺ばなしが嫌いだったんだ」


    　いつだか俺に向かって言ったことを、市長は言った。


    「市長よ。おぬし、着痩やせするタイプかや？」


    「あいにく、ガリッガリです」


    「では草相撲のチャンピオンじゃったり？」


    「子供の頃、ソロバンのチャンピオンでした」


    「実は筋肉仙人じゃったりするのかや？」


    「……誰ですか、それは」


    「ＳＡＳＵＫＥに命を懸けたことは？」


    「ありません」


    「……では、勝てぬぞよ」


    　プリシラは市長に向けて言い、


    「こやつなら、おそらく勝てるぞよ」


    　柊ひいらぎを横目に見て、言った。


    「よいんじゃな」


    　念を押すように、プリシラは市長に言った。


    「関係のない子供が闘っている間、私たちはただ見ていただけだ。オークも、コボルトも、フェアリーも、客人神まろうども、物語の中のものでしかなかった」


    　オーク、コボルト、フェアリー。


    　長年にわたって城壁都市の隣人でありつづけた三種族が、いま、人間を値踏みするように見ていた。


    「私たちがすべきことは、異邦人と隣人が相撲を取っている、その輪の中に入ることだったのでしょう。祭りの中に身を投じることだったのでしょう。自分が、物語の登場人物になろうとすることだったのでしょう」


    「繰り返すが、勝てぬぞよ。負けるということは、チャラになるということじゃぞ」


    「チャラにするのです。そこから、再び始めるつもりです」


    「ふむ」


    　プリシラは、もうその先は何も言わなかった。


    　市長はゆっくりと、土俵へと上がっていった。


    　対戦相手の──ついさっきまで俺と闘っていたオークも、今度は何も言わず、土俵の反対側へと上がっていった。


    「えっと……それでは、人間側の代表を代えての取り直しとなります」


    　フェアリーはまだ困惑気味に、土俵上の二人を──人間とオークを交互に見ていたが、やがて意を決したように、空中で胸を張った。


    「それでははっけようい──のこった！」


    　フェアリーが開戦の声を挙げるのとほとんど同時に、肉が肉を打つ音が響き、次の瞬間、市長が空を飛んだ。

  


  
    



    　　　八章　閉会式では仲良くしよう


    



    　つわものどもが、ゆめのあと。


    　熱戦が繰り広げられた運動会のあと、壁の内側では後夜祭の宴会が開かれていた。


    　とはいえ、もともと予定してあったものではない。


    　ある意味では消化不良なかたちで終わった運動会の、行き場を失った熱を発散させるかのように、皆が飲んで騒いで歌って踊っていた。


    　人間が、オークが、コボルトが、フェアリーが。


    「様々な種族が、ひとつになって舞い踊る。これはまるで……」


    　夜を照らす焚たき火の明かりに頬ほおを染めながら、プリシラはそんな光景をしみじみと見ていた。


    「これはまるで、浦うら安やすのテーマパークのショーみたいじゃの……」


    「お前も余計なとこをこすりにいってるじゃねーか。古き伝説に伝えられた光景のよう、とか言え」


    「古き伝説に伝えられた浦安のテーマパークのショーのようじゃ……」


    「そういうことじゃねーよ。……まあいいけど」


    　俺とプリシラが並んで果物ジュースをちびちびやっていると、三角巾で片腕を釣った男が、俺たちの前にやってきた。


    　プリシラはコップを置いて、その男に声をかける。


    「市長よ。利を取るのであれば、大人しく引っ込んでおくのがよかったはずじゃ。あの柊ひいらぎという者であれば、オークをも打ち倒して勝利をもたらしたはずじゃぞ。それはわかっておったろうに」


    「ええ。ですが、飛び入りをしてしまった。その場のノリというやつです」


    「……ふむ。おぬし、なんかキャラが変わったかの？」


    「ええ。これを機に私は市長を辞めて、相撲で食っていこうと思います！」


    「……真ま面じ目めなヤツは極端から極端に走るからいかんのじゃ」


    「冗談ですよ」


    「であれば安心したぞよ」


    　プリシラはほっと息を吐き、市長は笑った。


    「で、なんでじゃ。個人の思いとしてはともかく、為い政せい者しやとしては勝ちを拾いにいったほうがよかったのではないかや？　おぬしのその場のノリで、困るのは他の市民じゃろうに」


    　プリシラが少し意地悪く言うと、市長は視線を広場のほうに向けた。


    　そこには四種族が、ご馳ち走そうの皿を囲んでいる姿があった。互いにぎこちなく、よそよそしく、しかしそれでもひとつの場をともにする姿があった。


    「私は、この先のことを考えました」


    「ふむ？」


    「千年前、不意の旅人が──今は客人神まろうどと呼ばれる存在が、この街に救いをもたらした。ええ、確かにそれは救いであったのでしょう。ですが、まさしく天から与えられたものであったから、我々はそれを雑に扱った。その結果、千年後につけを払わされることになった」


    「そういう考え方もある──かのう」


    「千年前と同じことをする、そう王女様は仰おつしやいました。確かにそれはありがたいことです。しかし、そうしてあなたがたが勝ち取ったものを受け取ってしまえば、またいずれ時を経て同じことがおこるでしょう。だから、他人ごとではいけないと──この街に住む我々自身が土俵に上がらねばいけないと、最後の最後でそう思ったのです」


    　市長は俺に背中を向けて、言った。


    「おそらくは私と同じである、凡人にすぎない彼が、この街のために闘う姿を見てそう思わされました」


    「ふむ……」


    　プリシラは市長の言葉を否定も肯定もせず、ただ黙って、聞いていた。


    「それはそれとして、やはり為い政せい者しやとしては、目先のことも考えねばならぬじゃろ。そこで、妾わらわがよいアイデアを出してやろうぞ」


    「アイデア……」


    「容いれるかどうかはおぬしが勝手にすればよい。じゃがとりあえずは聞くがよい。ここからはるか南に、王都の近くにゴブリンの村がある。そこではゴブリンと人とが共存しWIN-WINの関係を築いておる。今のところはの」


    「人との共存、ですか」


    「ゴブリンが芸を見せ、その合間にカステラという菓子を売っておる。村の規模が小さいからというのあるが、それで十分に村は栄えておる」


    「そのような特産物を作れ──と」


    　市長の言葉に、プリシラは小さく首を振った。


    「んにゃ。今回の場合、キモはそこではない。実はその村にはもう一つ産業があっての、猿回しならぬゴブリン回しというて、ゴブリンが村を訪れた者に芸を見せて銭を取っておる」


    　市長はまだ話の先が読めないようで、しかし黙ってプリシラの話に耳を傾かたむけていた。


    「遙はるか遠い世界──やつら客人神がやってきた世界では、スポーツというて、かの運動会でおこなわれたような競技を見世物興行として、金を取っているというんじゃ」


    「スポーツ……。そういえば、古い伝説にそのような言葉があったような……」


    　古い伝説とはつまり、かつて幾いく度たびもこの世界の危機を救った客人神の伝説だろう。プリシラが日本の文化に詳しいのも、それらの伝説に親しんできたからなのだ。多少詳しすぎる気がしないでもないが。


    「妾わらわが提案するのは、相撲と野球を娯楽産業として根付かせていってはということじゃ。ほれ、運動会にこの地の民たみが熱狂しておったのは記憶に新しいところじゃろう。むろん、この街の未来がかかった試合であったことが一番の理由ではあったろうがの。平和な世の中で、民が求めるものは文化じゃ、娯楽じゃ。それを安定的に供給してゆければ、産業として成り立つのではないかや。そして、それの供給元はすぐ近くにあろう」


    「それは──」


    「連中はどうせ放っておいても野球や相撲に興じておるんじゃ、それで銭が落ちるなら言うことあるまい。当面はコボルト同士、オーク同士の対戦になろうが、いずれは人間のスター選手も生まれてこよう。相撲であれば飛び入り参加を歓迎してもよい。ぶっちゃけた話、人間と亜人との試合のほうが盛り上がろうな」


    　そのあたりで、ようやく市長にも、プリシラの計画の全貌が見えてきたらしい。


    「つまりこの城壁都市は、スポーツを観光資源とした娯楽都市に生まれ変わるんじゃ。娯楽産業というものは、まだまだこの世界に少ない。これでがっぽり稼いで、がっぽり税をおさめるんじゃ」


    「なるほど、おもしろいお話です。ですが、それは彼らの協力あっての──」


    「悪い話じゃあ、ねえな」


    　いつの間にそこに立っていたのか、オークが──それも市長と相撲を取って投げ飛ばしたオークがそこに立っていた。


    「約束どおり、俺たちの鉱石は北へと売る。王家のお墨付きでな。だが、相撲くらいなら分けてやってもいい。オデたちには石コロと相撲くらいしかねえ。両方が売れるんなら、これ以上のことはねえさ」


    「ただし、ギャラはがっぽりいただくわん」


    　オークの陰から、つぶらな瞳のコボルトも姿を現した。


    「野球をやって稼げるなんて、夢のような話だわん」


    　さらにその頭の上には、フェアリーが止まっている。


    「ま、そうやってこの街が栄えていったら、ちょっとはウチらの薬を流してあげてもいいわよ。観光地のお土産みやげは高値で売れるらしいからね」


    　俺とプリシラは互いに目配せをし、そっとその場を離れることにした。


    　あとは、この街の──この地に生きる人々が決めることだ。


    「最終的にこうなるなら、運動会って意味があったのかって感じだな」


    　俺が苦笑しながら言うと、プリシラは前を見たまま口を開いた。


    「あったじゃろ。話し合いだけでは、この全部が掻かき混ぜられた空気には辿たどりつかなんだはずじゃ」


    　四種族がまばらに入り乱れた様子を見回しながら、しみじみとプリシラは言う。


    「じゃが、一緒に運動会をやって、仲良しになりました。──って、んな単純にもいかぬはずじゃ。今日はテンションが上がってそんな気になっておるだけじゃ。文化祭の浮かれテンションでくっついたカップルのように、居酒屋で盛り上がったノリで結成したバンドのように、その場のノリで結ばれた紐ちゆう帯たいというものは常に危うい。またすぐにギスギスするはずじゃよ」


    　来きし方を少し振り返りながら、プリシラは言う。


    「なんだよ、そりゃ確かにそうかもしれないけど」


    「──じゃがそれでいいんじゃ。あの街の連中も、そして三種族たちも、ようやく互いを見た。それまでは交易のための装置のようなものでしかなかった相手を見た。千年の時の中で固まってしまったものが、再びぶっちゃけられて掻かき混ぜられた。ものごとが、歴史がはじまるのはそこからじゃ」


    「ここから、今日から、か」


    「今思えば、この何もかもウヤムヤになるようなわずかな時間を作り出すためにこそ、あの運動会があったんじゃな。祭りの熱が冷めてから、あとは一歩一歩歩み寄っていくか、再び離れていくか。それはあの者たち次第じゃ」


    　夜気をかきわけるようにずんずん歩きながら、プリシラは言った。


    「運動会。おぬしの提案にしては、なかなかよかったぞよ」
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    　珍しくプリシラに褒ほめられて、俺はなんだかむずがゆい気持ちになった。


    「あれはな、俺が考えたことじゃない」


    「ふむ。では委員長あたりの発案かや？」


    　問いに直接答えず、俺は前を向きながら言う。


    「俺たちがこの異世界に来る前の話だけどなな。三組と四組の仲がすげー険悪になった時期があったんだよ。で、その年の体育祭に──体育祭って例年はクラス対抗でやるものなんだけど、チームの分け方が強制的に変えられたんだ。一組の半分と二組の半分、三組の半分と四組の半分をひとチームにしたんだよ」


    「仲の悪い者どうしを組ませたということかや。ふむ、そうか、あやつがそうしたんじゃな？」


    　確認するように、プリシラは俺の顔を下から覗のぞき込んだ。


    「体育祭を取り仕切るのは生徒会。生徒会の権限で、無む理り矢や理りそういうチームに分けた。なんだかんだと理屈を付けて、教職員の間に根回しを済ませて」


    「それで余計に険悪になる可能性もあったであろ？」


    「ああ。あいつのやることはいつも結果オーライだ。でも、結果はひとつ。体育祭で上がったテンションの中で、険悪な空気はウヤムヤに。今回、それをちょっと思い出したんだ」


    「ふむ……」


    　俺たちは並んで、運動会の余韻を噛かみ締めるように、ゆっくりと歩いていった。


    　並んで歩いていくうちプリシラは両手をジャージのポケットに突っ込んだまま、不意にこんなことを言った。


    「ゴブリンの村ではゴブリン一匹倒せず、ドラゴンの村では闘いに見せかけた芝居じゃった。神託都市で麺神教の信者を蹴け散ちらしたのはそのドラゴンじゃったの」


    　プリシラは前を向いたまま、淡々と言葉を継つぐ。


    「じゃがエルフの島で畑を耕したのは紛まぎれもないおぬし自身の力じゃ。そしてまた今日、あの特訓や、柊ひいらぎの作戦や、みなの応援、それに天運があったからとはいえ、オークと相撲をとって引き分けにまで持ち込めたのは、おぬし自身の力じゃろう。レベルアップの音っちゅーのは、意外と自分の耳には聞こえんもんじゃの」


    　プリシラは表情を変えず、前を向いたまま言った。


    「えっと……あれ？　褒めてくれてんの……か？」


    　俺が言うと、プリシラは早足になって数歩進むと、振り返った。


    「凡人がまぐれを起こしたかというて、調子に乗るなっちゅーことじゃ！　ほれ、さっさと皆の待つ打ち上げ＆反省会の会場まで向かうぞよ！」


    　プリシラは早足のまま、大おお股またでずんずんと歩を進めていく。


    「ちょ、ちょっと待てよ、俺はさっきの取組で足首を痛めてて──」


    　プリシラはもう振り返らずに、金髪を揺らしながら先へ先へと歩いてゆく。


    「……レベルアップの音か。確かに、聞こえないもんだな」


    　俺はそう小さく独りごちると、遠ざかるプリシラの背を追いかけながら、運動会の余韻を噛かみ締めるように、夕闇やみの中をゆっくりと歩いていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    



    「ううっ、感動したぁ……！」


    　目尻に涙を浮かべながら、熱に浮かされた表情でそう言うのは、時とき任とう蘭らん子こだった。


    「仲村渠なかんだかりさんも和泉いずみさんもかっこよかったし、いつもへたれの藤ふじ崎さき君もすごい頑張ってたし、丸まる山やま君も山盛りのパンを必死に食らってたのまじで豚みたいだなって思ったし……！」


    　丸山に関しては褒ほめているのかどうかよくわからないが、とにかく時任は眼を潤うるませつつ、運動会のメンバー全員の健闘を称え続ける。


    「なかでも沢さわ木き君がいちばんがんばったよぉ！　私的ＭＶＰだよぉ！」


    「えっ」


    　時任は俺の手を強く掴つかんでそう訴えた。意外な相手ではあったが、眼を潤ませた女子に手を掴まれてそんなことを言われると、やっぱり悪い気はしない。


    「待て待て。二に階かい堂どうと柊ひいらぎは中立ということであったが、きさまは明確に敵側じゃろ。別にきさまを胸キュンさせるために運動会を開催したのではないぞよ。つかなんできさまが打ち上げの席におるんじゃ。あと妾わらわ的ＭＶＰは丸山じゃからな！」


    　プリシラが警戒心を込めた声で言うと、時任は眼に涙を潤ませた。


    「らって、わらしも二年一組だもん……！　なのにわたしだけハブられるのはもう嫌ぁ！」


    「トッキー、クラスでまとまって何かやるの大好きだもんね」


    　愛称で時任を呼びながら、仲村渠が言う。


    「そういや今年の体育祭のとき、クラスＴシャツ作ろうって言い出したの時任だった」


    「おお、クラスＴシャツ……！　伝説に聞くあの絶妙に恥ずかしいアイテム！　妾もほしいぞよ！」


    　プリシラが感動の声をあげた。


    「だがら、わらしだけ仲間はずれはもう嫌なのぉ……！」


    「よしよし、淋さびしかったね」


    　子供をあやすように、仲村渠は時任の肩を抱いて慰める。


    「そういやこやつ、特訓のときもチョロチョロと妾たちの周りをうろちょろしておったのう。てっきり偵察しておるのかと思っておったが、単なる寂さびしがり屋さんかや」


    「ううっ、トレードなんか間違ってた。やっぱりクラスみんなで仲良くがいちばんだよぉ。私が生徒会長に取りなすから、みんなで一緒にこの異世界を楽しもうよぉ……！」


    　時とき任とうは涙目で俺や綾あやちゃんに訴え、それからプリシラを見た。


    「むぅ……。まあ、人員のトレードよりいっそ合併という考え方もなくはないのう。妾わらわも生徒会長とやらには興味があるゆえな」


    「もともと合流してもとの世界に帰るのが最終目的なんだし、円満に合流できるんならそれにこしたことはないけど」


    　俺もプリシラの意見に賛同すると、時任がこちらへ顔を向けた。


    「……あ、でも……沢さわ木き君を仲間に入れるのはダメって会長が言ってた……」


    　申し訳なさそうな顔で、時任が小さく言う。


    「……どうせ俺はＥランクだよ」


    「えっと、ランクがどうとかじゃなくて、沢木君はダメって……」


    「名指しかよ！」


    「何じゃおぬし、生徒会長と不仲なのかや」


    「いや、不仲とかそういうことじゃ……」


    「しかたあるまい。では沢木をここに置いていって、プリンセス＆生徒会長の歴史的同盟を結ぶことにしようぞ！」


    「仲間はずれは嫌ぁ！」


    　俺はプリシラ班長にすがりついた。


    「ったく、このくされ潤滑油め……。まあそれはおいおい考えるとして、じゃ」


    　プリシラが俺を引き剥はがしたとき、そこに更なる珍客が現れた。


    　闇やみの中、炎に照らされその姿が浮かび上がる。それは伝説の一角獣を駆る、白銀の女騎士様。


    「ああ、宝たから田だ。もう次の街に行っちゃったのかと思ってたよ。どうだ、今日くらいみんなで一緒に打ち上げでも──」


    「おお、妾的準ＭＶＰ。歓迎するぞよ。醤しよう油ゆもっといる？」


    　プリシラも両手を広げて歓迎の意を表明する。


    「アルフォンス、やって」


    　宝田がユニコーンの手た綱づなを軽く引くと、ユニコーンが頭を俺の方へと向けた。


    「え？　ちょ、うわあッ──」


    　ユニコーンは首を曲げて頭を地面すれすれに屈かがめると、その角で俺の足首をちくりと突き刺した。


    「痛っ！　ちょ、何すんだよ！　ただでさえ捻ねん挫ざしてるのに────あれ？」


    　俺は捻挫して、フェアリー特性の薬草湿布を貼ってある足首を撫なでた。湿布でもだいぶ鎮痛効果はあったのだが、それでもわずかに残っていた痛みや腫はれがたちまちのうちに引いていた。


    「おお、そういえば思い出したぞよ！　ユニコーンの角はエリクサーロイヤルデラックスにも勝る、この世界で最高の万能特効薬なんじゃ！　捻挫にも効くんじゃよ！」


    「ま、マジか」


    「じゃが、お医者様でもユニコーンの角でも、恋の病だけは治せんのじゃよ」


    「草くさ津つの湯かよ」


    「のうのう、ついでにマッスルもチクリとやっておいてくれぬかのう。ちょっと壊してしもうたんじゃ」


    「チッ……」


    　宝たから田だはまた舌打ちをしつつ、ちゃんと地面に転がっている宗むな像かたもユニコーンの角でチクリとやってくれた。


    「で、なんじゃ。健闘をたたえに来てくれたのかや？　いっしょに飯食おうぞ。風呂入ろうぞ」


    　そんなプリシラの言葉に眉まゆ一つ動かさず、宝田は言った。


    「言い忘れてたことがあったわ。私はあのガルーダの降りた先で、生徒会長を見た」


    　そういえば、宝田はこないだ船の上から、生徒会長のしもべらしき怪鳥ガルーダの背中に乗って、飛び去っていったのだ。おそらくは聖徒会の本拠地か、そうでなくともそこに繋つながる場所に向かったのだろうと思ってはいたが。


    　生徒会長本人がいるとなれば、その場所こそが本拠地に違いないだろう。


    「私には関係ないけど、あんたたちはあいつの居所を捜してるんでしょう」


    「おお、ツンデレ情報提供サンキュー。それってどこじゃ？」


    「やっぱやめた。死ね」


    「うそうそ、宝田ちゃんってばぜんぜんツンデレじゃない」


    　ユニコーンを走らせようとした宝田を引き留めつつ、プリシラは地図を広げる。


    　と、宝田の代わりに、ユニコーンが角の先で、地図の一点を指した。


    「──そうか。そういうことなんじゃな」


    　確認するように、プリシラは顔を上げて馬上の宝田を見返した。


    「プリシラ、そういう思わせぶりなやつはやめろ。ここはいったい何なんだ」


    「どんな地域にせよ、その土地にはその土地の支配者がおる。にしては、聖徒会の連中は勢力を拡大するのが速すぎると思っておったんじゃ。妾わらわのように、どこぞの国の権力者に取り入ったのかとも思うておったが──。連中が権力の空白地帯よりことを起こしたのであれば、聖徒会の急速なる勢力拡大にも納得がいくぞよ」


    「権力の空白地帯って？」


    「じゃが、いくらなんでも、そこにおるとはのう。まじに愉快で、まじにどうかしておる」


    　俺の問いに応こたえず、プリシラは薄く笑うと、ゆっくりと俺のほうに顔を向けた。


    　そして、先ほどユニコーンが角で指した場所を、指差した。


    「──ここはの。つい半年前まで、魔王城と呼ばれておったところじゃ」

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　近くでは世界の果てだとさえ思えた城壁都市の壁も、今は遙はるか遠く、空と地平線の間に引かれた太い線くらいにしか見えなくなった。


    　二に階かい堂どうと柊ひいらぎは、二人ともしばらく城壁都市に留まり、あとから俺たちを追ってくることになった。野球と相撲、二つのスポーツの普及のためには必要不可欠な人材でもあるし、それに三種族と城壁都市の間を繋つなぐ仲立ちとしても役立つだろう。


    　壁を超え、馬車はさらに北を目指して進む。


    　俺たちがこの世界にやって来る、その直前まで魔王城と呼ばれた場所を目指して。


    「あいつがこの世界にいるって聞いてから、ずっと思ってたことがあるんだ。魔王を倒したのって、ひょっとして若わか王おう子じなんじゃないかって」


    　俺がそう言うと、プリシラはふむ、と声を漏もらした。


    「なるほど、確かにのう……。歴史的にみても、魔王なる存在は常に客人神まろうどたちの手によって討ち滅ぼされてきた。妾わらわのご先祖様と最初の客人神が魔王を打ち倒してより千年、魔王なる存在は周期的に幾いく度たびも幾度も蘇ってきた。そして同時に、周期的にこの世界を訪れる異世界よりの客人神によって討伐されてきた。おぬしらのようにのほほんと修学旅行を続けておるパターンは過去にも例がないぞよ」


    　そういえばこの異世界に来たばかりの頃、そもそもこんなに大量に客人神がやってくること自体がイレギュラーなことだとプリシラから説明を受けた。


    「じゃがそれは、少しの時間差によって、おぬしらよりも先にこの世界へとやって来た者が魔王を倒しておったからこそ、その必要がなくなったということやもしれぬ。そしてその魔王を打ち倒した者が、おぬしらのクラスメートであっても不自然はないのう。さらに、それが生徒会長とやらであっても、の。ぶっちゃけ、その辺どうなんじゃ？」


    　プリシラは馬車の対面の席へと声をかけた。


    「え、や、あっ、ちょ、ちょっと、チョトマテクダサイ」


    　カタコトになるほどテンパりつつ、時とき任とうは想定問答集をペラペラと捲めくっていく。が、プリシラがそれをさっと取り上げた。


    「あっ！」


    「まだるっこしいのはよい。単刀直入に答えよ。魔王を倒したのは生徒会長なのかや？」


    「え、や、そ、その辺は全然わかんないです……。生徒会長は私よりも先にこっちの世界に来てて、その時にはもう聖なる使徒の会は結成されてましたから……」


    「そうなんすよ。時任さんは俺よりあとにこの世界に来たんす。会長がいつからこっちの世界にいたのかはちゃんと聞いてないっすけど。でも多分、生徒会の誰よりも先に、この異世界にやって来てたんだとは思います」


    　漆うるし原ばらも口を挟んでくる。


    「ふーむ。であれば、やはり怪しいのう……」


    　プリシラは腕組みをしながら、まだ見ぬ若わか王おう子じを、魔王を討伐した勇者ではないかと疑っている様子だった。


    「そういえばいつだか言うておったの。乱世の勇者、治世の魔王。ちょいと前までこの世界は魔王が君臨し、乱世と言ってもよかったからの。そういうタイミングで来ておったのならば、勇者となっていたのやもしれぬ。そして勇者となっていたのであれば、これほど急激にこの世界で勢力を伸ばしておるのも頷うなずける。妾わらわのご先祖様も、魔王討伐パーティの一員だったからこそ王となれたのじゃ」


    「確かに、魔王を倒すのも魔王になるのも、同じくらいの確率で有り得そうなヤツだからな……」


    「ふむ。さらに興味マシマシ。はやく会ってみたいもんじゃのう」


    　プリシラはワクワクを顔中に貼り付けたような表情を浮かべる。


    　俺は少し目を閉じ、瞼まぶたの裏に若王子暁あきらの像を思い浮かべる。その像はくっきりとしているようで、どこか不定形で──。


    　俺はまだ、あいつの顔を覚えているだろうか。


    「浩こう介すけもこの修学旅行を機会に、そろそろ会長と仲直りしたら？」


    　綾あやちゃんが窓の外に流れる景色を見ながら、言った。


    「ふむ、仲直りというと、もともとは仲良しであったような言い草じゃのう」


    　プリシラが食い付いてくるが、俺はそれに答えない。


    「まだ気まずいの？」


    「いや、気まずいとかそういうことでは……」


    「なんじゃ、沢さわ木きよ、きさま、仲なか違たがいする前は生徒会長と友達であったりしたのかや？」


    「いや、友達ってわけじゃ……」


    「んぬ？　妙に歯切れが悪いのう」


    　プリシラが身を乗り出して、俺の顔を覗のぞき込もうとしてきたその時。


    「友達っていうか、生徒会長って浩介の元カノだし」


    　綾ちゃんの言葉に、プリシラは顔面に時速百六十キロのデッドボールを受けたような表情を浮かべた。


    「……落ち着け、落ち着くんじゃ。妾たちはいま、何らかの魔術的攻撃を受けている……！」


    「受けてない受けてない」


    　綾ちゃんが素っ気ない口調で言う。


    「ちょ、違う！　いろいろと誤解がある！　それは……！」


    　慌てて弁解しようとした途端に、喉のどが締まって言葉が継つげなくなった。


    　プリシラが強い力で俺の胸ぐらを掴つかみ上げていたのだ。


    「沢さわ木きよ、きさま、いろいろと話が違ってくるぞよ……！」


    「な、何が違うんだ？」


    「えっと、どっからじゃ。いったいどっから話がおかしくなったんじゃ……」


    　プリシラは俺の胸ぐらから手を離すと、金髪をがしがしとかきむしりながら、混乱の表情を浮かべる。


    「さあ、俺たちは次にどんなところへ行き、どんな修学をするのだろうか」


    「適当にまとめて話を終わらせようとするでない！　まだまだたっぷりと問い詰めることが残っておるぞよ！」


    　俺はプリシラの追及を逃れるように、馬車の窓から顔を出した。と、馬車の後方から白馬に──伝説の一角馬に跨またがった女騎士が物もの凄すごいスピードで駆けてきて、たちまちのうちに俺たちの乗る馬車を追い抜いていった。


    「あっ、宝たから田だ大先生！　乗せて、俺もユニコーンに乗せて！　そして遠くへ連れて行って！　ヘルプ！」


    　だが宝田は俺の呼びかけをガン無視したまま、マントを靡なびかせ、遠く遠くへ駆けていってしまった。


    　白馬の騎士にも見捨てられ、俺は異世界の王女に胸ぐらを掴まれる。


    　来きし方はるかには、城壁都市の壁が、空と地平線とのあわいに溶けて見えなくなってゆくところだった。


    　人と人との間には、高い高い壁がある。


    　誤解があって、勘違いがあって、認識不足があって、すれ違いがある。


    　だけど、壁があるから世界はおもしろい。


    　壁の先が見えないからおもしろい。


    　壁があるから、その向こうを想像するのが楽しい。


    　俺たちは今も、毎日、一つずつ、少しずつ、壁を超えてゆく。


    　これから先も、きっと大きな壁が俺たちの前に立ち塞ふさがってくるのだろう。


    　でも、その向こうの景色を確かめに行くことこそ、修学旅行ってものだ。


    「コラァ！　きさま、遠い眼をして脳内で勝手にまとめにはいっておるのではなかろうな！」


    　いくつもの壁の、その遙はるか向こうの景色を確かめに。


    　世界の果てを、異世界の果てを目指して。


    　俺たちの異世界修学旅行は、続く。

  


  
    



    　　　あとがき


    



    　小説と野球にまつわるひとつの伝説があります。


    　一九七八年四月、神宮球場でおこなわれたセ・リーグの開幕戦となるヤクルト・スワローズ対広島カープの試合。一回の裏、広島の先発投手が投げた第一球を、ヤクルトの先頭打者であった外国人選手が打ち返し、二塁打に。その試合を観戦していたひとりの青年が、その二塁打を見た瞬間、何の脈絡もなく「そうだ、僕にも小説が書けるかもしれない」という天啓にも似た感覚を得たというのです。野球の歴史においては何でもない二塁打が、しかし結果として、日本の文学史を大きく変えることになったのです。


    　もちろん、その二塁打がなくとも、彼はいずれ小説を書き始めたかもしれません。同じ二塁打を見た他の多くの観客は（おそらく）小説家にはならなかったでしょうし、小説家の語る自分の歴史に、いささかの演出も含まれていないと考えるのもまた素直すぎるかもしれません。


    　しかし、そのあまりにも『小説的』なエピソードを、そして野球の──スポーツの持つ魔術的な力を、僕は信じたいと思っています。


    　とは言え、僕は熱心な野球ファンというわけでもなく、野球観戦に球場へ足を運んだことも二度だけです。父親に連れられて最初にプロ野球というものを生で見た時の記憶といえば、観客席からは本人かどうかもわからないほど小さくしか見えなかった、ただ一人名前を知っていたイチローという選手の姿と、売店で買ったチキンナゲットのやたらと濃い味だけでした。しかし、イチローが打席に立ったとき、何の脈絡もなく「自分にも小説が書けるかもしれない」という天啓を──受けませんでしたが、それとは関係なく小説家にはなれました。


    　その後も野球というスポーツ自体にはあまり興味を持ちませんでしたが、日本のスポーツ界において、おそらく最もつとも激しい競争を勝ち抜いてきたプロ野球選手という存在には強く興味を持ち、彼らの評伝や自伝などを読み漁ったりしてきました。球史に名を残した彼らはやはりどこか突き抜けた魅力を持っていて、他のスポーツの名選手たちと同じく、その人物像や逸話に僕は魅了されました。言葉を使って人の心を動かそうとする職業に就つく者のはしくれとして、自分の肉体だけを用いて人々に感動を与えることのできた人々には尊敬と嫉しつ妬とを禁じ得ませんし、言葉だけで何とかそこに近づけたらいいなあと思ってもいます。


    　そんなわけでスポーツ回というか運動会な、異世界修学旅行の五巻でした。お楽しみいただけたならば幸いです。本作があなたの手元に届くまでに携たずさわってくださった全ての人々、そして誰よりあなたに最大限の感謝を。


    
      岡おか本もとタクヤ

    


    



    ※あとがき中に引用したエピソードは、スイッチ・パブリッシング刊、村むら上かみ春はる樹き 著『職業としての小説家』に拠ります。
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